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    　一章　紅玉の日常


    



    「弘こう毅き、どこにおるのじゃ!?」


    「弘毅、出てきなさい！」


    　俺おれ、江え本もと弘毅のこの一週間はものすごく忙しかった。


    　元々、寺の住職になりたいなんて目標があったから、帰宅部の割りには忙しい高校一年生だったと思う。だが、この一週間でやることが激増してしまった。


    　俺は、魔王を名乗った。


    　イタイことを言うんじゃないと言われそうだが、事実なのだから仕方がない。


    　別になりたくてなったわけではない。


    　魔王の名前と力があれば大切なものを守れる。そう思ったから名乗ったのだ。


    　だから、俺は今までの生活に加えて、魔王としての力の使い方の練習や、歴代魔王の力が封入された『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピース探しなんてこともしなくてはならなくなった。魔王城に居座って魔界を支配しているわけではないが、それでも一週間前とは全然違う生活になってしまった。


    「弘毅、どこにおる!?」


    「弘毅、私とかくれんぼして隠れ通したことなんかないでしょ！　大人しく出てきなさい！」


    　だが、そんな魔王業に関連する忙しさはたいしたことではない。自分で決めたことなんだから文句や愚痴を言うつもりはない。


    　だが、それとは違う日常の変化には少々閉口気味だった。


    「あーっ、こんなところにおったのか！」


    「あ、見つけた！」


    　けたたましい二種類の声が、九く門もん寺じの本堂の中で鐘の音のように反響する。せっかく座禅をしつつ『王の箱ジリオン・デイマイズ』の使い方の練習をしていたのに、邪魔されてしまった。


    　くそっと舌打ちしつつ目を開くと、阿あ吽うんの像のように二人の少女が俺おれの前に立っていた。


    　一人は金髪で中世ヨーロッパの貴族みたいに豪ごう奢しやな黒いドレスを着た少女。白い下着を握り締め、顔を真まっ赤かにして怒っている。


    　もう一人は、俺が通う筝そう月げつ高校の制服を着た、ものすごく胸が大きい長身の少女。目が痛くなりそうなくらい鮮やかなピンク色の表紙をした漫画本を持っている。


    「弘こう毅き、妾わらわの下着をお主のものとまとめて洗濯するなとあれほど言っておいたであろうが！」


    「弘毅、私がプレゼントしておいた姉もののＨな漫画を全然読んでいないってどういうこと!?」


    　二人が同時に詰め寄りつつ、ステレオで文句を言ってくる。


    「……えーと、何だって？」


    　俺は聖しよう徳とく太たい子しではないのだから、同時に言われてもわからない。
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    　着ている作さ務む衣えの襟元を正しつつ聞き返すと、金髪の少女──エメラルディア、通称エミリーのほうが先に口を開いた。


    「妾わらわの下着と弘こう毅きの下着を一緒に洗うでないと言っておるのじゃ！」


    「いちいち魔術で衣類を作り直すのが面めん倒どうだから洗濯しろってお前が言ったんだろうが」


    「下着は洗わなくていいとも言ったはずじゃぞ」


    　気を利かせて洗ってやっているのに、どうして怒られなくてはいけないんだろう。


    「家族の洗濯物をまとめて洗濯して何が悪いんだ？　真ま里り菜なばあちゃんだってそうしてたぞ」


    　俺おれが首を捻ひねりつつぼやくと、エミリーは苦々しい表情をしつつ睨にらみつけてきた。


    「妾と姉上を一緒にするでない」


    　びっくりすることに、エミリーは俺の祖母、真里菜ばあちゃんの妹なのだ。見た目の年齢は大差ないのだからどういうことかと思うだろうが、理由は単純明快、彼女もばあちゃんも人間よりも長命な魔族だからだ。


    　聞かされた時は無む茶ちや苦く茶ちや驚いたが、受け入れてしまえば彼女も俺の家族である。一週間も一つ屋根の下に暮らしているのに、他人行儀に洗濯物を別々に洗うなんておかしいことだ。


    　しかし、エミリーはそういう扱いが不満らしい。


    「言っとくけど、魔界のお姫様だからなんて理由でわがまま言うなら許さないぞ」


    「そういう理由ではないわ」


    「じゃあ、なんだってんだよ」


    　俺が尋ねると、エミリーは怒りとは違う感情で顔を赤くしつつ、


    「や、やはり恥ずかしいではないか。殿方の下着と一緒などと……」


    「殿方って俺のことかよ。気にすんなよ、俺たち家族だろ」


    「…………ッ！　ええい、この鈍感が！」


    　本心から言った言葉なのだが、エミリーはそれがいたく気に入らなかったらしい。キッと目をつり上げて俺を突き飛ばした。そして、もどかしそうにドンドンと地団駄を踏みつつ隣にいる長身の少女──天あま[image: ]つじ美み佳かにかみつく。


    「美佳、こやつはどういう神経をしておるんじゃ。朴ぼく念ねん仁じんというより無神経じゃぞ！」


    「そのへんは私も困っているのよねぇ。教育の仕方間違えちゃったかしら」


    　すると、漫画を小こ脇わきに抱えた美佳がほとほと困ったように手を頰ほおに当てた。


    　母親みたいなことを言うんじゃない、と文句を言いたくなったが、幼い頃ころを思い返すと、あながち間違いではないかもしれない。


    「確かに口うるさかったよな。……って、教育と洗濯は関係ないだろ。下着くらいいいじゃないか。今さら隠す必要もないだろうが」


    　不幸な事故でだが、エミリーの下着姿や裸を見たことがある。下着くらいでギャアギャア騒ぐのはおかしいと思ったのだ。


    「こッの、大たわけがッ！」


    　だが、その一言が彼女の逆げき鱗りんに触れてしまったらしい。周囲の空気がビリビリ震えるほどの大音量で怒ど鳴なられてしまった。


    「フンッ！」


    　エミリーはそのままドスドスと本堂から出ていった。


    「あーあ、怒らせちゃったー」


    　呆ぼう然ぜんとエミリーを見送る俺おれの背中を、美み佳かがツンツンとつつく。


    「俺、そんなに悪いことを言ったか？」


    　一緒に暮らしていて、下着をまったく見ないなんて逆に難しいだろう。また、下着を見られないように気を遣うなんて家族としておかしい。


    　エミリーが出ていった本堂の出入り口を眺めながら首を捻ひねると、美佳にやれやれとわざとらしいため息をつかれてしまった。


    「……なんだよ。言いたいことや説教があるなら言えよ」


    「いえ、いいわ。説明するのも面めん倒どうくさいし。そのうち自分で気づきなさい」


    　そんなことを言うが、俺を見る目から察するに、この子は永遠に気づきそうにないわねと思っている。


    「それより、私のほうも用があるのよ」


    　自分の要件を思い出した美佳が、持っていた本を開いて俺の顔に押しつけてくる。インクの強いにおいがプンと鼻をついた。


    「なんだよこれ」


    　顔からはがしてその紙面を確認すると、裸の男の子とちょっと年上の女の子が絡んでいるイラストが載っている。一言で言えば、エロ漫画だ。


    「弘こう毅き、せっかく私が本棚に差し入れしたのにどうして読んでないのよ！　せっかく姉ものの漫画を探したっていうのに！」


    　怒るべきは俺のほうだと思うのだが、美佳のほうが先に怒り出した。


    「え、あ……うん、ごめんなさい。最近忙しくて漫画読んでいる暇とかなかったから」


    　彼女の剣けん幕まくと幼い頃ころよりたたき込まれた習性で、ほとんど無意識に謝ってしまう。


    「いや違う！　どうしてそんなの読まなくちゃいけないんだよ！」


    「弘毅が姉好きになってくれないと、お姉ちゃんキャラの私が困るからじゃない！」


    　一週間くらい前、美佳が好きだと告白してきた。幼なじみとしか思っていなかった俺は、それをきっぱりと断った。ところが、美佳は全然諦あきらめる気はないらしく、それからも色々とアプローチをかけてくるのだ。……主にエロい方法で。


    「いい、弘毅。男の子なんだからこういうのはしっかり読みなさい。そして、きちんと感化されて、私にムラムラして襲い掛かりなさいよ」


    　クドクドと無む茶ちや苦く茶ちやな説教をしてくる。


    　美み佳かの熱意とやる気は賞賛すべきだが、やり方を色々間違えている。エロ漫画を俺おれに読ませてその気にさせようというのも間違っているし、エロ漫画の中身が姉ものというのも間違っている。俺はエロ漫画を見て感化されるほど単純じゃないし、美佳は幼なじみであって姉ではない。彼女なりに策略を巡らせたつもりだろうが、はっきり言って的外れである。


    　なんだろうか、やはり生きつ粋すいの人間ではないから考え方がずれているのだろうか。


    「ちょっと弘こう毅き、聞いてるの!?」


    　ぼんやりとそんなことを考えていると、ぺしりと額を叩たたかれてしまった。


    「いや聞いてない」


    　私に欲情しなさい、なんて説教をまともに聞けるはずがない。


    　すると、美佳は頰ほおを膨らませ、ますます怒り始めた。


    「いいわ、こうなったら実力行使してやるんだから！」


    「実力行使？」


    　嫌な単語が耳に飛び込んできて、及び腰になりかけた俺の目の前で、美佳の体がカメラのフラッシュを焚たいたように強く光った。一瞬だが強烈な光にクラクラしそうになる。


    「ふっふっふ……」


    　不穏な笑い声に身の危険を感じた俺は、チカチカと残光が瞬くまぶたを無理やりこじ開けた。


    「美佳、またそれを使う気かよ……！」


    　思わずうなる俺の眼前にいた美佳の恰好は、一瞬前とまるで違っていた。


    　白いヒラヒラの服、背中には純白の大きな翼、そして全身からかすかに発せられる後光。わかりやすく言えば、天使みたいな恰好である。


    　いや、みたいな、ではなく、彼女は本当に天使なのだ。


    　魔族の子孫であり、『王の箱ジリオン・デイマイズ』という歴代魔王の力が封じ込められたアイテムの封印を解く『鍵かぎ』を体に宿している俺を監視するために、天使の魂が人間の赤ん坊に転生したのが美佳だ。


    　この事実を聞かされた時も驚いたが、血縁者に魔族がいる身の上だ。あり得ないと拒否することなく受け入れてしまった。簡単に言ってしまえば、天使だろうがなんだろうがどうでもいい。天あま[image: ]つじ美佳は俺の幼なじみという事実はそんなことでは変わらない。


    「えい！　動かなくなっちゃえ！」


    　しかし、天使の力を使って襲うのはずるいと思う。


    　美佳が可愛かわいい声を発すると、俺の体は金縛りがかかったように動かなくなってしまった。


    「美佳……！　お前、前もこの手を使っただろ……！」


    　人の力でどうこうできるものではないと身を持って知っているのだが、それでもあらがいたくなる。体のあちこちに力を込めて、見えない鎖をちぎろうと試みた。


    　だが、俺の体はちっとも本人の自由にならず、いやらしい笑みを浮かべた天使の衣装の美佳がゆっくりと近づいてくる。


    「無む駄だだってばぁ。弘こう毅きが悪いのよ。おとなしく私にいやらしいことをする気になればいいのに、変に意地張っちゃって」


    　何とかこの危機を逃れようともがく俺おれをあざ笑うように、美み佳かはせっかくコスチュームチェンジした天使の服を脱いでいく。筝そう月げつ高校でも断トツ一位と評される大きな胸があらわになる。


    「や、やめろって！　天使の力を使ってこういうことをするのは卑ひ怯きようだぞ！」


    　無駄と知りつつ、大声を上げる。


    　止まるはずがないと思っていた。だが、にじり寄る美佳の動きがピタリと止まった。いやらしい笑みをスッと消し、真剣な表情で俺の目をのぞき込んで、


    「……じゃあ、魔王を辞めてくれる？」


    　突然、この場に似つかわしくない条件を提示してきた。


    「『王の箱ジリオン・デイマイズ』の封印を解くのをやめてくれる？　そうしたら、もうこんなことはしない」


    　いや、美佳の恰好を鑑かんがみれば、この条件は当然のものか。


    　美佳が俺に肉体関係を迫ろうとする大きな理由に、俺の中に眠る『王の箱ジリオン・デイマイズ』の『鍵かぎ』がある。『鍵』は親から子へ遺伝するので、俺が美佳を妊娠させたら『鍵』は美佳のお腹の子供に移る。そうすれば、『鍵』を、ひいては危険な『王の箱ジリオン・デイマイズ』を天使が管理しやすくなる。そういう理屈らしい。美佳の生まれ故郷である天界は魔界と敵対している。魔王や『王の箱ジリオン・デイマイズ』を危険視するのはわからないでもないし、美佳がこんなことを言い出すのは天使の責務だろう。だが、唐突過ぎていささか戸惑ってしまう。


    「い、いきなりどうしたんだよ？　俺が魔王になったのは一週間も前なんだぜ？」


    　俺が怪け[image: ]げんな表情を浮かべると、見る見る美佳の顔が曇っていく。


    「一週間前からずっと心配しているのよ。魔王ってポジションは危険なのよ。だから辞めて」


    「危険なのは、わかってるよ。けど俺は、覚悟して魔王を名乗ったんだ」


    　金縛り状態で動けない俺と、半裸の美佳。その二人が命に危機について話している。はた目には滑稽かもしれないが、美佳は極めて真ま面じ目めで、俺も引きずられるように真剣に答える。


    「いいえ、わかっていない。魔王の敵は魔族だけじゃないのよ。他にもたくさんいるの」


    「……心配してくれるのは嬉うれしいけど、魔王を辞めるつもりはない。魔王の名前と力は必要だ」


    　俺が魔王を名乗った最大の理由は、家族であるエミリーを守るためだ。彼女は魔王の娘で、それだけで多くの魔族から命を狙ねらわれる立場である。最初は名前だけで十分に思っていたが、最近はそれだけでは不十分だと考えるようになっていた。


    「俺は魔王として強くなる。そうしないと、きっと後悔する」


    　魔王になることでデメリットも生じるのはわかっている。だけど、俺は家族を失うことが何より怖い。だから、それを防ぐ力が欲しい。


    「……本気？」


    　美み佳かの問いに、俺おれは金縛りが続く中、唯一動く頭を力強く縦に動かした。


    「……そう。そうよね。弘こう毅きなら、そう言うわよね……」


    　すると、美佳の顔がつらそうにうなだれてしまった。彼女の手は、かすかに震えている。


    「美佳……？」


    　俺が拒絶するのはわかりきっていただろうし、そうすれば「じゃあ仕方ないわねー♪」とか言いながらまたエロく迫ってくると思っていたのだ。


    　あまりにもつらそうな表情に、どうかしたのか、と聞こうとした。


    「──こりゃあ美佳！　また天使の力を使って弘毅を襲っておるな！」


    　だが、それは烈火のごとく怒って飛び込んできたエミリーによって妨害されてしまった。


    「ま、またそのような破は廉れん恥ちな姿で……！　いい加減にせいこのエロ天使が！」


    「もう、邪魔しないでよエミリー。もうちょっとだったのに」


    　エミリーが乱入した途と端たん、美佳の顔から憂いはさっぱり消え去り、代わりにいたずらめいた笑みが浮かべる。今の今まで沈んでいたのがうそのようだ。


    「天使の力をそんなに使って気づかぬはずがなかろう！　さてはお主、妾わらわをからかうためにそんなことをしているのではないじゃろうな!?」


    「ふふん、さーどうでしょー？」


    　美佳がからかうように薄く笑うと、エミリーはますます怒り、彼女に飛び掛かった。


    「ええい、だらしない乳をさらけ出しおって！　天使のくせに羞しゆう恥ち心しんがないのかお主は！」


    「私は自分の体に自信を持っているからねー」


    　二人は取っ組み合ってキャットファイトを始めた。いまだ金縛りが解けていない俺は、それを傍観するしかない。


    　美佳がいつもどおりの明るい彼女に戻ったことを安あん堵どしつつ、心配をかけていたことを申し訳なく思う。


    　彼女が憂慮する通り、魔王の座は危険なものだ。それはこの一週間で痛感した。


    　だからこそ、力がいるのだ。


    



    



    　俺が魔王としての名前だけでなく、力も求めるようになったのには理由があった。


    　翌日、筝そう月げつ高校でのことだ。休憩時間にトイレへ行ったついでにコーヒー牛乳でも買うかと、俺は部室棟の隅にひっそりとある自販機にまでふらりと足をのばした。


    　二時間目終了後のことだったので人ひと気けはない。


    「えーと……百円玉百円玉……」


    　自販機の前でポケットから財布を取り出し、小銭を出そうとしていた時だった。


    　いきなり後頭部をぶん殴られた。


    　メキッ、という嫌な音と一緒に、俺おれの顔面が自販機の表面にめり込む。視界が一瞬で真っ暗になり、鼻を痛打し、奥からツンと鉄のにおいがしてくる。


    「──よぉ、あんたが人間魔王様だな」


    　顔面の痛みと衝撃による眩め暈まいをこらえながら、どうにか振り向くと、やけに目付きの悪いずんぐりした小男が立っていた。生徒でもなく、教師でもない。見覚えはない。が、そいつが何者か、すぐにわかってしまった。


    「……俺の首を狙ねらう魔族、かよ」


    　クラクラする頭を押さえながら、つぶやく。この一週間、こういう輩やからが度々現れている。


    「わかっているなら話は早いなぁ。とっとと俺のために死んでくれや」


    　小男はニヤリと嬉うれしそうに笑い、背中に蝙こう蝠もりめいた黒い羽を広げた。そして、両指の爪つめがギチギチと伸び、凶悪な刃やいばに変じていく。自分の体を凶器に変えるのは魔族の得意技だ。


    「見たぜぇ、あのバカな演説をよぉ。魔界史上最もアホな魔王の名乗りだったぜ」


    　腹のぜい肉を震わせながら小男があざ笑う。


    　俺としても、もう少しカッコイイ名乗りにできなかったと反省しているから抗弁はしない。


    「でもまあ、ガルムト魔王がおっ死ちんじまって、あんたが現魔王ってのは間違いない。つまり、お前を殺せば俺が新しい魔王様ってわけだ。へへっ、こんな奴やつを殺すだけで魔王になれるんだもんな」


    　最近度々現れている連中と同じ目的を口にしながら、ゆっくりと近づいてくる。


    「あんまり動くんじゃねぇぞ。見せびらかすために、首は綺き麗れいに刈って持って帰りたいんだからよ」


    　頭がクラクラして動けない俺の首をバッサリ。そういう腹づもりらしい。


    　結構なピンチである。『王の箱ジリオン・デイマイズ』という歴代魔王の力が封入された結晶を持っているが、俺はそれを自由自在に扱えない。


    　どうする……？


    　クラクラする頭で対策を考えようとする。だが、いい考えは思いつかない。


    　そんなダメダメな頭に焦れたわけではないのだろうが、体のほうが対策を実行してくれた。


    　ドクン！　と左胸の奥にあるものがいきなり強く跳ねた。


    　ドクン！　ドクン！　と俺だけでなく、魔族の小男にも聞こえそうな勢いで心臓が激しく脈動し始める。


    「…………？　なんだ……？」


    　小男も俺の異常を察知して足を止めた。


    　心臓が異様なほど力強く脈打ち、血液を全身に循環させる。そして、その血液が俺の姿を変貌させた。


    「その、姿は……！」


    　魔族が脂汗を額に浮かべながら俺おれを凝視する。


    　この場に鏡はないが、自分がどういう姿になっているかはわかっていた。目は深紅に染まり、全身は大量の血流で一回り膨ふくれ上がり、血管が浮かび上がって赤い紋様のようになっている。


    「その姿、まるで、まるで……！」


    「ガルムト魔王そっくり、って言いたいんだろう？　当たり前だ。俺はひ孫だからな」


    「そんなの、聞いてねぇぞ……！　単なる、バカな人間だって……！」


    　深紅の双そう眸ぼうで睨にらみつけてやると、魔族の小男はガタガタと震え出した。


    　と、そこでようやく頭が名案を思いついてくれた。


    「試してみるか？　俺は『王の箱ジリオン・デイマイズ』も持っているし、ガルムト魔王のひ孫だ。お前みたいな雑ざ魚こを生きたまま細切れにすることも、瞬時に消し炭にすることもできるんだぜ？」


    　ゲームに出てくる魔王を思い出しつつ、ニヤリと笑ってやる。


    「最凶最悪の、ガルムト魔王の血筋……！　あの、残虐魔王のひ孫……！」


    　小刻みに震え続ける魔族の顔面は血の気が引いて真っ白になっていた。トラを目の前にした子ネズミよりも怯おびえている。


    　俺がわざとドン！　と足音を鳴らしてやると、


    「ヒェェェェッ！」


    　まさしくネズミのようにサッと逃げ出していった。


    「……助かった、な」


    　魔族の姿が見えなくなってから、フーッと大きく息を吐き出した。ネクタイを緩め、首元を楽にする。


    　ハッタリが利いてくれた。


    　最近、時々俺の心臓は暴れ出す。すると、見た目だけは魔族に似たようになるのだ。中身は人間のままである。細切れにもできないし消し炭にもできない。どうやらあの魔族は小物らしいが、まともにやりあったら百パーセント俺は殺されてしまう。


    　ばあちゃんから魔族の素養は全然受け継いでいないと思っていたのだが、どうも心臓だけは魔族の遺伝子を受け継いでいるらしい。血を送り出す力は並はずれて強いし、心臓そのものも恐ろしく頑丈だ。普ふ段だんは鳴りを潜ひそめているが、時々暴れ出し、俺の見た目を変化させる。ここ一週間で起き始めたことなので、推測の域を出ないが、恐らく『王の箱ジリオン・デイマイズ』を体内に取り込んだせいで俺の中のわずかな魔族の素養が活性化しているのだろう。


    　しかし、はっきり言って、これはまったくありがたくない遺伝だ。軽自動車にＦ１のエンジンを積んでいるようなもので、人間の体が心臓の負荷に全然ついていけない。エンジンが時速三百五十キロで走ろうとフル回転しても、軽自動車の車体は壊れるだけだ。使える用途といえば、今のようにハッタリに使うぐらいだろう。しかし、そのハッタリも今回のようにうまくいくとは限らない。


    「……強く、ならないとな」


    　自分の腕を眺めつつ小さくつぶやいた。心臓の暴走は収まり、浮き出た血管も消えている。


    　俺おれが魔王の名前だけでなく、力も欲するようになったのは、ちょくちょく魔族の襲撃に遭うからだ。といっても、自分の身の安全のためばかりではない。


    　そもそも、俺が魔王を名乗ったのは、魔王の娘であるエミリーから魔族たちの目を逸そらさせるという意図があった。彼女は魔王の娘というだけでいろいろと利用価値がある。殺せば箔がつくだろうし、無理やり嫁にして魔王継承者を名乗るなんて方法もあるだろう。いずれにせよ、ろくなものではない。


    　俺は、唯一の家族であるエミリーを不幸な目に遭わせたくはなかった。もう、家族の死は見たくない。


    　だから、俺は囮となるべく魔王を名乗ったのだ。


    　しかし、囮では何の意味もないと度重なる襲撃で思い知るようになった。魔族たちにとって魔王の座は思いのほか魅力的な椅い子すらしい。俺の想像をはるかに超える頻度で、魔族は人間界にやってくる。今のところハッタリやエミリー・美み佳かの助力でなんとか追い払っているが、いつまでもこの状態を維持できるだろうと楽観的には考えられない。そのうちハッタリも少女たちの力も通用しない強力な魔族がやってくるかもしれない。そうなったら、俺も殺されるし、エミリーも殺される。それは嫌だ。何か決定的な要素で完全に危険を払拭しなければならないと考えるようになった。


    　決定的な要素とは何か。


    　魔王の力だ。


    　他の魔族を圧倒する強大な魔王の力を手に入れれば、おいそれと襲い掛かってこないだろうし、よしんば襲われても返り討ちにできる。


    　だから俺は、魔王の力を手に入れようと決心していた。


    「……いろいろと、忙しいよな、俺って」


    　元に戻った自分の腕を見つめているうちに、キーンコーンカーンコーンとチャイムが鳴る。三時間目が始まるらしい。


    　慌てて教室に戻ろうとして、自販機のことを思い出した。俺の顔面がたたきつけられた自販機の表面はべっこりとへこんでいて、へこんだ部分がちょっとしたデスマスクみたいになっている。よくも鼻の骨を骨折しなかったものだと自分で感心してしまう。


    　しらばっくれて逃げようかとも思ったが、故障していて次に利用する生徒がジュースを飲めなかったら申し訳ない。きちんと報告したほうがいいだろう。


    　さて、なんて言い訳をすればいいのだろうか。


    



    



    　俺おれの家族は全員いなくなったと思っていた。


    　幼い頃ころは祖父母と両親と五人で暮らしていたが、祖父母は病没し、両親は事故死してしまった。以後、ずっと一人で暮らし続けている。


    　大人になって結婚でもしない限り、家族が増えることはないだろうと思っていた。


    　ところが、俺にはまだ魔族の親せきがいたのだ。祖母の真ま里り菜なが魔族で、彼女の妹のエメラルディア──エミリーがいてくれた。ばあちゃんが人間じゃなかったとか、ばあちゃんの妹なのに見た目の年齢が俺と変わらないとか、色々驚いたが、それを上回ってあまりあるほど嬉うれしかった。


    　俺にはまだ家族がいた。


    　なくしたと思っていた宝物を見つけたと同じくらい嬉しかった。


    　学校からの帰り道、少し先を行く美み佳かと並んで歩くエミリーの後ろ姿を見て、つくづく思う。


    　大切な家族を守るために、力を欲するのは間違いではないはずだ。


    「──弘こう毅き、そこで止まれ」


    　エミリーの後ろ姿を眺めながら改めて決意を確認していると、前を歩く彼女がいきなり立ち止まった。


    「美佳、準備せい」


    「はいはい」


    　後方にいる俺は幾分緊張したが、少女二人、特に美佳のほうは全然そんな感じではなかった。面めん倒どうくさそうに応じる。


    「ゲートが開くまで五秒じゃ」


    「人通りは……ないから、一瞬で片付けちゃいましょ」


    　古い家に囲まれ人ひと気けがないのを確認すると、二人の姿がパッと変化した。


    　エミリーは、黒い豪ごう奢しやなドレスに身を包み、蝙こう蝠もりのような黒い羽を広げ、爪つめを錐きりのように長く鋭く伸ばす。


    　美佳は、白くヒラヒラのローブのような服の上からメタリックブルーの鎧よろいで身を固め、白鳥のように純白な翼を広げ、幅広なもろ刃の剣を両手で握る。


    　彼女たちの、魔族と天使としての戦闘スタイルだ。


    　少女二人が爪と剣を身構えてほんの数秒後、空中にぽっかりと黒い穴が開かれた。一週間前に俺もくぐったからわかっている。人間界と魔界をつなぐゲートだ。


    　その黒い穴から、二時間目の襲撃者とは対照的にやせた魔族が飛び出してきた。意気揚々、やる気満々といった表情だ。


    「江え本もと弘毅ってうぬぼれたバカはどこにいる!?　オレがぶっ殺して──」


    　だが、待ち構えていた二人の少女を見て、表情が凍りつく。


    「──あ？」


    「愚か者め」


    「ばぁか」


    　そこから先は、あまりにかわいそうだったので見られなかった。合がつ掌しようしながら目を瞑つむる。


    「……終わったか？」


    　十秒数えて目を開くと、ゲートからやってきた魔族はズタボロになって地面に転がっていた。


    「フン、この程度の力しか持たぬのに人間界に来るなど、笑止千万」


    「ホントねー。魔族って、ちょっと自意識過剰じゃないの？」


    　休憩時間に続いて二度目の襲撃であったが、あの時以上に早く決着がついてしまった。ハッタリをかますくらいしかできない俺おれと違い、魔王の娘であるエミリーと天使である美み佳かはそこらの魔族など相手にならないくらい強いのだ。


    　現状、俺がどうにかするより二人の少女が襲撃者を片付けるケースが圧倒的に多い。


    　守りたい、なんて決意を抱いてはいるが、情けないことに現状は守るべき対象に守られているのだ。やはり魔王の力を手に入れたい。


    「にしても、もうちょっと減らせないかしら」


    　美佳がツンツンと指でボロボロの魔族をつつく。


    「むぅ、確かにこうしょっちゅう現れると目め障ざわりじゃのう」


    　美佳の言葉に、エミリーが腕組みをしながら考え込んだ。


    「一番確実なのは、弘こう毅きが魔界に腰を据えて支配することじゃが」


    「それは絶対にイヤ」


    　俺が何か言うよりも先に、美佳が両手を交差させてバツ印を作った。


    「弘毅は私と人間界で暮らすのよ。魔界になんか行かせないんだから」


    　それ以前に、今の俺が魔界に行っても支配なんかできるはずがない。


    　エミリーもそれは承知しているのだろう、自分の意見をすぐに引っ込めた。代わりに腕を組んで考え込む。


    「となると、他にいい方法はないものかの」


    「……ねえ、今までこれってどうしてたっけ？」


    　美佳が言う、これ、とは刺客の魔族のことだ。


    「知らぬ。今までは返り討ちにして、そのままじゃ。妾わらわたちに負けた以上、人間界にはおれぬし、スゴスゴと魔界に逃げ帰っておるのではないのか？」


    「まあ、そんなところでしょうね。……ね、これを見せしめのために魔界の目立つところに放り込まない？　弘毅に手を出したらこうなるぞ、って」


    　自分たちでズタボロにした魔族を眺めつつ思案した美佳がとんでもないことを提案した。


    「み、見せしめ？　おいおい、そんなひどいことしなくても……」


    　思わず俺は口を挟もうとしたが、もう一人の少女は目を輝かせて、その意見に同調する。


    「なかなかよい案ではないか。一番魔族が多い土地にゲートを開いて、そこに放り込もう」


    　さっそく両手を前に突き出して、コールタールのようにねっとりとした黒い穴を目の前の空間に作り出す。


    「ついでに貼はり紙もしておこうかの」


    「いいわね。文言はどうしましょうか。うーん、『我に仇あだなす者に、死よりも恐ろしい恥ち辱じよくを。by魔王弘こう毅き』とかどうかしら」


    「うむ、よいのではないか。紙は学校でもらったプリントの裏側でいいかの」


    　さっそく[image: ]かばんの中からいらないプリントを取り出してマジックでキュキュキュと、こっぱずかしい文を書き始める。


    「よし、これでよいかの」


    「じゃ、さっさと捨てちゃいましょ」


    　俺おれを殺して魔王の称号を得ようと勢い込んでやってきた若い魔族は、女の子二人にボコボコにされた挙句、わら半紙を体に貼り付けられて、粗大ごみのように捨てられてしまった。俺の命を狙ねらった魔族だが、同情を禁じ得ない。


    　俺は真っ黒な穴に落ちていった魔族の今後を思い涙しそうになったが、


    「さて、早く帰ろうかの。今晩はどこで食べようかのぅ」


    「エミリー、すっかり弘毅の影響を受けちゃってるわね。外食ばかりしていたら太るわよ」


    　制服姿に戻った少女たちの関心は、すでに別のことに移行していた。


    「む、むぅ。しかし、妾わらわも弘毅も料理ができぬしの……。人間界にいる以上、そういうこともできればいいな、とは思ってはおるのじゃが、何しろ今までそういうことを一度もしたことがなくて、何を学べばいいのかさえもわからぬのじゃ」


    「なんだったら料理教えてあげよっか？」


    　顔を曇らせるエミリーに、俺も予想外だった提案を美み佳かがした。


    「よ、よいのか？」


    「エミリーができるようになったら、弘毅の食生活も改善できるってことだしね。あ、言っとくけど、豪勢な高級料理とかは無理よ。私が作れるのはお母さんから教えてもらった料理だけなんだから」


    「それでよい！　ぜひとも教えてくれ！」


    　魔族が天使に料理を教えてくれと頼んでいる。よく考えたらものすごい光景だ。


    　まあ、二人の仲がいいのは結構なことだし、江え本もと家けの食生活が改善されるのも歓迎だ。


    「よし、さっそく帰って練習じゃ！」


    　エミリーがものすごくやる気になっている。


    　彼女が料理に関心を示すなんて驚きだ。お姫様だったから、家事が珍しいのだろうか。


    「美佳、大丈夫か？」


    　ちょっと心配になって、こっそり美み佳かにたずねる。


    「何がよ」


    「あいつ、ガチで人間界の料理の知識ないぞ」


    　何しろ、人間界に来てからしばらくは動物の生き血だけで生活をしていて、お好み焼きも知らなかったのだ。


    「一どころか、ゼロから教えなくちゃいけないことになるぞ」


    　恐らく、米の炊き方さえ知らないだろう。


    「大丈夫よ。それは承知しているから。妹にものを教えると思えば平気よ」


    　美佳はなんでもなさそうにヒラヒラと手を振った。この少女は、生来の姉あね気質かたぎらしい。


    「……それに、いつまで私が弘こう毅きの側そばにいられるかわからないしね」


    「え？」


    「なんでもない。それより、弘毅も覚えたら？　男子も料理とかできたほうがいいわよ」


    「それはそうなんだけど……」


    　一人暮らしをして三年間、外食に頼らず自炊できるようになろうと思ったことは何度かある。だが、結局料理スキルを習得することはなかった。


    　一言で言えば、苦手なのだ。


    　どれだけ頑張っても、自分が満足できるような味の料理は作れなかった。苦労してマズイものを作るくらいなら、楽して外食したほうがいい。そういう結論にたどり着いてしまった。


    「俺おれは食べる専門でいいよ」


    「そっか。まあ、気が変わったらいつでも教えてあげるから」


    　美佳もそれ以上しつこく勧誘しようとはしなかった。


    「おい、何をつまらぬことを言っておる。さっさと帰るぞ」


    　気が付けば、エミリーは一人で随分先に行っていた。そんなに家事を学習したいのかとちょっとびっくりだ。


    「って、エミリー、ゲート開けっ放しだぞ。きちんと片付けろよ」


    「あ、うむ、すっかり忘れておった」


    　気持ちが急せいているエミリーは、自分が空けた真っ黒い穴のことをコロッと忘れていた。


    　頭を搔かきながら小走りで戻ってきて、ふさぐために穴に向かって手をかざす。


    「──様」


    　すると、穴の奥から声が聞こえてきた。


    「……ん？　今の声は……」


    　エミリーが穴の奥をのぞき込む。


    「姫様ァッ！」


    　すると、黒い穴から銀髪の少女がポンと現れた。その背中には、黒い羽がある。


    　ここ最近の非日常的な日常のせいで、また刺客かよと身構えそうになるが、魔族の少女の目的は俺おれではなかった。


    「姫様、お会いしとうございました！」


    　俺のほうには見向きもせず、エミリーに向かって土下座し始めた。


    「ああ、ああ、姫様……！　ようやくお会いすることができました。ワタクシはもう、心配で心配で……！」


    「ア、アシュリア？」


    　一体何事かとびっくりした様よう子すで硬直していたエミリーだったが、どうやら知り合いだと気づいたらしく、そうっと少女の顔をのぞき込む。


    「やはりアシュリア！　お主、なぜ人間界にきたのじゃ!?」


    「姫様が心配でやってまいったのです。情けないことですが、ワタクシは世界と世界の間に穴を開けることができない故ゆえ、ゲートを開けられる者を探していたのですが、先ほど、ボロボロになった魔族が突然空の穴から降ってきたのです。しかも、そやつには陳腐な文言が書かれた貼はり紙がついておりました。これは人間界に通じているに違いないと慌てて飛び込んだのでございます」


    　アシュリアと呼ばれた少女は、また額を地面に擦こすりつけんばかりの勢いで平伏した。


    「お会いしとうございました、姫様」


    「ア、アシュリア、立つのじゃ。誰だれかに見られたらおかしな風に見られてしまう」


    　自分だって目立つ容姿をしているくせに、人目を気にしたエミリーが銀髪の少女に立つよう促した。


    　ゆっくりと立ち上がるアシュリアを改めてゆっくりと見る。


    　銀髪を後ろできっちりと一つにまとめて背筋をピシリと伸ばしている姿には、学生にはあり得ない生き真ま面じ目めさがある。魔族らしからぬ紺色のスーツと相まって、経理なんかをやりそうなＯＬみたいな雰囲気だ。ただ、彼女の背の低さと幼い顔立ちがその雰囲気を見事なまでに台無しにしている。どう見ても中学生、下へ手たをすると小学生に見えてしまう。そのせいで、ＯＬみたいな空気も、おままごとの延長かコスプレみたいになってしまっている。


    「ええと、両方を紹介せねばならぬの。この者はアシュリアという。魔界で妾わらわの世話役というか侍女をしてくれておったものじゃ」


    　エミリーの紹介を聞いて、俺はふうむと首を傾かしげた。


    「侍女……。メイドか？」


    「まあ、そう受け取ってくれてもかまわん」


    　ゲームや漫画なんかでは山ほどいるが、本物のメイドを見たのはこれが初めてだ。田舎いなかの筝そう木き市しにはメイド喫茶なんてものもないから、えせメイドも見たことがない。珍しくてしげしげと見てしまう。


    　美み佳かも、へぇー、なんて声を漏らしながらジロジロと眺めている。


    　だが、アシュリアのほうは相変わらず俺おれたちを見向きもしない。


    「姫様、『おった』などと過去形になさらないでください。ワタクシはこの命果てるまで姫様のお世話をする所存なのですから」


    「……妾わらわの侍女をしてくれておる」


    　アシュリアの剣けん幕まくに圧おされて、エミリーが若干渋い顔をしつつ発言を修正した。こういう彼女を見るのは、実は初めてかもしれない。


    「ガルムト様が殺されるという魔界を震しん撼かんさせる大事件ののち、姫様がどうやら人間界にいるらしいという情報は得ておりましたが、行く術すべがなく、困り果てておりました。嗚あ呼あ、今こん生じようはもうお会いできないかと嘆いておりました……」


    「わ、わかった。わかったから、泣くでない」


    　泣きそうな声を出すアシュリアを、エミリーがなだめる。


    「それよりアシュリア、魔界の様よう子すはどうなのじゃ？　父上が亡くなられた後、どうなっておるのか妾はさっぱりなのじゃ」


    「ガルムト様が高齢になられてからはだいぶ支配力が弱まっておられましたが、まだまだよかったと今になってみれば思ってしまいます。ガルムト様が亡くなられてまだ一週間しか経たっておりませんが、早くも勝手に王を名乗って国を立ち上げている愚か者が幾人か出現しております。ですが、どれも国と呼べるような体裁を取れておりませぬ」


    　顔を曇らせながらアシュリアは答えた。


    「そうか……。やはり、そういう状況か」


    「ですから、姫様は魔界におられないほうがよろしいかと思われます。大衆に逃げ出した、と思われるのは面おも白しろくありませんが、ここは姫様の身の安全が第一です。つきましては、姫様のお世話をするためにこちらにとどまりたいのですが、お許し願えないでしょうか」


    「ふむ、妾もアシュリアと暮らすのは嬉うれしいのじゃが、それは弘こう毅きの許可を取らぬと──」


    　と、言いかけ、紹介が途中で止まっていることに気づく。


    「アシュリア、この二人を紹介しよう。こちらの女が美佳じゃ」


    「……天使ですね」


    　メタリックブルーの鎧よろいから筝そう月げつ高校の制服に戻っているにもかかわらず、美佳が天使だとすぐに看破したアシュリアは、胡う散さん臭くさいものを見るような目で見る。


    「なぜ下げ賤せんな天使などが姫様と一緒におられるのでしょうか。お離れください、姫様」


    　エミリーと美佳の間に入り、背後の主君を守るかのように腕を広げた。返答如何いかんによっては、天使に襲い掛かりかねない勢いである。


    　エミリーも従者のそんな考えを感じ取ったようで、考え考えしつつ説明した。


    「あー……この者は、人間界の先輩じゃ。妾に色々と人間界のことを教えてくれる約束をしておる。確かに天使じゃが、暗殺などせぬようにの」


    「姫様がそうおっしゃるなら従いますが……」


    　美み佳かに対する不信感は拭ぬぐえないようだったが、エミリーの言葉で渋々腕を下げる。


    「で、こっちが──」


    「江え本もと弘こう毅きですね。知っております」


    　続いてエミリーが俺おれを紹介しようとしたが、アシュリアはそれを妨げ、ギロリと擬音がしそうな勢いでこちらを睨にらんできた。


    　……俺、この人に何かしたか？


    　間違いなく初対面なのに、思わずそう考えてしまいそうなすさまじい睨みっぷりである。


    　しかし、とりあえず挨あい拶さつをしないといけない、と頭を下げた。


    「ええと、はじめまして。江本弘毅です。よろしく」


    「たった今ワタクシは知っていると言いました。人の話を聞いていなかったのですか。それから、あなたなんかとよろしくするつもりはありません。むしろ、殺したいのです」


    　怒るべきかもしれないが、それよりも目を丸くしてしまう。最近刺客に命を狙ねらわれまくりだが、あの連中よりもこの少女のほうが強烈な殺意をみなぎらせている。


    　たまらずエミリーがアシュリアをたしなめようとした。


    「アシュリア！　なんてことを言うんじゃ。よいか、弘毅は──」
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    　だが、アシュリアはエミリーの叱しつ責せきを制し、


    「知っております。アクマリナ様の孫で、姫様の血縁者であることも、ガルムト様を殺した反逆者を制裁したことも。そして、不ふ[image: ]そん極まりないことに魔王を名乗っていることも……！」


    　一歩俺おれに詰め寄ってくる。


    　怖い。見た目はとても小柄だが、その体の中にとんでもない殺意と怒りが内包されているのがわかる。許されるなら、この場から逃げ出したかった。


    「ワタクシは、ガルムト様の後は姫様が魔王になられるものだと信じていたのです。だというのに、こんな奴やつが魔王を名乗るなど……！　いくらガルムト様の血を引いているとはいえ、魔力もほとんど持たない人間風ふ情ぜいが！」


    　お前なんか絶対に認めないと言わんばかりに睨にらみあげてくる。


    　なるほど、それが恨まれている理由か。


    　俺が魔王を名乗ったのは、別に支配欲に駆られたからではない。俺なりに、そうしたほうが家族であるエミリーを守るのに都合がいいと判断したからだ。だが、アシュリアからすれば、単にエミリーから魔王の座を奪った不届き者なのだ。


    「魔王になった姫様の許もとで侍女長になるのがワタクシの長年の夢なのに……！」


    　壮大な野望なのか細やかな夢なのかわからないことを口走る。


    「人間の分際で、姫様より魔王の座を奪うとは言語道断。この場でワタクシがそっ首はねてくれましょうか」


    　彼女の右手が、俺の目の前でビキビキと音を立てながら凶悪な厚みのある刃やいばに変化していく。首を斬きるのによさそうな形状である。


    「え、あの、アシュリア？　冗談にしては怖いんだけど」


    「ワタクシを呼び捨てにするのではありません。いえ、そもそもワタクシの名前を口にしないでください。汚らわしい」


    　名前を呼んだだけでこの嫌がりよう。初対面にもかかわらず、心底嫌われている。


    「待て。落ち着くのじゃアシュリア。弘こう毅きが魔王を名乗ったのには、理由があるのじゃ」


    　本当に殺しかねないと思ったのか、慌ててエミリーが押しとどめる。


    「それに、今は弘毅の家に住まわせてもらっておる。店たな子こが家主を殺すなど、あってはならぬ」


    「しかし……！」


    　アシュリアはなおも俺を殺したそうな様よう子すだったが、エミリーに説得されてなんとか思いとどまったようだった。右手が刃から小さな五本の指に戻る。


    「……姫様がそこまでおっしゃるなら、わかりました。この者の処刑は猶ゆう予よしましょう。ですが、ワタクシもその家に住まわせていただきます。姫様のお世話もしたいですし、この者の監視もしたいです。よろしいですね？」


    「う、うむ、それは、構わぬな？　弘毅」


    　ものすごい目でアシュリアに睨にらまれて、頷うなずくしかなかった。


    「あ、うん。エミリーの侍女なら断る理由なんて、ない、よな」


    　半ば自分に言い聞かせつつ、コクコクと首を縦に振る。


    「結構。それでは、さっそくその家に向かいましょう。弘こう毅きとやら、さっさと案内しなさい」


    　魔王だろうがエミリーの血縁者だろうが、俺おれにはきつい態度で来るらしい。


    　まあ、小さい子の言うことだし、と文句を飲み込んで、家に向かう。


    「……これは、エミリーが料理するなんて当分先のことになりそうね」


    　アシュリア登場後、ずっと黙って成り行きを見守っていた美み佳かが、ちょっと寂しそうにポツリとつぶやいた。


    　そうか、侍女が世話をするのだから、エミリーが料理をする必要はなくなったわけだ。


    　残念なような気もするし、ホッとしたような気もする。


    　俺の心境は、なんとも複雑だった。

  


  
    　二章　銀髪の少女


    



    「なんですかこのボロ屋敷は！」


    　九く門もん寺じを見た瞬間に、アシュリアが叫んだ言葉がそれだった。


    「こんな粗末な建物で姫様は暮らしているというのですか……。おいたわしや……！」


    　あまつさえ、うっすら涙をにじませる。


    「悪かったなボロくて」


    　さすがの俺もムッとする。確かに九門寺は古い。だが、泣かれるほどボロくはない。


    「悪いに決まっているではないですか！　姫様をこんな貧相な家に住まわせるなど、魔界であれば不敬罪で処刑されるところです」


    「ここは人間界だよ、バーカ」


    　売り言葉に買い言葉。ついつい俺の口も悪くなる。


    「バ、バカですって!?　エメラルディア・イルゾルギア・アッセンブル様専属侍女、アシュリア・マルナートにむかってよくもよくも……！」


    「待て。待て待て。つまらぬことで争うでない」


    　アシュリアがまた手の形状を刃やいばに変化させそうな勢いになったが、そうなる前にエミリーが俺おれと彼女の間に割って入った。


    「のぅアシュリア、確かにこの家はボロい」


    　エミリーがキッパリと言う。


    「おいこら」


    　こいつもそう思っていたのか。


    　半眼になって睨にらむが、エミリーはお構いなしに言葉を続けた。


    「じゃが、ここには姉上や弘こう毅きの家族の思い出がある。この寺で生活するのは悪いことではないと、妾わらわは思っておる」


    「姫様、ですが、このようなみすぼらしい小屋で暮らせば、お体に障るやもしれませぬ」


    　ボロ屋敷、貧相な家、みすぼらしい小屋、何気に九く門もん寺じに対する評価が悪化している。


    「アシュリア、妾の健康を案じてくれるのは嬉うれしいのじゃが、もう一週間もここで生活しておる。今のところ健康に問題はない。じゃから、大丈夫なはずじゃ」


    「ですが、万が一、何かお体に障るようなことがあれば……」


    「お主はほんに心配性じゃのう。妾が大丈夫と言っておるのじゃ」


    　アシュリアを安心させるためにエミリーがポンポンと優しく叩たたいた。それから、俺のほうを振り向く。


    「すまぬの、弘毅。アシュリアが騒いでしまって。彼女はものすごく心配性での」


    「……その前に、お前もうちをボロいと思っていやがったんだな」


    　ちょっとムカつく。


    「え、いや、それは、その、古い家なのじゃから当然というか……」


    　俺が睨むと、エミリーは失言だったとしどろもどろになって言い訳しようとした。


    「まあまあ、いいじゃないの。こんなところに突っ立ってないで中に入りましょうよ」


    　ムスッとする俺を、ついてきた美み佳かがなだめる。


    　本当はもう少し言ってやりたかったが、美佳に免じてグッと飲み込んだ。


    　九門寺はボロくねぇ！　ちょっと雨あま漏もりするくらいだ、たまに……。


    



    



    「──やっぱり中も汚いではないですか！」


    　エミリーのなだめによってとりあえずおとなしくなったアシュリアだったが、家の中に入った途と端たん、またヒステリックな金切り声を上げた。


    「なんですかここは！　こんなにほこりが溜たまっているではないですか」


    　廊下の隅を指ですぅーっとなで、付着したほこりを俺に見せつけてくる。まるっきり小こ姑じゆうとだ。


    「仕方ないだろ。古い家だし、俺一人で掃除しているんだし」


    　目の前でこれ見よがしに振られるアシュリアの指がうざったいので乱暴に払いのける。


    　これでもこまめに掃除しているつもりだ。だが、寺と家両方の掃除となると結構な仕事量となってしまうから、隅々までピカピカにしているとは確かに言えない。


    「姫様をこんなばい菌の温床のようなところに住まわせるとはなんたる所業！」


    　家の中でもボロクソに言いやがる。


    「俺おれはここに十六年住んでいるけど、なんともないぞ」


    「あなたのような雑な生まれの人間と高貴で繊せん細さいな姫様を一緒にしないでいただきたい！」


    　こいつは、俺のばあちゃんがエミリーの姉ということを忘れていないだろうか。


    「どんだけ文句を言われても、この古さはどうしようもないぞ。これが江え本もと家けなんだ。それから、仮に魔術で作り直すとか言ったら、ちびっこだろうがぶちのめす」


    　エミリーも言ったが、この家には家族の思い出がある。戸の立てつけは悪いし、廊下を歩けばキシキシと音がする。だが、俺はこの家に住み続けたい。


    「あなたにぶちのめされるつもりはありませんが、そんな芸当はできません。仕方がありませんね」


    　アシュリアはチッと不良のようにガラの悪い舌打ちをすると、次の瞬間、彼女の服装がエプロンドレスに変わった。端的に言えば、メイドさんスタイルだ。背が低いせいで相変わらずおままごとくささがあるが、それでも先ほどのスーツ姿よりもはるかにメイドっぽい。


    「家事をする時の正装です」


    　俺の物珍しそうな視線に対し不快そうにフンと鼻を鳴らした。


    「作り変えられないなら、掃除をするしかありません。ワタクシが徹底的にします。弘こう毅き、あなたも手伝いなさい」


    「いやまあ、言われなくても日課だからするけど……」


    「ワタクシはまず水回りをします。あなたは他を徹底的にしなさい。姫様、もうしばらくご辛抱くださいませ。このボロ屋を少しは住みやすくいたします」


    　アシュリアは言うだけ言うと、家主の許可もなしにズカズカと奥に行ってしまった。


    「なんか、すごいわねー」


    　美み佳かがそんな感想を漏らしたが、俺も同意見だ。良くも悪くもあの侍女はエミリーのことしか考えていない。


    「ある意味、従者の鑑かがみだけど。周囲の人間は迷惑だわね」


    「まあの。じゃが、妾わらわが城におる時はいつもアシュリア一人が面めん倒どうを見てくれておった。あのように妾に関わるものすべてに気を配るのがアシュリアの仕事じゃ」


    　過保護なのは薄々理解しているのか、エミリーはちょっとだけ肩をすくめた。


    「そりゃあ、お城の中でずっとだったら問題ないでしょうけどね」


    　美佳がエミリーの腕をツンツンつつく。


    「厳しい言い方だけど、あんたはもう『姫様』じゃないのよ。いつまでもお姫様気分でいるのはよくないわよ」


    「……むぅ」


    　確かに厳しい言い方だ。だが、間違ってはいない。エミリーは怒りかけたが、自制し、そのまま考え込み始めた。


    「ねえ、あの子に好き勝手させていいの？」


    　エミリーをつついた指で、美み佳かが俺おれのこともつつく。


    「まあ、掃除してくれるっていうなら、断る理由はないな。ありがたくやってもらうよ」


    　家の奥からさっそく聞こえ出すガタゴトという物音を背にしつつ、俺は肩をすくめた。あの剣けん幕まくならピカピカにすることはあってもグチャグチャにすることはないだろう。


    「さてと、俺も掃除するかな」


    　アシュリアが家の中をやってくれるなら、俺は寺のほうの掃除をしよう。


    「……よし！」


    　作さ務む衣えに着替えるかと自分の部へ屋やに足を向けかけると、エミリーが何かを決意するようにパンと手を叩たたいた。


    　そして、彼女の衣装が変わる。


    　制服姿だったからいつもの黒いドレスに変わるのかと思いきや、そうではなく、アシュリアと同じエプロンドレス姿に変身した。可愛かわいいし、こういうのが好きな連中は大喜びしそうだが、その一方でお姫様然としたオーラをまとっている彼女では少し違和感も覚えてしまう。


    「お前、ひょっとして掃除する気か？」


    　ドＭモードになったらもっと似合うかもな、と思いつつ尋ねる。


    「うむ、口く惜やしいし、腹立たしくもあるが、美佳の言うことはもっともじゃ。妾わらわは魔界の城では暮らしておらぬ。人間界のあばら家に居い候そうろうしているしがない身じゃ」


    「あばら家じゃねぇよ」


    　不機嫌な俺の声を無視して、彼女は決意の拳こぶしをグッと握った。


    「環境には適応せねばならぬ。妾も変わらねばならぬ。掃除ができるくらいはこの世界では当たり前のこと。ならば、妾もできるようにならねば」


    「掃除ができるように、って学校の掃除当番はしてるじゃないか」


    「あれはほうきで掃く程度であろう。それに、正直に言えば真ま面じ目めにやっておらぬ」


    　しれっとサボりを白状するが、まあ、学校の掃除なんてそんなものだろう。


    「他の者の真ま似ねをしてほうきを動かしておるにすぎぬ。きちんと掃除の仕方を覚えておきたい」


    　エミリーがこんなことを言うなんて、ちょっとびっくりである。居候、なんて言葉を使っていたが、うちに住んでいることを申し訳なく思っているのだろうか。俺が言い出したことなんだし、家族なんだから一緒に暮らすのは当たり前なのだが。


    　だが、やる気になっているようだし、それに水を差すのもよくない。


    「そっか。確かにエミリーが掃除をできるようになったら、俺おれも寺のほうにもっと時間を回せるし、助かる。頑張れよ」


    「う、うむ、頑張る」


    　と、力強く頷うなずいた後、エミリーの頰ほおがうっすら赤く染まった。


    「そ、それに、男は家事がきちんとできる女のほうがいいのじゃろう？」


    「え？　そりゃ、できないよりできたほうがいいけど……」


    　思わぬ問いに怪け[image: ]げんな顔をしつつ答えると、エミリーは満足そうに笑顔を浮かべた。


    「よし、妾わらわは頑張るからの！　というわけで、美み佳か、妾に教えてくれぬか？」


    　まさか自分に師事しようとするとは思ってもいなかったようで、美佳が目を丸くする。


    「え？　私？　アシュリアに教えてもらえばいいじゃない。どう考えたってプロのあっちのほうが上じよう手ずよ。私はお母さんの手伝いでするくらいなんだし」


    「確かにアシュリアは掃除が得意じゃが……恐らく、妾に掃除をさせようとはせぬ」


    　だろうなと俺も思う。姫様がほこりにまみれるなんてとんでもない！　とか言いそうだ。


    「美佳、この前困ったことがあったら私に言えと言ったではないか」


    　言われて、美佳は少し困ったように眉み間けんにしわを作ったが、


    「……まあ、そのほうが後々のことを考えたらいいかもしれないわね。私がいなくなる前に……」


    　独白めいたことをこぼす。


    　そして、パチリと指を鳴らし、彼女もエプロンドレス姿になった。


    「いいわ、ごくごく普通の範囲のことなら教えてあげる」


    「そうか。そう言ってくれるとありがたい」


    　エミリーが美佳に頭を下げる。


    「じゃあ、二人に家の掃除を頼んでいいか？　俺は本堂や境内やりたいし」


    「うむ、家の中は妾たちに任せろ！」


    　エミリーが、ドン、と胸を叩たたいた。


    「ところで、同じ家でエミリーが掃除なんかしたら、アシュリアが飛んでくるんじゃないかしら。姫様に掃除をさせるとは何ごとかーって。怒られるの嫌よ、私」


    「アシュリアは一度集中すると、少々のことでは気づかぬ。多分平気じゃ。それより、何をすればいいのじゃろうか？」


    「それじゃ、まずは掃除機のかけ方から始めましょうか。それから、雑ぞう巾きんのかけ方とか、ごみの捨て方とか、基本的なことね」


    　さっそく美佳はエミリーにお姉さんぽい口調で掃除のし方を教え始める。これなら、家は三人の少女に任せて大丈夫だろう。


    　俺は一いつ旦たん自分の部へ屋やに戻って制服から作さ務む衣えに着替えると、境内に出た。


    　竹ぼうきを握り締め、茜あかね色いろに染まった石畳の上で、さあやるか、と気合を入れる。


    　梅つ雨ゆ前なので落ち葉などはないが、それでも小石や小枝や細かなゴミが落ちている。丁てい寧ねいに掃き清めておきたい。それに、墓地のほうの手入れもしたい。


    　グルンと腕を回して、俺おれは境内の掃き掃除に取り掛かる。


    　死んだじいちゃんも父さんも、掃除は修行の一環だといつも言っていた。正直に言えば俺は掃除は面めん倒どうだという考えがぬぐえない。修行だと自分に言い聞かせても、これで一体何が得られるのだろうかと疑問を持ってしまう。


    　そういう意味では、俺はまだまだだ。あるいは、僧そう侶りよには向いていないのかもしれない。


    「……ふぅ」


    　境内全体を綺き麗れいにして、掃き集めたごみをちり取りに入れた時、やれやれとため息をついたのは、そういう俺の気持ちが体の中から出たからかもしれない。


    「……ちょっとエミリーのほうを見てみようかな」


    　額に浮いた労働の汗を手の甲でぬぐいながらつぶやく。魔族のお姫様がどういう風に掃除に取り組んでいるのかちょっと気になった。


    　そもそもの話だが、エミリーには家事全般が似合っていない。ドＭモードの彼女なら奉仕という意味でよくわかるが、普ふ段だんの彼女が掃除をするなんてあまりにそぐわない。


    　家事をしてくれるようになったら助かるが、その一方で無理はしてほしくない。


    　竹ぼうきを放り出し、家に戻る。


    　台所などはアシュリアがすると言っていた。掃除初心者のエミリーに練習をさせるのなら、何もない畳の部へ屋や辺りではないかと思うのだが……。


    　と、俺の部屋の戸が開いているのに気づいた。


    「美み佳かの奴やつ……！」


    　顔面の血の気が引くのを感じながら、俺は自分の部屋に飛び込んだ。


    「お前ら！」


    　怒ど鳴なりながら入った部屋の中では、およそ俺が想定した最悪の事態が繰り広げられていた。


    「うわぁ……これエロいわー」


    　美佳はマウスを握り締め、目を生き生きと輝かせながらパソコンでエロＤＶＤを勝手に再生している。


    「こ、こ、これは……」


    　エミリーは部屋の真ん中にきちんと正座して、食い入るようにエロ本を凝視している。


    　メイドの格好をした少女二人が俺のエロアイテムを物色している光景は、卒倒ものだった。


    　気を強く持って、よりヤバイものを見ている美佳のほうにまず向かう。


    「ちょっと美佳！　やめてくれ！　いやマジで！　土下座でもなんでもするから！」


    　マウスを奪還するべく美佳の右手を握り締めた俺の額には、先ほどの労働の汗とは全然違うべっとりとねばつく体に悪そうな汗が噴き出していた。


    「いいじゃないのー。……うわー、この子のオッパイ大きい。やっぱり弘こう毅きって巨乳派ね」


    「やめてくれ！　というか、どうやって見つけたんだよ!?」


    　エミリーと同居するようになってから、目につかないようにと慎重に隠しておいたのだ。


    「あれで隠していたの？　私、五分で見つけたんだけど。漫画の後ろに隠すとかベタ過ぎよー」


    　俺おれなりに考えた隠し場所なのに、あっさりと落第の烙らく印いんを押されてしまった。


    　なんとかマウスを奪還しようと試みるが、美み佳かの手は少しも剝はがれない。接着剤でも塗っているんじゃないだろうかと疑いたくなる。いっそ、壊れるリスクを承知でパソコンのコンセントを抜いてやろうかと考えてしまうが、本当に壊れたら悲惨だ。わが家には他にＤＶＤを見られるＡＶ機器はない。


    「くっそ、覚えていろよ……！」


    　とりあえず、美佳のことは放置するしかなかった。お願いだから、ハードディスクの奥深くに眠っている画像に気づきませんようにと祈るしかない。


    　心の中で合がつ掌しようしてから、もう一人のメイドのほうを向く。


    「な、なんじゃ、このハレンチな格好は……！　自分でスカートをめくっておるじゃと……!?」


    　ワナワナと震えながら、目を皿のように見開いてエロ本を丹念に一ページ一ページ見ている。


    　これは恥ずかしい。幼なじみの美佳に見られるのも恥ずかしいが、血のつながっているエミリーに見られるのはもっと恥ずかしい。
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    　俺おれはエロいものに興味を持つ前に家族を亡くしているので、家族にエロ本を見つかるという経験を今までしたことがないのだ。


    「エ、エミリーさん？」


    　恐る恐る、声をかけてみる。


    「あの、それは女の子が見るようなものじゃないんだけど……」


    　そうっと、エミリーが熟読しているエロ本に手を伸ばす。


    「弘こう毅き」


    　すると、彼女が固い声で俺の名前を呼んだ。


    「お主は、こんないかがわしい書物を読んでおったのか」


    「え、と、いや、それは、友だちからもらったもので……」


    「出どころを聞いておるのではない。お主がこれを読んでいるかどうかを尋ねたのじゃ」


    「あ、はい……」


    　あ、殺される。


    　弱々しく答えながら、悟ってしまった。


    　エミリーには一度殺されかけている。また殺されたくはない。


    　いまだパソコンに張り付く美み佳かのことは気になるが、自分の保身を優先しよう。


    　俺はエミリーに背を向けて、廊下に逃げ出した。


    「あ、待つのじゃ！」


    　エミリーがエプロンドレスのスカートを翻ひるがえして追いかけてくる。


    　待てと言われて待つわけがない。きしむ廊下をバタバタ走って逃げる。家の中では逃げ場はない。外に逃げて、ほとぼりが冷めるまで時間を稼ごうと、玄関に向かう。


    「逃がさぬ」


    　だが、エミリーはぴょんと俺を飛び越え、玄関をふさいでしまった。人間にはあり得ない跳躍だが、背中に羽がある魔族には容易たやすい。


    「ズッリィ……！」


    「逃げるお主が悪いのではないか」


    　秘蔵のエロ本を握り締めながら、非難がましく睨にらんでくる。


    「弘毅、これはどういうことじゃろうか」


    「ど、どういうことって、どういうことでしょうか」


    　知らず背筋を伸ばしながら、お伺うかがいを立てる。


    「お主は、妾わらわと一緒に暮らしておきながら、このようないやらしい本を読んでおったのか」


    「いや、だからそれは……」


    「読んでおったのじゃな」


    「はい……」


    　鋭く睨にらまれ、小さくなりながら頷うなずくしかなかった。


    　あれ、なんだろうかこのやり取り。


    　いたずらがばれて先生に怒られている生徒みたい？　いや、違う。浮気がばれて奥さんに怒られているダメ亭主みたいだ。


    　これは、どうしたらいいんだろう。


    　土下座でもしたらいいのだろうか。いや、でも、エロ本を持っているのって怒られるようなことか？　だけど、去勢してるか悟りを開いているならいざ知らず、男子高校生がエロ本を持ってるってある意味当たり前だろう。


    　そう考えると、謝る必要なんて全然ない。


    「別にいいだろうが、読んだって」


    　小さくしぼみそうになった体に喝を入れ、ぐいと胸を反そらしてさも当然のように言い放つ。


    「……なんじゃと？」


    　エミリーが、ピクリと反応する。


    「クラスの男子に聞いてみろよ。百パーセント、そういう本を持ってるぞ」


    「む……？　そ、そういうものなのじゃろうか？」


    「そういうもんなんだよ」


    　百パーセントは言い過ぎかもしれないが、ここは強気で押したほうがいい。そうしないと、これを弱みに付け込まれて、後々色々言われそうだ。


    「そ、そういうものじゃったか……」


    　俺おれの言葉を信じたエミリーが、エロ本をジッと見つめる。


    「確かに男というものは、こういうものが好きじゃと、妾わらわが読んだ書物にも書かれておった。じゃが、頭では納得できても、どうにも面おも白しろくないのぅ……」


    　エロ本を見つめたまま、何かブツブツと口の中でつぶやいている。何を言っているのか、わからないが、いつまでもエロ本を見ないでほしい。


    「あの、もういいよな？　それ、返してくれよ」


    　取り上げようと、そうっと手を伸ばした。


    　だが、俺の手がエロ本を摑つかむより先に、エロ本はエミリーの手から滑り落ちてしまった。自分でスカートをめくりあげて下着を見せているモデルのページが中途半端に開く。


    「ああっ、折り目がついちゃうだろうが！」


    　慌てて彼女の足元のエロ本を拾おうとするが、ふと思いとどまる。


    　こいつ、なんでエロ本をこれ見よがしに落としたんだ？


    　さっきまでしっかり握り締めていたのだから、過ってというのは考えにくい。何か意図を持って落としたはずだ。


    　なぜか。


    　決まっている。俺おれに拾わせるためだ。


    　俺が拾おうと身をかがめたところで、頭を踏みつけるつもりではないだろうか。


    　ありうる。怒っている時のエミリーが容赦ないことは身に染みて知っている。


    『おっそろしいことを考えやがる……！』


    　だが、俺のそんな予想は全くの的外れだった。


    「こ、弘こう毅き……」


    　エミリーの小さな声に怒りは感じられなかった。


    「そ、その、じゃ。こういう本で見るより、本物のほうが好みであろう？」


    「え？　そりゃあ……」


    　紙に印刷されたものより、実物のほうがいいに決まっている。


    「や、やはりそういうものなのか……」


    　縦に振りそうになった首に慌ててブレーキをかけたつもりだったが、エミリーには俺の答えが伝わってしまっていた。


    「…………」


    　ものすごく、気まずい。


    　足元には秘蔵のエロ本が肌色のページをさらし、エプロンドレス姿の金髪の少女が俺をじっと見ている。


    　エロ本を拾ってこの場から逃げ出したいが、できそうにない。


    　押すも引くもできない状況に陥ってしまっていた。


    「…………」


    「…………」


    　奇妙な沈黙がしばし続く。


    　それを打破したのは、エミリーのほうだった。


    　エプロンドレスのスカートあたりをぎゅっと握り、絞り出すように声を発する。


    「こ、弘毅……その、妾わらわのを、見てみないか……？」


    「み、見る？　何を？」


    「じゃから、妾の、は、裸……！」


    「は……？」


    　聞き返す俺の声は上ずっていた。


    「ま、待てよ。どうして俺がエミリーの裸を見なくちゃいけないんだよ」


    　まるで理由がわからない。まさか、ドＭという本性以外にも露出癖があるというのだろうか。


    　本気でわからず戸惑い、混乱していると、エミリーはわずかに唇くちびるを尖とがらせた。


    「お主は、同じ家に妾がいるというのに、こんな本の女を見て興奮しておったというのじゃろ。それは……面おも白しろくない」


    「面おも白しろくない？」


    　エミリーはエロ本をつま先で軽く蹴けって、続ける。


    「だって、それでは妾わらわは紙の女に魅力で負けたみたいではないか」


    「ハァ？」


    　今度の俺おれの声は完全に裏返ってしまった。


    「ちょ、ちょっと待て。お前、エロ本の中のモデルに対抗心を持ってるのか？　それはあまりにも違うだろ」


    　とんでもないことを言い出したとびっくりしてしまう。


    「エミリーは家族。モデルは仕事で俺たちを楽しませてくれる人だ。立ち位置が全然違うだろ？」


    　空を飛ぶ鳥と海を泳ぐ魚のどっちが早い？　と聞くのと同じようなものだ。そもそも、比較することが間違っている。


    　だが、エミリーは承服しかねると強く首を横に振った。


    「違う。妾もこの本の中のモデルも女じゃ。女として、負けたくないのじゃ」


    「変なところで負けず嫌いを発揮するなよ……」


    　俺が口をへの字に曲げて情けない声を出すと、エミリーも唇くちびるをぐにぃとへの字に曲げた。


    「負けず嫌いとか、そういうのではない。これは、女としての問題なのじゃ」


    　意味が全くわからない。


    「とにかく、俺はエミリーの裸なんか見ないからな」


    　家族の俺に裸を見せようとするエミリーもおかしいし、それで興奮したら俺もおかしい。見るべきではないのは火を見るよりも明らかだ。


    「……なんか、じゃと」


    　エミリーの声に剣けん呑のんな響きが含まれる。


    　しまった。言葉の選択を間違えてしまった。


    　謝ろうとするが、もう遅い。メイド姿のエミリーは両手でドンと俺を突き飛ばしてきた。


    「イッテ！」


    　完全な不意打ちだったので、俺は格好悪く尻しりもちをついてしまう。


    「お、おとなしく、そこで見ておれ」


    　玄関で裸になる気かよ。無む茶ちゃ苦く茶ちゃだ。
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    「で、では……」


    　自分でやると言い出したくせに、緊張しているみたいだ。ごくりと唾つばを飲み込む。


    　そして、服を脱ごうとして──動きが止まる。いつも着ているドレスではないから、脱ぎ方がわからないのだ。


    　いつもの黒ドレスか筝そう月げつ高校の制服にコスチュームチェンジしてから脱げばいいものを、そこまで考えが至らないらしく、いきなりオタオタし始めた。やはり緊張している。


    　緊張しているならやめとけよ、と言おうとした。


    　だが、俺おれが口を開くより先に、エミリーの手がするすると自分のスカートに伸びていく。


    「は、裸じゃなくて、こういうのも弘こう毅きは好きなんじゃろうか……？」


    　そうつぶやく彼女の視線の先には、俺のエロ本があった。


    「こういうの、って──」


    　言いかけたが、俺の喉のどがぐっとこわばり、続きが言えなくなってしまった。


    　くるぶしまで隠すほど長いスカートが、開演する舞台のどん帳のようにするすると上がっていく。


    　黒いスカートの奥から、ほっそりとした脚と、白い下着が顔を現す。


    　エミリーが顔を真まっ赤かにしながら、スカートをつまみ上げて、太ももや下着を見せてきた。


    「あ……」


    　小さくうめく。


    　それしかできなかった。


    　つま先から、ゆっくりと上へ視線を上らせていく。


    　羞しゆう恥ちで薄い桃色に染まっている脚はなめらかで体毛も何もなく、スカートの影の下にあるにもかかわらず磁器のように淡く輝いている。


    　そして、その脚の付け根にある、白く小さな下着も見えた。


    　ひどく冷めたことを言えば、俺はエミリーの下着を散々見ている。洗濯機に放り込む時、干す時、畳む時、毎日のように見ている。


    　だけど、それが俺の視界に飛び込んだ途と端たん、ハンマーで殴られたみたいに心臓が大きく跳ねた。尻しりもちをついたままなのに、長距離走を終えた直後みたいにバクバクとものすごいスピードで動いて大量の血液を送り出す。


    　俺は、ものすごく興奮していた。


    「どう、じゃろうか……？」


    　エミリーに声をかけられなければ、いつまでも見ていたかもしれない。


    　スカートの中から視線を上に上げると、エミリーの顔は真っ赤だった。


    「……すごく、ドキドキしている」


    　正直に答えるしかない。


    　スカートを自分でめくっているエミリーの恥ずかしい姿を見て、俺はドキドキしている。


    「こ、興奮しておるのじゃろうか？」


    「う、うん……」


    　子供のように素直に頷うなずくしかなかった。


    「よかった……」


    　すると、エミリーは恥じらいつつもホッと安あん堵どの表情を浮かべた。


    「よかった？」


    「だって……」


    　俺おれが下から彼女の顔を見上げると、


    「……弘こう毅きは、妾わらわのことを全然女として見ておらぬようじゃから……」


    　寂しそうに、つぶやいた。


    「一緒に暮らしても、全然緊張したりドキドキしたりしているそぶりは見せぬし、妾の下着も平気な顔をして洗うし、妾には女としての魅力が全然ないのではないかと不安で仕方がなかったのじゃ」


    　そんなこと気にしていたのかよ、とあきれ顔になってしまいそうになるが、エミリーの顔はとても真剣で、不安そうだったので、思いとどまった。


    「……だって、俺たち家族だろ」


    　俺が言うと、エミリーは違う違うと二度首を横に振った。


    「確かに妾と弘毅は血がつながっておる。家族じゃと言ってくれるのはすごく嬉うれしい。じゃが、妾は弘毅の家族である前に、女じゃ。女として見てくれないのは、悲しい……」


    　知らない間に、俺はエミリーを傷つけていたのか。


    　その事実に今いま頃ごろ気づく俺は、鈍感とそしられても仕方がない。


    「のう弘毅、妾は、お主の目にどう映っておるのじゃ？」


    　そう問いかけてくるエミリーのエメラルド色の目が、不安に染まる。


    「……エミリーは……」


    　数秒間、自分の心の中にその答えを探す。今までエミリーの魅力について考えたことがなかったからだ。


    　だが、探せばその答えはあっさりと見つかった。


    「エミリーは、綺き麗れいだよ」


    　言葉にするのは少し照れくさかったが、はっきりと言う。


    「本当じゃろうな」


    「本当だよ。会った時も金色の髪や緑の目が宝石みたいだって思ったし、今でもそう思っている。俺の知り合いの女の子の中でも、美み佳かと並んで間違いなく一番に綺麗だ」


    「……美佳と同列なのが気にくわぬの」


    　エミリーが少し不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。


    　正直に言ったのだが、また傷つけてしまったかとちょっと焦ってしまう。


    　が、彼女の不満顔はほんの一瞬で、すぐに笑顔に変わった。


    「じゃが、よいことにしよう。妾の魅力が弘毅に伝わるとわかっただけでも満足じゃ」


    「ごめん。もう少しエミリーのことに気を遣つかうべきだった」


    　確かにエミリーは家族だ。だが、ばあちゃんや母さんとは違う。まったく同じように接するのは間違いだった。


    「謝るでない。さっきも言ったが、妾わらわを家族じゃと言ってくれるのも嬉うれしいのじゃから」


    「うん、そうだな。エミリーは女の子で、俺おれの家族だ」


    　今後はもう少し気をつけて接しよう。いや、接さざるを得ない。こんな風に、ドキドキしてしまったのだから、やれと言われても平気な顔してエミリーの下着を洗濯できそうにない。


    「──何を、なさっているのですか？」


    　俺がエミリーに対する考えを改めていると、俺の背後からコンクリートなみに固く冷たい声が聞こえてきた。


    「あ──」


    　エミリーの笑顔が凍りつく。


    　今の声は……。


    　背中に嫌な汗をかき始めるのを感じながら、そろぉりと後ろを振り向いた。


    　俺たちの会話を聞きつけたのか、あるいは掃除道具を取りに来たのか。アシュリアが、うっかり幽霊でも目撃してしまったかのように真まっ青さおな顔で、俺とエミリーを見ていた。


    「ア、シュ、リ、ア……！」


    　油が切れたロボットみたいに、エミリーが侍女の名前を口にする。


    「姫様、何をなさっているのでしょうか？」


    　アシュリアが、同じ質問を繰り返す。


    　エロ本の中のモデルと同じように、スカートをめくって下着を見せるエミリーに向かって。


    「あ、あの、アシュリア、これは……」


    　尻しりもちをついたままの情けない姿勢でエミリーを擁護しようとする。が、いい言い訳が思いつかない。スカートをめくって下着を見せる、まっとうな理由なんてあるだろうか。


    「そんな、姫様がそのようなみだらなことをするなんて……！」


    　アシュリアは口元を押さえ、現実を受け入れたくないと駄だ々だっ子このように顔をブンブンブンと横に振る。


    「噓うそですよね、姫様……？」


    　そこが、魔界のお姫様の精神の限界だった。


    「うあああああああああああああっ!?」


    　江え本もと家けに、エミリーのとんでもなく大きな悲鳴が響き渡った。

  


  
    　三章　鈍色の願望


    



    　人間、誰だれでも一人になりたい時というものはある。


    　今のエミリーはまさしくその時だろう。


    　ちょっとした気の迷いでしてしまった恥ずかしいことを、小さい頃ころからずっと面めん倒どうを見てくれている侍女に見られてしまったのだ。穴を掘ってその中に入るか、部へ屋やに引きこもって布ふ団とんを頭からかぶりたい心境だろう。


    　かく言う俺おれもエロ本などを幼なじみの美み佳かにあさられて、家から飛び出したい気持ちである。


    「…………」


    「…………」


    　ぐったりと疲れた面おも持もちで俺たちは顔を見合わせた。


    　お互い、何かを言おうと口を開くが、うまく言葉が出てこない。


    「……ええと、夕飯はどうする？」


    　先になんとか口を開いたのは俺だった。


    「……いや、欲しくない」


    　いつもの黒いドレス姿に戻ったエミリーが力なく首を横に振る。俺も食欲はなかったので、今晩の夕食はなしだ。


    「ピース探しも今日は休みか？」


    　この問いに、エミリーは一瞬動きを止めたが、


    「いや、そちらはきちんとすべきじゃ。いつまでも悠長に構えておっては、何かあった時に足元をすくわれてしまうかもしれん」


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』に関しては真ま面じ目めなことだ。とはいえ、彼女のそういう真面目さは嫌いではない。それに、俺としても早く『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を手に入れたい。


    「わかった。じゃあ行くか」


    　家にいるより、外の空気を吸ったほうが気持ち的には楽になれるかもしれない。


    　俺とエミリーは連れ立って、外出しようとする。


    「姫様、こんな時間にどこへ行かれるおつもりですか」


    　すると、いまだに掃除を続けていたアシュリアがトコトコとやってきた。


    　俺からすればもう十分に綺き麗れいになったと思うのだが、彼女はまだまだ不満足らしい。


    「もうだいぶ夜も更けています。お強い姫様がどうこうされることはないでしょうが、野蛮な人間に絡まれて不愉快な思いをされてしまうやもしれません」


    　雑ぞう巾きんを握り締めたまま聞いてきた。


    「野蛮って……この辺の治安はいいからそんなのいないって」


    「うるさい黙りなさい。ワタクシは姫様に聞いているのです。あなたのような変態に聞いているのではありません」


    　俺おれのほうにナイフのように鋭い視線を投げつけてくる。先ほどの一件は、俺がエミリーに強要したものだと思い込んで、一層態度がきつくなっているのだ。


    「変態って……」


    　渋い顔になってしまうが、それ以上は何も言わない。エミリーに言い訳をさせるのはあまりにかわいそうだ。ここは俺が泥をかぶったほうがいい。


    「何かご用がおありでしたら、ワタクシが代わりに行きましょう」


    「い、いや、それにはおよばん」


    　アシュリアのエミリーに対する接し方は変化ない。だが、エミリーのほうは恥ずかしさからか、目線を合わさず、微妙に足元のほうを見ている。まあ、気持ちはよくわかる。あんな醜態を目撃されたらまともに顔を見られないだろう。


    「これから『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースを探しに行くのじゃ。日課のようにやっておることだから心配はない」


    「『王の箱ジリオン・デイマイズ』の？」


    　アシュリアが怪け[image: ]げんそうに目を細めた。


    「お待ちください。確か『鍵かぎ』を持っているのはこの変態ではありませんでしたか。どうして姫様も行かなければならないのですか」


    「弘こう毅きは魔力を探知できぬからの。妾わらわも同行しなければならないのじゃ」


    「なるほど。そういうことでしたか……」


    　と、アシュリアは一応納得した。が、俺に対して冷ややかな目を向ける。


    「しかし、この変態は魔王を名乗っておきながら、魔力を感じることさえできないのですか。情けないどころかみっともないですね」


    「みっともなくて悪かったな。あと、俺の呼称を『変態』にするのはマジでやめてくれ」


    　家の中ならともかく、外でクラスメイトと一緒にいる時にその名で呼ばれたら大変だ。小さい女の子に変態呼ばわりされるなんてお前は一体何をしたんだ、と白い目で見られるのは必ひつ定じようである。


    　本気の懇願だったのだが、アシュリアはフンと鼻を鳴らしただけだった。


    「姫様、このような変態と夜道を歩くなんてとんでもない。襲われたらどうなさるんですか」


    「襲わねーよ」


    　一応言うが、やはり無視されてしまった。


    「一人で町を徘はい徊かいさせればよろしいではないですか」


    「アシュリア、妾の身を案じてくれるのは嬉うれしいが、これはやはり妾もせねばならぬことじゃ」


    「……わかりました。姫様がそこまでおっしゃるなら仕方がありません。ですが、やはり二人だけで行かせるわけにはいきません。ワタクシもついていきます」


    　エミリーの説得は無理だと判断したアシュリアが同行を申し出た。


    「それ、は……」


    　うぐ、とエミリーが言葉を詰まらせる。


    　エミリーからすれば、今アシュリアと一緒にいるのは苦痛だろう。


    　しかし、断る理由が思いつかなかったらしい。渋々頷うなずく。


    「わ、わかった。じゃが、せっかくじゃし、美み佳かにも来てもらおう」


    　美佳の名前を出したのは、敵である天使がいたらアシュリアの意識が分散されるのではという苦肉の策だろう。


    「天使、ですか。天使も魔力を感知できますが、ワタクシと姫様だけで十分だと思いますが」


    「いいじゃないか。人手が多いほうがエミリーも楽になるんだから」


    　エミリーの意図が痛いくらいわかったから、助け舟を出してやった。俺おれもチクチクと小こ姑じゆうとにいびられる時間は少なくしたい。


    「フン、変態の言葉に従うのは業ごう腹はらですが、姫様の負担を減らすのが最優先なのもまた事実。天使の同行を認めましょう」


    　従者というより、作戦指揮官みたいに鷹おう揚ようにアシュリアが頷く。


    「じゃあ、美佳を呼ぶか」


    　と、幼なじみの名前を口にして、夕方からずっと彼女の姿を見ていないことに気づいた。玄関を見ると、彼女のローファーはしっかりある。


    　ということは……。


    　まさかと思って俺の部へ屋やを覗のぞくと、案の定、美佳はいた。


    　ただし、危き惧ぐしていたエロ本あさりはしておらず、部屋の真ん中でぼんやりと立ち尽くしている。


    「……美佳？」


    　どこを見ているのかよくわからない視線が少し怖く、恐る恐る声をかけた。


    「あ、弘こう毅き」


    　俺が声をかけると、美佳はいつもの笑顔を向けてくれた。


    「ぼーっとしていたけど、どうかしたのか？」


    「別に、ちょっと弘毅の部屋を眺めたくなっただけよ。小さい頃ころからここでもたくさん遊んだなって。……それより、何か用？」


    　俺の部屋をただ眺めるだけなんて美佳らしくないと思いつつ、用件を言う。


    「『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースを探しに行くんだ。アシュリアもついてくるって言うんだよ。悪いんだけど、美佳も付き合ってくれないか？」


    　頼むと、美佳は、いいわよー、と気安くＯＫしてくれた。


    「あ、でも、家に電話させてね」


    　携帯電話を取り出して、天あま[image: ]つじ家けに電話をかける。


    「もしもしお母さん？　……うん、今弘こう毅きの家なんだけど、もう少し遅くなるから。……え？　おみやげ？　じゃあ、コンビニでなんかお菓子買って帰るわね」


    「おばさん、怒ってないのか？」


    　一分もかからず通話を終えた美み佳かに尋ねたが、


    「全然怒ってないわよ」


    　という答えが返ってきた。


    「私、家ではいい子だから信頼されているのよね」


    　天使が悪い子だったら、相当問題があるだろう。


    　と、そこでふと今まで考えたことがなかった疑問が浮んだ。


    「なあ、天[image: ]のおばさんやおじさんは美佳が天使の生まれ変わりって知っているのか？」


    　すると、美佳の顔がみるみる曇っていく。


    「……知らないわ。言えるわけ、ないじゃない」


    　やっぱり、そうなのか。


    「体は確かにあの二人の子供だけど、心はあの二人の子供じゃない。これって、カッコウの托たく卵らんと同じよね」


    　托卵とは、卵の世話を他の動物にしてもらう習性のことだ。カッコウが他の鳥の巣に勝手に卵を産んで、その巣の親鳥に子育てをさせるのが有名だろう。


    「カッコウと同じじゃ……」


    　ない、と言おうとしたが、言い切れなかった。確かに托卵に似ているかもしれないと思ってしまったのだ。


    　完全に偽者の親子だとは言わない。だが、百パーセント本物の親子とも言えない。


    　美佳がおじさんおばさんを本当の親だと思っているのならそれでいいじゃないか──。


    　そう言おうかとも思ったが、それはあまりに安っぽい。


    「いつか、言うつもりなのか？」


    　俺おれの問いに美佳は弱々しくかぶりを振った。


    「どうだろ？　わかんない。今までも言おうとしたこともあるし、絶対に言うものかって誓ったこともあるの」


    　気持ちはわかる気がする。言ったほうが気は楽になるだろう。だが、言って関係が壊れてしまったら、取り返しがつかない。


    　どちらが正解なのか、俺にもわからなかった。


    「……もし、美佳が打ち明けて、おじさんとおばさんが怒ったら、俺も一緒に謝るよ」


    　そう言うのが精一杯だった。


    「ありがと」


    　美み佳かは微笑ほほえんでくれた。だが、


    「でも、これは天あま[image: ]つじ家の問題だから。弘こう毅きに迷惑をかけるつもりはないの」


    　と言われてしまった。


    　それを聞いた俺おれの心臓がぐうっと握り締められたように苦しくなった。


    　美佳の言っていることは正しい。


    　俺は美佳の家族ではない。幼なじみだ。天使の転生体と『王の箱ジリオン・デイマイズ』の『鍵かぎ』という一般的ではない要素があるが、それでも幼なじみという枠組みから外れはしない。


    　なにより、俺が散々美佳に言い続けてきたことだ。美佳が迫って来る度に「いやいや、俺たちは幼なじみだろ」と。


    　だから、美佳の言っていることは正しい。


    　にもかかわらず、俺は彼女の言葉を聞いて、鼻先でピシャリとシャッターを下ろされたような疎外感を覚えてしまった。


    　わかっている。これはひどく自分勝手な気持ちだ。ある時は幼なじみだからと言われて距離を取り、ある時は幼なじみだからと言われて距離を取られて悲しむ。誰だれがどう見てもずるい。それはわかっている。


    　だが、この気持ちはどうしようもなかった。


    　俺は、美佳とどうなりたいのだろう？


    　思いがけず抱えてしまった寂しさが、そんなことを考えさせた。


    



    



    　筝そう木き市の夜は静かだ。


    　元々人口が少ない上に、年寄りが多いので、早くに就寝する家が多い。そのため、繁華街や駅前をのぞけば、びっくりするくらいしんとする。


    　そんな静寂に包まれた夜の町を、俺たちはゾロゾロと歩いていた。


    「随分寂れた町ですね。魔界の首都の何百分の一の規模です。姫様に似つかわしくありません」


    「ちょっと、人間界がどこもこんなに田舎いなかだと思わないでよ」


    「美佳の言う通りじゃ。テレビで見たが、ものすごくにぎやかで人の多い場所もあるようじゃ」


    　女三人寄ればかしましいと言うが、本当にそうだった。俺が口を挟むすき間もない。


    「この国の首都は東京と言うのでしたね。そこはにぎやかなのでしょうか？」


    「もちろんよ。私も何回かしか行ったことがないけど、すごくにぎやかよ。おいしいものがたくさんあるし、可愛かわいい服もたくさん売ってるし。あ、夏休みに行く？」


    「むぅ、東京か……」


    　……案外仲いいな、この三人。


    　美み佳かがすんなり魔族二人の間に入っているのが大きい。社交性が高いのは知っていたが、天使なのに魔族とも平気な顔で会話できるとは。


    「可愛かわいい服には興味ありません。ワタクシが着る服は実用的なもののほうがいい。このスーツとエプロンドレスがあれば十分です。……ですが、おいしいものには興味あります」


    「色気より食い気なんてつまらないちびっこねー」


    「正直、妾わらわもこのドレスがあるから服にはあまり興味ないのぅ。じゃが、人間界の食べ物には興味がある。筝そう木き市では食せないものもあるのじゃろうな」


    　エミリーとしても、間に美佳が挟まってくれているのはありがたいようだ。アシュリアの顔を見ることも話をすることもできないのではないかと思っていたが、美佳のおかげで普通に話をしている。


    「姫様が行かれるのであれば、ワタクシも同行させていただきますが」


    「交通費がいるなぁ。いや待って。私たちだったら自分の羽で飛んでいけないかしら」


    「東京までどのくらいか知らぬが、疲れるのは嫌じゃぞ」


    　三人の少女たちは東京行きで話が盛り上がっていく。


    「…………」


    　仲がいいのは結構だが、俺おれが会話に入れなくてちょっと寂しい。かといって、あの中に割って入る勇気はない。


    　できるのは、落ちていた空き缶を蹴けって、子供っぽく存在をアピールするくらいだった。


    　カコーン、と小気味いい音を響かせながら空き缶がアスファルトの地面を転がる。


    　カラコロカラコロ転がって、開けっぱなしの門から民家の庭先に入ってしまった。


    「いっけね……！」


    　軽く不法侵入になってしまうが、そこは目をつぶって、知らない家の庭に数歩侵入して、空き缶を拾おうと身をかがめる。


    　その時、だった。


    　ブン、と鈍い音がして、空き缶を拾おうとした俺の右手が赤黒く光り始めた。そして、庭先の地面の一点も同色の光を噴き出し始める。


    「人んちの庭に封印したのかよ、ばあちゃん……!?」


    　俺の右手、というか、遺伝子には『王の箱ジリオン・デイマイズ』の封印を解く『鍵かぎ』が刻み込まれている。そのため、俺が『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースに近づくと、ピースと『鍵』が互いに反応し合って光を放つのだ。視覚的にわかりやすいのだが、最初のうちはかなりびっくりした。


    「お、おい、三人とも」


    　右手を光らせながら、先行く三人の少女に声をかける。


    「しかし、食べ物を食べるために遠出するというのは、労力の無む駄だ遣づかいではないでしょうか」


    「アシュリア、固いわねー。そういう無駄遣いを楽しむのが人間なのよ。人間界に来たのなら、少しは人間の真ま似ねをしなさいよ」


    「アシュリア、別にうまいものを食べることだけを目的とせず、あちこち見聞すればよいではないか。妾わらわは人間界のことをよく知らぬ。社会勉強はするべきじゃと思っておる」


    　三人は、随分先に行っていた。


    「姫様、そのような覚悟をされておいででしたか。わかりました、不肖アシュリア、どことなりともお供いたします」


    「え、東京に行くだけでそんなに大事になっちゃうの？」


    「美み佳か、東京に行く前に予習をしておきたい。本かなにかあったら教えてほしいのじゃが。これから書店に行かぬか？」


    　すっかり最初の目的を忘れている。ついでに俺おれの存在も。


    「…………」


    　ちょっと泣きそうになってしまった。


    　もう、さっさと封印を解いて一人で帰ろう。


    　家人に気づかれないように、静かに庭に腕を近づける。


    　俺の右手が接近すると、地面から噴き出している赤黒い光が反応した。意思があるかのようにぐにゃりと曲がって俺の右手を包んだ。


    　数秒動かないようにしていると、光は凝縮し、三センチ程度の立方体に変化した。俺の右手の光も収まる。


    「一つゲット、と」


    　小さく吐息をつきつつ、封印を解いた『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースを握り込む。


    　ぐっと力を込めてから手を開くと、立方体はどこにもなかった。俺の体内に取り込まれたのだ。


    　ピースを取り込んだ右手をピラピラと振りながら、なんだって他人の家の庭先に封印したんだか、と亡き祖母を思い返す。


    「──キャアッ！」


    　とにかく三人に追いつこうと家の庭先から道路に出た時だった。


    　先のほうから、小さな悲鳴が聞こえた。


    　見ると、ちょうど街灯の下にいるエミリーが、ヘナヘナとくずおれている。


    「あ、忘れていた」


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』には、試練が仕込まれている。所有者が決まっていない『王の箱ジリオン・デイマイズ』は強烈な魔力を発する。その魔力の嵐あらしともいうべきものに耐えられる魔力を持っていない魔族は、存在を否定されて別の生き物に姿を変えられてしまうそうだ。エミリーはそこまでではないが、十分耐えられるほどの魔力はない。そのため、ひた隠しにしていた本性があらわになってしまうのだ。


    「姫様、一体どうされたのですか!?」


    「そんな、わたしなんかを『姫様』なんて呼ばないでください。どうか、エメラルディアと呼び捨てにしてください。いえ、エメラルディアは長くて言うのが大変ですね。では、『犬』とお呼びください。ああ、犬でしたら、首輪とリードが必要ですね。すぐに準備します」


    　地面に額ひたいを擦こすらん勢いで従者のアシュリアに土下座しつつ、魔術で首輪とリードを生み出している。器用なものだ。


    　エミリーのひた隠しにしていた本性というのが、ドＭ、なのだ。


    　普ふ段だんは偉そうなエミリーだが、本性があらわになると卑屈になっていじめられたがるという、真逆の性格になってしまう。難儀なものだ。


    「ひ、姫様……？」


    　いきなり急変したエミリーの様よう子すに、アシュリアが目を大きく見開く。


    「姫様、いかがされたのですか……？」


    　恐る恐る声をかけたが、エミリーは怯おびえた子犬のようにサッと距離を取った。そしてまた土下座する。


    「ひ、姫様なんて大層に呼ばないでください。わたしは魔界から落ち延びた哀れな負け犬なんです。お願いですから、『犬』と呼んでください」


    「そんな、姫様……」


    　アシュリアが言葉を失う。


    　そりゃあ、魔王になるべき人と思っていたエミリーが、『犬』と呼んでください、とか言い出したらショックだろう。


    「ああ……！」


    「ちょっと、危ないわよ」


    　貧血を起こしたみたいにくらりとアシュリアが傾くのを、さっと美み佳かが後ろから支えた。


    「変態、これはなんですか……？」


    　俺おれが戻ると、アシュリアが尋ねてきた。その瞳ひとみは、現実を受け止めきれずにゆらゆらと揺れている。


    「あー……これはだな……」


    　言いながら、言葉を探す。これがエミリーの本性なんだ、と言ったら、卒倒しそうな勢いである。ここまでショックを受けているちびっこに追い打ちをかけるのは気が引けた。


    「『王の箱ジリオン・デイマイズ』の強い魔力にあてられると、エミリーはこんな風におかしくなってしまうんだ。なんて言うんだ？　魔力酔い？　そんな感じだ。そう、ちょっとした病気みたいなもんだ」


    　勝手に都合のいい言葉を作って、誤ご魔ま化かそうとする。


    「病気、ですか。おいたわしや姫様……」


    　納得はしたものの、アシュリアはシクシクと泣きだしてしまった。


    「ちょっと、弘こう毅きさん」


    　誤ご魔ま化かし方を間違えたかと焦る俺おれの服の裾すそを、不満そうに頰ほおを膨ふくらませたエミリーが引っ張った。


    「病気ってひどくないですか？　これもわたしなんです」


    　ドＭモードにしては珍しく文句を言ってくる。


    　そのことには驚いたが、俺の説明がまるっきり間違っているとは思わない。


    「自分から首輪やリードを出してつけてくれと言い出すなんて病気みたいなものだろ」


    「むぅ～」


    　エミリーの頰がますます膨らむ。よほど俺の意見が不満らしい。


    　珍しいことだ。


    　文句を言うというのは、普ふ段だんのエミリーっぽいと言える。それほど腹に据えかねたのか、彼女の魔力が強くなって『王の箱ジリオン・デイマイズ』の影響が小さくなっているのか。


    「……あれ？」


    　と、そこであることが引っ掛かった。


    「な、なあ」


    　まだまだ言い足りなさそうなエミリーから顔を逸そらし、ハンカチを取り出して目頭を押さえているアシュリアに質問する。


    「ちょっと聞きたいことがあるんだけど。アシュリアは『王の箱ジリオン・デイマイズ』の魔力にあてられないのか？」


    　魔力を持たない俺や美み佳かはなんの問題もないが、生きつ粋すいの魔族のアシュリアは影響を受けるはずだ。なのに別の生き物にも変わらないし、本性をあらわにもしていない。


    　もしかして、アシュリアは魔族ではないのか？


    　そんな疑問を思い浮かべたが、


    「魔力……？　ああ、先ほど放出されたものですか」


    　アシュリアはハンカチで涙をぬぐいながら、つまらなさそうに答える。


    「あの程度、ワタクシにはなんの問題もありません」


    「そうなんだ。それはよかった。──って、あの程度？」


    　本性をあらわにしてしまうエミリーでも、魔力の強さから言えば準魔王級と聞いている。


    「アシュリア、ひょっとしてエミリーよりも強いのか？」


    　となると、魔王級ということになる。


    　俺は驚いて目を丸くするが、アシュリアはどうでもよさそうだった。


    「ワタクシは姫様の護衛の役目も兼ねています。保護すべき方より護衛のほうが弱いなんておかしいではないですか」


    「それはそうだけど……。えっと、アシュリアは魔王になりたくないのか？」


    　エミリーよりも強いのならそれも可能だろう。


    「ワタクシの夢は、魔王となった姫様に従うこと。他の夢はありません」


    　しかし、アシュリアはそうきっぱり言い切った。


    　あっぱれ従者の鑑かがみと褒ほめたたえるべきか。それとも、親おや馬ば鹿かならぬ従者馬鹿と呆あきれるべきか。


    『──お姫様とメイド、かぁ』


    　その時、ずっと黙り込んでいた魔王の思念が声を発した。といっても、周囲の人間には聞こえていない。ピースを取り込んだ俺おれの頭にだけ聞こえる声だ。


    『なんか、懐かしいわぁ』


    　妙に気だるい感じのする女性の声だ。二十代後半といったところだろうか。


    「ええと、あんた、魔王だよな？」


    『そうよー』


    　ついつい確認してしまったのは、今まで女性の魔王がいなかったからだ。ゲームや漫画なんかのイメージのせいか、どうも魔王＝男、みたいな先入観がある。


    　そんな俺の驚きが魔王の思念に伝わったのか、


    『第十二代魔王、ベナティよ』


    　と、面めん倒どうくさそうに自己紹介してきた。


    「あ、どうも。江え本もと弘こう毅きです」


    　こちらも自己紹介をする。


    『…………』


    　いつもの魔王なら、大抵この後愚ぐ痴ちめいたことを言いつつ、願望を口にするのだが、ベナティと名乗った魔王はそれから何も言おうとしない。


    「ええと……それだけ？」


    　困った俺のほうから話しかける。


    『……それだけって？』


    　どうも俺と話をしたくないらしい。たっぷり間を開けてから聞き返してきた。


    「いや、何か願望とかあるんじゃないのか？」


    　封印を解いたばかりのピースは、長いことバラバラだったせいで暴走状態に陥おちいっている。そのため、ピースに宿った魔王の思念が覚醒していて、俺は彼らと話すことができるのだ。だが、これはありがたいことではない。何しろ、頭の中から話しかけられるのだ。プライベートな時間が一切なくなってしまう。


    「願望がないなら、さっさとおとなしくなってくれないか」


    　願望がなく、そのまま沈静化してくれるならそちらのほうがありがたい。


    　淡い希望を抱いてしまったが、ベナティ魔王はゆっくりと願望を口にした。


    『願望……。そうね。じゃあ、あんた死んでくれる？』


    「は……？」


    　聞き間違えだろうか。とんでもないことを言われた気がする。


    「ゴメン、もう一回言ってくれ」


    『あんた、死んで』


    　聞き間違えではなかった。


    「ちょ、ちょっと待て。どうして俺おれが死ななくちゃいけないんだよ。というか、どういう願望だよ。俺はあんたと会ったこともないんだぞ!?」


    　あまりに無む茶ちゃ苦く茶ちゃな願望に、夜道だということも忘れて声を荒らげてしまう。その声の大きさに土下座していたエミリーも、ハラハラ泣いていたアシュリアも、それを支える美み佳かも、一斉に俺を見る。


    「俺は、顔も知らない奴やつに死ねと言われるような真ま似ねをした覚えは……いや、最近はしょっちゅう命を狙ねらわれているか。とにかく、大昔に死んだ奴に死ねと言われる筋合いはない。あんたこそさっさと成仏しろよ」


    『ワタシだって、あんたみたいなくだらなさそうな男の中にいたくないわよ』


    「くだらないだと……？」


    『ワタシ、しょうもない男って嫌いなの。だから、死んで』


    　とんでもない理由でとんでもないことを要求してくる。


    「テメェ、魔王だったからって図に乗ってんじゃねぇぞ。男だからってだけで死ねとか、女尊男卑もいいところじゃねぇか」


    『うるさいわね。そうやってすぐ怒るところも嫌いなの。キンキン頭に響くじゃない』


    「テメェが俺の頭の中にいるんだろ！」


    　頭の中の魔王の思念と口げんかを繰り広げていると、エミリーが怖こわ々ごわ背中をつついてきた。


    「あ、あの、弘こう毅きさん……なんだかとんでもないことを言われているみたいですけど、なんという名前の魔王なんでしょうか……？」


    「ベナティとかって名乗ってる！」


    「ベナティ!?」


    　八つ当たり気味に答えると、エミリーではなく、倒れそうになっていたアシュリアが激しく反応した。


    　美佳に支えられていないと立てなかったくらいだったのに、急に元気になり、痛いぐらいの強さで俺の両腕を摑つかんでくる。


    「な、なぜあなたがその名前を知っているのですか」


    　ガクガクと激しく揺さぶる。


    「え、いや、今封印を解いたピースの思念が名乗ったから……」


    「ということは、あなたはベナティ魔王の力が使えるのですね」


    「まだ暴走しているから、魔王の願望を叶かなえてやらないといけないけど」


    「では、すぐに願望を叶えなさい！　ワタクシも協力します！」


    　アシュリアの目の色が変わっていた。今までもちょいちょい怖かったが、それとは別の意味で怖い。


    「あの……」


    　なんとかアシュリアの腕を振りほどいた俺おれに、ドＭモードのエミリーがそっと声をかける。


    「ベナティ魔王には、『女の魔王』という異名があるんです」


    「そりゃ、女性だもんな」


    　俺の頭に聞こえてきたのは間違いなく女性の声だった。あれが男の声だったら気持ち悪い。


    「いいえ、そういう意味ではありません」


    　エミリーはゆっくりと首を横に振り、


    「厳密に言えば『女性のための魔王』ということです」


    「……ん？」


    　エミリーはわかりやすく説明したつもりだったようだが、俺にはさっぱりわからない。


    「魔王にはそれぞれ得意な魔術というのがあります。そして、ベナティ魔王が得意だった魔術は、美容に関かかわるものだったんです」


    「……美容？」


    　まるっきり予想していなかった単語が出てきた。


    「つまり、美容、美肌、ダイエット、アンチエイジングなどに効果がある魔術を得意としたんです。その気になったら、若返りもできたとか」


    「くっっっだらねー！」


    　力いっぱい叫んでしまった。魔王の力には色々あるだろうが、多分、一番いらない力だ。


    「とんでもない！」


    　思わず白けた表情になってしまったが、エミリーはびっくりしたように手を振って否定する。


    「ベナティ魔王の力は女性にとって非常に魅力的です。彼女の力に惹ひかれて、女性たちはみんな彼女の軍に入りました。男性と女性は半々。わかりますか？　これだけで魔界の半分が味方となったのです。彼女は、その大軍によって魔界を制覇し、第十二代魔王となりました」


    「……そりゃすごい」


    　エミリーの勢いに押され、口ではそう言いつつも、心の中では首を捻ひねりまくりだった。


    　美容にいいからというだけで味方につくものか？


    　そういうものにまるで興味がない俺にはさっぱり理解できない。


    『……ふん、男に理解してもらおうとは思わないわよ』


    　頭の中でベナティ魔王がつまらなさそうにつぶやく。


    「で、アシュリアはそういうのが大好きなんだ」


    　魔王を無視して、エミリーに尋ねると、彼女はアシュリアのほうを多少気にしながらぎこちなく頷うなずいた。


    「ええ、その、アシュリアは色々苦労していますから……。しわとか、くすみとか、そういうの……」


    「しわ、くすみ？」


    　えらくおばさんくさい台詞せりふが出てきた。昔、母さんが鏡台で自分の顔を見ながら連呼していた気がする。


    「……その、アシュリアって、わたしよりずっと年上なんです」


    「……は？」


    　思わず、きょとんとしてしまった。


    「弘こう毅きさんはアシュリアを若いと思っていらっしゃるみたいですが、結構年上なんです」


    「……マジで？」


    「アクマリナ姉さんと大体同じくらいなんです」


    「ばあちゃんと……!?」


    　絶句しそうになる。


    「なんですか、何か文句あるのですか」


    　俺おれが目を向けると、アシュリアはむすっとした表情で見返してきた。


    「あれか、ロリババアってやつか」


    「失礼な言い方をしないでいただきたい！　ワタクシは元々こういう見た目の種族なのです！　なのに、どいつもこいつもあなたのように勝手に思い込んで、小さいくせに目め尻じりにしわがあるだのしみがあるだのと……！　気にもなるというものです！」


    　男の俺にはさっぱりわからないが、彼女には彼女なりの苦労があるらしい。


    「とにかく、さっさとベナティ魔王の願いを叶かなえなさい！　そして、ワタクシにその力を使わせなさい！」


    「そうは言うけどな……」


    　ベナティなる魔王の要求は無む茶ちゃ苦く茶ちゃだ。


    『ワタシはくだらない男が嫌いなの。そんな奴やつにワタシが取り込まれているなんて我慢がならないわ。だから、死んでちょうだい』


    「はいわかりました、なんて言うわけがないだろうが」


    　頭の中から声が聞こえてきて、苦虫をかみつぶしたような顔をしてしまう。


    　これは困った。


    　俺が死んでほしいなんて願望、叶えられるはずがない。


    　かといって、叶えなければベナティ魔王の思念はずっと俺の頭に宿り続けてしまう。寝る時も勉強する時も座禅する時も風ふ呂ろに入る時もトイレの時も、頭から別の誰だれかの声が聞こえる。


    　想像するだにゾッとしてしまう。


    「ねえねえ弘毅」


    　どうしたものかと悩んでいると、美み佳かが俺おれの肩を叩たたいた。


    「断片的にしかわかっていないんだけど、結局ベナティって魔王の正確な望みはなんなの？　なんの理由もなく、ただ『弘こう毅きを殺したい』なわけないでしょ。魔王が死んだ時に弘毅は生まれていないんだから」


    「それはそうだけど。ええと、なんだっけか。──おい、教えろよ」


    　頭の中の魔王に尋ねる。


    『偉そうな態度ね。それが人にものを頼む態度かしら。……まあいいわ。あんたのキャンキャンした怒ど鳴なり声を聞きたくないし』


    「こっのアマ……！」


    　腹の立つ言いように、ブチギレしそうになるが、ぐっとこらえる。


    『ワタシの願望はね、そうね、『くだらない男を消したい。いい男に出会いたい』ってところかしら。ワタシは生きている間にくだらない男しか知らなかったの。本当に辟へき易えきしたわ』


    　ベナティは本当に疲れ切ったような声を出す。こんな声を毎日聞かされたら、こっちの気が滅め入いりそうだ。


    　俺は顔をしかめつつ、美佳たちにベナティの願望を伝える。


    「なによ、それ」


    　すると、美佳がぶすりとし始めた。


    「それじゃ弘毅がいい男じゃなくてくだらない男ってことじゃないの。ベナティって魔王、単に男を見る目がないんじゃないの？」


    『……なにかしら、このすっとぼけたことを言っている天使は』


    　美佳の悪口に、ベナティはすぐに反応する。


    『その天使に言って。こんなヨレヨレの髪をした目付きも口も悪い男がいい男なわけがないでしょ。あんた、男を見る目がないわよ』


    「え、俺がそれを言うのかよ」


    　何が悲しくて自分の悪口を言わなくてはいけないのか。


    『あんたしか私の声は聞こえないでしょ。他に誰だれが伝えるのよ。ほら、伝えなさい。さもないと、延々悪口を言い続けるわよ』


    「ぐ……！」


    　拒否しようがない。


    　渋々ベナティに言われたことをそのまま美佳に伝える。


    「な、なんですってぇ!?」


    　案の定、美佳は烈火のごとく怒り出した。


    「弘毅はいい男だし、私の男を見る目も確かよ！　あんたこそ、女にばっか囲まれた人生だったから男のことなんか全然わからないんでしょ」


    「み、美み佳か、俺おれの首を絞めるな……！」


    　俺は代弁しただけなのに絞殺されそうな勢いで襲い掛かられた。


    　俺の悪口を代弁して俺が怒られる。


    　あまりにかわいそうではないだろうか、俺。


    『天使のあんたよりは男を知っているつもりよ』


    　ベナティの言葉をまた伝えると、美佳はますます強く絞め上げる。


    「あったまきた！　いいわ。だったら、私が弘こう毅きがいい男だって証明してあげる！」


    『ふぅん、面おも白しろいことを言うわね。いいわ、その条件飲んであげる。だって絶対に無理だから』


    「弘毅がいい男だって思い知ったら、おとなしくしなさいよ！」


    　美佳が唾つばを散らしながら啖たん呵かを切る。俺に向かって。


    「エミリー！　アシュリア！　あんたたちも手伝いなさい！」


    「わ、わたしもですか？」


    「天使の手伝いなど。で、ですが、ベナティ魔王の力はなんとも魅力的です……！」


    　エミリーとアシュリアを巻き込む美佳の鼻息は荒い。


    　ものすごくやる気なのは結構なことだ。


    　どうすればいいのかと困り切っていた願望の解決策を見いだしてくれたのもありがたい。


    　だが、なんだろうか、すごく嫌な予感がする。


    「じゃあ弘毅、家に戻るのも面めん倒どうだし、そこで始めましょうか」


    　と薄暗い路地を指差すのを見て、その予感は確信に変わった。


    　これは、絶対にロクな目に遭わない。


    



    



    『あはははははははー』


    　二十分後、頭の中でベナティ魔王のばか笑いが響いていた。


    　思念だから声しか聞こえないが、彼女に肉体があったら絶対に腹を抱えて笑っていただろう。


    「ううううう……！」


    　対して、俺は泣きそうになっていた。


    　地獄のような二十分だった。


    「どうして俺がこんな目に遭わなくちゃいけないんだ……」


    　もう、涙と泣きごとしか出てこない。


    　今、俺は、ヒラヒラフリフリの可愛かわいいらしいドレスを着ていた。


    　もちろん俺の意思ではない。異界の少女三人に無理やり着せられたのだ。


    　ベナティに俺がいい男だと証明する方法として、美佳たちは俺を着飾るという実に安易な方法を選択した。いわく、筝そう月げつ高校の制服や作さ務む衣えなんて野や暮ぼったい服装では弘毅の魅力は発揮できない、だそうだ。どう考えても間違っているＰＲ方法だが、また美み佳かの的外れな考え方がさく裂してしまった。


    　最初のうちは、タキシードやスーツなど、まだ常識的な範はん疇ちゆうだった──屋外で強制的に着替えさせられるというのはたまらなかったが。


    　しかし、ベナティは全然満足せず、それに腹を立てた美佳が意地になって多種多様な服を俺おれに着せたのだ。そのうちネタ切れになった美佳は「小さい頃ころの弘こう毅きの可愛かわいらしさをアピールしましょう」とか言い出し、幼稚園の制服を着せてきた。


    　案の定、幼稚園の制服ではベナティ魔王は満足しなかった。


    　しかし、美佳は諦あきらめなかった。本当にありとあらゆる服を着せられた。もう、何十回着替えさせられたか数える気も起きない。


    　そして、最終的に行きついた服は、ヒラヒラフリフリの可愛かわいいドレスだった。


    　さまざまな服を着せられたが、それでもベナティは俺をいい男だと認めなかった──至極当然なことだと思うが。


    「なんなのよ！　どうすれば弘毅のよさを理解するわけ!?」


    「このままではベナティ魔王の力が……！」


    「…………」


    　疲労しきった三人の少女が憔しよう悴すいしきった俺を囲むという図しかできあがらない。


    『あはははははー』


    　ベナティが爆笑するのも無理はなかった。


    　とてつもなく恥ずかしい。生まれてこの方、女装なんてしたことがない。足元から冷たい夜の空気がスースーと入り込み、お尻しりを冷やすのがものすごく気持ち悪い。


    　もう嫌だ。これから男らしく切腹するから、誰だれか介かい錯しやくしてくれ。


    　切腹用の短刀はどこで売っているのだろうかと本気で考えたくなる。


    『あんた、いいおもちゃねぇ』


    　スカートを押さえながら泣きそうな顔をしていると、ずっと笑いっぱなしのベナティが失礼な感想を漏らした。


    　抗弁したかったが、散々着せ替え人形にされた後では反論しようがない。


    『いいわ、満足したことにしてあげる』


    　悔しさで唇くちびるをかんでいると、ベナティがそんなことを言い出した。


    「は……？　ま、マジでか!?」


    　ヒラヒラフリフリのスカートを穿はいた男しか見せられていないのに、願望を満たしたというのだろうか。


    『勘違いしないで。あんたをいい男なんてこれっぽっちも思ってはいないわ。でも、女の子たちにいじられまくるあんたの哀れな姿を見て、少しは溜りゆう飲いんを下げられたわ。だから、満足したことにしてあげる』


    「哀れって……」


    　いや、自分でも哀れな姿だと思っているが、他人に言われると一層惨めに感じてしまう。


    『じゃあね。みっともなくて面おも白しろかったわよ』


    　とだけ言い残して、さっさと静かになってしまった。


    「おい、ベナティ？」


    　声をかけてももう返事はない。


    「終わった……」


    　色々失うものは大きかったが、とりあえず、ピースを一つ回収できたのだからよしとしよう。というか、そう思わないとやっていられない。


    　やれやれと嘆息しつつ、無理やりかぶらされたウィッグを頭からむしり取る。


    「魔王の思念、静かになったの？」


    　アシュリアと次はどうするかと相談していた美み佳かが、俺おれのつぶやきを聞き取りたずねてきた。


    「ああ。みっともなくて面白かったから、満足したことにしてやる、だとさ」


    　俺は髪の中に指を突っ込んでクシャクシャにかき回す。


    「……なによ、それ」


    　髪がボサボサに戻って人ひと心ごこ地ちついていると、美佳がぶすりと唇くちびるを尖とがらせた。


    「……機嫌悪そうだな」


    　怒っている。


    　なんとかピースの暴走を押さえこめて、めでたし、というところなのに、映画のエンディングが気に入らなかったみたいにものすごく不満気だ。


    　おもちゃにされた俺のほうが機嫌悪くなるべきなんだろうが、無む茶ちゃ苦く茶ちゃ不機嫌そうな美佳を見ていると、そんな気分は吹き飛んでしまう。


    「形はどうあれ、ピースの願望を叶かなえてゲットできたんだからそれでいいじゃないか」


    「よくない！　全然よくない！　弘こう毅きがいい男だって認めなかったってことでしょ？　いいわけがないじゃない！」


    　冗談でもなんでもなく、本気でベナティが俺をいい男だと認めなかったことが不服らしい。


    「そりゃあ……最初から無理だろ。原材料が俺じゃ、どう転んでも」


    　やり方もかなり問題があった。服装だけをとっかえひっかえしていい男を証明しようというのは、表の看板だけすげ替えて、店の内装は放置するようなものだ。メッキ程度の小細工でしかない。写真しか見せないというならともかく、俺の頭の中にいる魔王の思念を納得させるのは無理だろう。


    　いや、仮に写真だけ見せたとしても、素材が俺ではかなり厳しい。


    　二目と見られないブサイクだとは思っていないが、イケメンだと思ったこともなかった。


    　その証拠として、生まれてこの方、先週の美み佳かを除いて女の子に告白されたことがない。


    　これはもう、俺おれが女性の目から見ていい男ではないという何よりの証あかしではないだろうか。


    「無理なんかじゃないわよ。弘こう毅きはいい男よ」


    　しかし美佳は強い調子で俺の意見を否定した。


    「顔もいいし、中身もいいわよ」


    「まさか……」


    　とても信じられなくて、思わず笑いそうになってしまった。


    「今、色んな格好をしたけど壊滅的に似合わなくて気持ち悪いとか笑っちゃうような格好は一つもなかったわよ。中身だって、ちょっと口が悪いけど家族思いだし、掃除とかをコツコツやれる真ま面じ目めさもあるじゃない」


    　だが、美佳の百パーセント本気の顔を見て、ゆがみかけた唇くちびるを真一文字にするしかなくなってしまった。


    　彼女は、心の底からそう思っている。


    　母さんやばあちゃんも生前、「弘毅は大きくなったらかっこよくなるわよ～」なんてよく言ってくれた。だがそれは身内のひいき目という奴やつで、他人を納得させられるだけの説得力があるものではない。


    　美佳は母さんやばあちゃんとは違う。家族ではない。


    　それだけに、彼女の言葉が噓うそや冗談ではないと伝わってくる。


    　美佳は、本当に俺のことを好きでいてくれる。


    　今さらながらにそれを実感してしまった。


    「あ、ありがとう……」


    　照れくさくて、そう言うのがやっとになってしまう。


    　そんな俺を見て、美佳がうんと頷うなずいた時だった。


    　美佳の制服のポケットから、ヴヴヴ……とバイヴ音が聞こえてきた。


    「……あー……」


    　携帯電話を取り出した美佳の顔が面めん倒どうくさそうにしかめ面になる。


    「ゴメン、私もう帰るわね。ちょっと用事ができちゃった」


    「送ろうか？」


    　もうだいぶ夜も遅い。


    「近所だし平気よ。じゃあね、弘毅。エミリーとアシュリアもおやすみなさい」


    　ひらひらと手を振って、美佳は帰っていった。


    　いつもより早足みたいで、その姿はあっという間に暗くら闇やみの中に溶けていった。


    　そんなに急ぎの用事なのだろうか。


    　美佳が見えなくなった暗がりのほうをぼんやり眺めながらそんなことを考えていると、アシュリアがわざとらしい咳せき払ばらいをして俺おれの注意を自分に向けさせた。


    「変態──いや、弘こう毅き」


    「なんだよ」


    「あなたは、無事ベナティ魔王の思念を鎮静化させ、ピースを我が物にしたのですね？」


    　聞いてくるアシュリアの目は血走っていた。そして、俺がイエスと答える前に勢い込んで質問を重ねてくる。


    「ということは、ベナティ魔王の力が使えるのですね!?」


    「いや、それは無理」


    「大ウソをつくんじゃありません！」


    　正直に首を横に振ると、両手を刃やいばに変えて俺の喉のど元もとに突きつけてきた。


    「あなたが先週ガルムト魔王の力を借りて、大勢の魔族を倒したのは魔界中の誰だれもが知っていることです！」


    　ものすごく必死である。答え方を間違えたら、本当に殺されかねない勢いだ。


    「い、いや、それはそうなんだけど、いつも使えるわけじゃないんだって。俺は魔力がないから、『王の箱ジリオン・デイマイズ』と気持ちが合わないと力を借りられないんだよ」


    　本当のことである。俺は魔力を持っていない。そのため、『王の箱ジリオン・デイマイズ』をコントロールできないのだ。確かに『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を操った経験はあるが、あれは魔力で引き出したのではなく、『王の箱ジリオン・デイマイズ』に宿っている思念と俺の気持ちを合わせて、力を貸してもらっただけだ。何とか自由に使えないかと練習しているが、成功したことはない。


    「理屈で言えば、俺とベナティ魔王が同じ気持ちになれば力を使えるはずだけど……」


    　俺が『くだらない男を殺したい』とか『いい男と会いたい』とか、そんなこと思うはずがない。アシュリアがベナティ魔王の美容の力の恩恵を受ける可能性はゼロである。


    「そ、そんな……」


    　アシュリアががくりと膝ひざをつく。よほどアンチエイジングを受けたかったらしい。


    「あ、あの、アシュリア、がっかりしないでください……」


    　いまだドＭモードのままのエミリーが恐る恐る慰なぐさめる。


    「……になれば……」


    「え？」


    「弘毅が女になればいいのです！　そうすれば、男に興味がわくはず！」


    　アシュリアがとんでもないことを言い出した。


    「そこに居直りなさい！　ワタクシが切り落として差し上げます！」


    「何を切り落とすつもりだよ!?」


    　慌てて銀髪の少女から距離を取る。


    「お、落ち着いてくださいアシュリア！　そ、そうだ、一緒にエステに行きましょう！　人間界のエステも悪くないそうですよ！」


    「離してください姫様！　せ、せっかく素す晴ばらしい力がそこにあるのに使えないなんて！　若さが！　アンチエイジングが！　しみ抜きが！」


    　エミリーが後ろから羽は交がい締めにして、悲しい言葉を喚わめき散らす銀髪侍女を懸命になだめる。


    　そうしなければ、切り落とされていただろう。


    　ゾッと寒気が走った俺おれは、思わず股こ間かんを両手で押さえてしまった。

  


  
    　四章　肌色の夜


    



    　翌朝、登校する間際になって、アシュリアが「ワタクシも同行します」と言い出した。


    　エミリーに対して過保護なきらいがある彼女だから、そういうことを言い出すだろうなとは覚悟していたのだが、同行する方法が予想外だった。


    「気け配はいを消して、陰から見守らせていただきます。ご心配なく。ワタクシは隠おん密みつ行動も得意ですから、姿を隠し、姫様の学校生活をみだりに邪魔するような真ま似ねは決していたしません」


    　わかっておりますとも、としたり顔で頷うなずくが、そもそも普通は従者が学校についてこない。


    「いや、別にそこまでしてくれなくとも妾わらわは大丈夫なんじゃが……」


    　境内にまで出た制服姿のエミリーも、俺と同じようなことを考えていたようで、どう説得して思いとどまらせようかと顔を曇らせる。


    「エミリーがしたみたいに、魔術を使って転校してくると思ってたんだけどな、俺は」


    「冗談を」


    　本気で俺はそう思っていたのだが、アシュリアに鼻で笑われてしまった。


    「どうしてワタクシが人間の子供と机を並べなければならないのですか」


    「そうか、アシュリアってばあちゃんと同じ世代なんだったな」


    　小柄な姿を見ていると、そのことを忘れそうになる。


    「なんだか言い方が気に入りませんが、まあ、そういうことです。なので、ワタクシはひっそりと姫様の警護に専念します」


    　それでは、と頭を下げると、アシュリアの姿はふっと煙のように消きえ失うせた。


    「……近くにいるのか？」


    　キョロキョロしてみるが、目に映る動くものはスズメくらいである。


    「うむ、おる。アシュリアは気け配はいを消すのが得意じゃからわからぬじゃろうがの」


    「忍者かよ」


    　やはりアシュリアは相当ハイスペックなようだ。


    「今日一日、エミリーに見えないようにこっそり護衛するつもりかよ」


    「今日一日というか、今後ずっとのつもりじゃろう」


    　朝っぱらだというのに、エミリーが早くも疲れた吐息を漏らす。


    「なるほどなぁ……」


    　感嘆の声を漏らしつつエミリーを眺めると、彼女の唇くちびるがムッと不機嫌そうに曲がった。


    「どうせ過保護じゃと思っておるのじゃろう」


    「ああ、いや、それもあるんだけど、それだけ大事にされるってことは、やっぱりエミリーってお姫様だったんだなって思ってな」


    「なんじゃその感想は。妾わらわが魔界の姫だというのを信じておらなかったのかお主は」


    　ますます不機嫌そうに唇をゆがめるので、俺おれは慌てて違う違うと手を振って否定した。


    「もちろん信じてはいるけど、俺はエミリーの城での生活を見たわけじゃないしな」


    　伝聞と自分の目で直接見たのとでは、やはり実感の度合いに大きな開きがある。アシュリアや、他の魔族からエミリーが魔界の姫だとは聞かされているが、実際にその様を見たわけではないので、どうしてもそのリアリティーは薄いのだ。


    「俺が知っているエミリーは、うちに暮らしている姿ばかりだからな」


    　ここでの彼女は、少し変わっている留学生であり、江え本もと家けの居い候そうろうだ。


    「……まあ、そう言われると、確かにそうじゃの」


    　不機嫌だったエミリーの表情がふっと緩み、目が遠くを見る。


    「今の妾の生活を知れば、魔界の者たちは驚くじゃろう。もしくは、あざ笑うじゃろう。魔界の姫だった者が随分落ちぶれたものじゃ、と」


    「やっぱり、ここでの生活は嫌か？」


    　少し心配になって恐る恐る聞いてしまった。


    　エミリーにとって人間界での生活は、父王を亡くしたから仕方なくというところが大きい。俺はエミリーという家族が増えて嬉うれしいが、彼女にとってはそうではないかもしれない。


    「いいや、嫌ではない」


    　だが、エミリーは明るく否定してくれた。


    「こちらでの生活は妾わらわにとってとても新鮮じゃ。知らなかったこと、やったことがないことを経験できる。アシュリアも来てくれたし、時々腹も立つが美み佳かも色々と手助けをしてくれる。そ、それに、弘こう毅きもおってくれるし、の」


    　最後はなぜか頰ほおを赤らめ恥ずかしそうに言う魔界のお姫様を見て、俺おれは安あん堵どの息を漏らした。


    「人間界を嫌ってなくて、安心したよ。ありがとな」


    「べ、別に弘毅に礼を言われるようなことではないわ」


    　人間界の代表として礼を言ったのだが、エミリーはますます恥ずかしそうに顔を赤くした。


    「さ、先に行くからの！」


    　そして、行き先は同じなのに先に行ってしまった。


    「…………」


    　どんどん小さくなっていく背中を見送りながら、ぼんやりと考える。


    　……もしも、の話だが、俺が『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースをすべて集めて、魔界を統一できたとしたら、エミリーはどうするのだろう？


    　エミリーは、人間界の暮らしも悪くないと言ってくれた。だが、魔界に帰れるようになったら、彼女はどうするのだろうか。人間界に残るのだろうか。魔界に戻るのだろうか。


    　そして俺は、その時どうすればいいのだろうか。どう思うのだろうか。


    



    



    　未来のエミリーがどういう決断をするのかわからないが、現在のエミリーはひたすら人間界の生活になじんでいっているようだ。


    「店主、タマゴサンドとハムカツサンドとハンバーガーじゃ！」


    　学校での昼休憩、金髪のお姫様は購買部でパンを購入すべく、小銭を握り締めて大声を張り上げていた。昨夜ゆうべは夕食を食べていないし、朝食もパンをかじっただけなので空腹なのだろう。


    「タマゴサンドとハムカツサンドとハンバーガーじゃと言っておるじゃろうが！」


    　八重歯を光らせながら懸命にアピールしているが、購買部のおばちゃんは一向に彼女のほうを見ず、他の生徒の相手をしている。


    　月並みな表現だが、昼時の購買部は戦争状態だった。飢えた生徒たちがわれ先にとパンを購入すべく、押し合いへし合いしている。エミリーはその中に混じってパンを手に入れようとしているのだが、なかなか買えないでいるのだ。


    「……頑張るな、お姫様」


    　ちなみに俺は早々に自分の分を買っている。一緒に俺が買ってやろうかと言ったのだが、エミリーは頑固にそれを拒絶した。まあ、ある意味高校生活の醍だい醐ご味みだし、パン争奪戦を経験するのも悪くないかもしれない。


    「……そういや、アシュリアは昼飯どうしているんだろ」


    　購買部のおばちゃんに懸命に小銭を突き出しているエミリーを眺めているうちに、ふとアシュリアのことを思い出した。


    　本当に姿を見せないのでうっかり忘れかけていたが、彼女もエミリーを陰から護衛するためにどこかにいるはずだ。


    「なあなあ、アシュリアはどこにいるんだ？」


    　隣の男子生徒をぐいと押しのけ自分のスペースを確保しようとしているエミリーをつつく。


    「なんじゃ弘こう毅き、妾わらわは忙しいのじゃ！」


    「アシュリアはどこにいるのかと思って」


    「アシュリアじゃと？　多分、屋上じゃな。上からあやつの魔力を感じる」


    「そっか、サンキュ」


    　エミリーに礼を言いつつ、ついでに適当なサンドイッチと牛乳を購入する。


    「あ！　どうして弘毅が先なんじゃ！　店員、妾はタマゴサンドとハムカツサンドとハンバーガーを所しよ望もうしておると再三言っておるじゃろうが！」


    「じゃ、頑張れよー」


    　ヒラヒラと手を振って売店を後にする。


    　昼時の売店で早くパンを買うにはコツがいる。物を選ばないことと、お釣りが出ないようにお金を渡すことだ。売店のおばちゃんからすればあれこれ注文したり、お釣りを渡したりする手間が必要な客より、さっさと片付けく客を優先するのは当然だ。


    　その真理に気づくまで、エミリーの格闘は続くだろう。


    



    



    　筝そう月げつ高校の屋上は、一応生徒に開放されているのだが、訪れる者はほとんどいない。理由は単純、階段を上るのが面めん倒どうだし、屋上に上がったところで何もないからだ。五月下げ旬じゆんの暑い日差しを存分に浴びたいなんて酔狂なことを考えない限り、誰だれもここを訪れないだろう。


    　だから、アシュリアが屋上にいると聞いて納得できたし、アシュリアしか人影はいないだろうと思っていた。


    　だから、屋上の重い金属製のドアを開けて、ズタボロの魔族の山を見た時はギョッと驚いてしまった。


    　二十人くらいだろうか、筋肉隆々でいかにも強そうな魔族たちがボロボロになって白目を剝むき、うず高く積まれている。


    「おや、あなたですか。何か用ですか？」


    　その魔族の山のてっぺんで、アシュリアがふんぞりかえっていた。


    　屈強そうな魔族の男どもの上で小柄なアシュリアが偉そうにしているのは、なんともシュールな光景だ。


    「これ、アシュリアがやったのか？」


    「そうですよ」


    　一応確認すると、なんでもないようにコクリと頷うなずく。


    「先ほどゲートを開けて現れたので、片付けておきました」


    　ちょっとだけ掃除したかのような気軽さで言う。


    「そ、そうなんだ。ありがとう。助かった」


    　この魔族たちの狙ねらいは恐らく俺おれだったのだろうから礼を言ったのだが、アシュリアはつまらなさそうにフンと鼻を鳴らしてそっぽを向いてしまった。


    「勘違いしないでください。あなたのためにしたのではありません。万一にも姫様の生活の邪魔になってはいけないから排除したまでです」


    　相変わらずかわいげがないことを言う。


    　それにしても、やはりこの侍女は強い。多分だが、エミリーはこの魔族たちの気け配はいに気づいていない。気づいていれば購買部でギャアギャア騒いでいないだろう。つまり、アシュリアはエミリーが魔族の気配に気づく前に片付けたということだ。山を築けるほど大人数の魔族を極めて短時間に倒せるというのは、並大抵の力量ではない。


    「アシュリアってすごいよな。強くって、しかもその力を惜しみなくエミリーのために使えるんだから」
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    　見事なまでに忠臣である。


    　素直に賞賛したのだが、アシュリアは魔族の山の上から動きもせず、俺おれのほうを見ようともしなかった。


    「……とても心配していたのですよ」


    　ポツリと、言う。


    「ワタクシに何も言わず一人で人間界に行き、その後ガルムト様が亡くなられました。ガルムト様の御威光が失われては、姫様の味方になるような者は魔界にはおりません。敵ばかりです。にもかかわらず、ワタクシは姫様のお側そばにいることができませんでした。この一週間、ワタクシは心配で心配で眠れもしませんでした。あの時の気持ちに比べれば、この程度のことなどなんでもありません」


    　そっぽを向いているので表情はわからない。だが、声色は従者のそれではなく、まるで母親のそれであった。


    「ありがとうな、そこまでエミリーのことを大切に思ってくれるなんて」


    「だから、あなたに言われる筋合いではありません」


    　俺に対する言葉は冷ややかなものだ。


    「ところで、ワタクシに何か用ですか」


    「ああそうだ」


    　魔族の山のインパクトですっかり忘れていた。


    「昼飯まだだろうと思って持ってきたんだけど、食べるか？」


    　手にしていたサンドイッチを山のてっぺんに掲げる。


    　すると、ようやくアシュリアの顔がこちらを向いた。


    「それが食事ですか」


    　すたっとコンクリートの床に降り立ち、未知の食べ物を慎重に探る小動物のように俺の周囲をグルグルと回りながらサンドイッチを調べる。


    　そして一言。


    「随分と貧相な食事ですね」


    「大きなお世話だ。高校の購買部で売ってるものなんてこんなもんだよ。それに、エミリーだってこれをゲットすべく今購買部で人ごみに揉もまれているぞ」


    「姫様が……!?」


    　何気なく言い返した言葉で、アシュリアの目が大きく見開かられる。


    「姫様が、こんな粗末なものを食しているというのですか!?」


    「粗末とか貧相とか言うんじゃないっての。そうだよ、昼はだいたいこんなものを食ってるよ」


    　俺とエミリーは弁当を手作りなんてできないので、昼食はコンビニ弁当か学食か購買部の菓子パンだ。俺おれたちに限らず、そういう昼食ばかりの生徒は少なくない。


    　珍しいことでもなんでもないのだが、アシュリアは大層ショックを受けたようだった。


    「そんな、姫様がこんなものを……」


    　足元がおぼつかなくなるくらいの衝撃だったようで、ふらふらと魔族の山に手をつく。


    「人間界の食生活を甘く見ていました……。こうしてはおれません。人間界の料理を覚えなくては……。ここは学校ですから図書室がありますね？」


    「あ、うん、二階の隅にあるけど」


    「そうですか。それでは」


    　俺が下を指差すと、アシュリアは礼も言わずさっと消えてしまった。エミリーの護衛をしつつ、図書室で料理の勉強をするつもりなのだろうか。アシュリアのスペックだったら、どちらもきっちりできそうだが、せわしない。


    「それはいいんだけど、これはどうするんだよ……」


    　目の前には魔族の山があり、手にはアシュリア用の昼食がある。どちらも俺の手に余る。


    「……こっちは俺が食うか」


    　魔族の山はエミリーか美み佳かに頼んで魔界に捨ててもらうことにして、サンドイッチは俺が片付けることにした。


    　さっそくペリペリとフィルムをはがし、サンドイッチをぱくつく。


    　うすっぺらで、具が少なく、安っぽい。お世辞にも、おいしくはない。


    「粗末と言われても、仕方がないかもな」


    　移動するのも面めん倒どうなので、俺はけったいなオブジェを眺めながら一人モグモグとサンドイッチを胃に収めた。


    　エミリーは目当ての代物をゲットできたのだろうか。


    　そんなことを考えながら。


    



    



    「──スッゲー重いんですけど」


    　放課後、俺はパンパンに膨ふくらんだレジ袋を持たされて、ヨタヨタと歩いていた。


    　学校が終わり、さあ帰るかとエミリーたちと一緒に校門をくぐったところで俺だけアシュリアに捕獲されてしまったのだ。明日からの姫様のお弁当のために食材が必要だから、道案内と荷物持ちに付き合いなさい、と。


    「片方持ってくれよ！」


    　俺が悲鳴を上げると、少し前を歩いていたアシュリアが肩越しに冷ややかな目を向けてくる。


    「文句を言わず歩きなさい。荷物持ちは男の役目と相場が決まっているでしょう。それとも、小柄できゃしゃなワタクシにそんな重そうな荷物を持たせて自分は楽をして、道行く人から非難されたいのですか」


    「それは……」


    　中身はともかく、外見は小学生か中学生にしか見えないアシュリアに大荷物を持たせたら、いじめにしか見えない。


    　くそっ、これは嫌がらせだな！


    　エミリーは先に帰して俺おれだけ同行させたところに悪意を感じる。


    　大体、明らかに買い過ぎである。アシュリアはスーパーで大量の食材を買い込んでいた。牛肉、豚肉、鶏肉をそれぞれ一キロずつとかどう考えても弁当に必要な量ではない。大根も三本はいらない。ジャガイモもメークインと男爵を二袋ずつはいらない。


    　そして、買ったもの全部を俺に持たせているのだ。これが嫌がらせでなくてなんなのか。


    　レジ袋の持ち手の部分が指に食い込んでものすごく痛い。


    　破れる一歩手前のレジ袋を押しつけてやりたいが、彼女が空手でスーパーを出た時点で俺の敗北は決まっていたのかもしれない。


    「ほら、キリキリ歩きなさい。ワタクシは早く帰って人間界の料理の研究をしたいのです」


    　両手を腰に当てて叱しつ咤たしてくるアシュリアを見て、諦てい観かんの吐息しか出てこなかった。


    　重いレジ袋を握り直し、黙って歩くしかない。


    　それにしても、こんな重いレジ袋を持つなんて数年ぶりだ。


    　両親祖父母が生きていた頃ころは大人数だったのでスーパーで大量に食べ物を買い込むなんてことは多々あったが、一人暮らしになってからはそんなことは全くなくなっていた。


    　エミリーが来て、アシュリアが来て、江え本もと家けは昔の姿に戻りつつあるのかもしれない。


    「──待ちなさい」


    　今の江本家と昔の江本家を頭の中で重ねていると、先を歩いていたアシュリアがピタリと立ち止まった。


    「そこから微弱な魔力が感じられます。『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースでは？」


    「へ？」


    　アシュリアが指差したのは、道の端にぽつねんと立っているポストだった。


    「え？　あそこにあるのか？」


    　思わず目を丸くする。ここは通学路で、毎日通っている。エミリーもだ。しかし、彼女はここにピースがあると言ったことはない。


    「失礼ながら、姫様の感知能力はさほど高くありませんから……」


    　この場にいない主に対して申し訳なさそうにしながら、アシュリアが小さく言う。


    「……そうか？」


    　正直、エミリーが魔族として能力が低いとは思えない。なんと言っても魔王の娘だ。むしろアシュリアの感知能力がずば抜けて高いのではないだろうか。


    　本当に、この人はどうして侍女をしているのだろう。


    「それより、封印を解くなら早くしたらどうですか？　ワタクシは早く料理をしたいのです」


    　うっかり物思いにふけりそうになった俺おれを、アシュリアの刺とげ々とげしい声が現実に引き戻す。彼女は『王の箱ジリオン・デイマイズ』よりエミリーの食事のほうに関心があるようだ。


    「あ、うん」


    　周囲に人通りがないことを確認してから、買い物の重みでうっ血しそうな右手を伸ばしてピースの封印を解く。いい加減慣れた作業なのでほぼルーティンワークのようになっている。


    『──ああ、久しぶりの現世だな。何十年ぶりだろうか……』


    　俺の頭の中で、封印が解かれた魔王の思念の声が響く。二は十た歳ちそこそこの若い男の声で、随分さわやかな声だ。声だけで判断するのは早計だが、なんとなくイケメンな気がする。


    「では、帰りましょうか」


    　さあ会話をして願望を聞き出そう、と思ったのだが、アシュリアがさっさと帰り始めた。


    「お、おい、まだ願望を叶かなえていないんだけど」


    「あなたが一人で頑張ればいいでしょう」


    「手伝ってくれないのかよ!?　願望叶えなかったら、俺の頭の中で延々声が聞こえるんだけど」


    「知ったこっちゃありません。ワタクシは姫様の労力を減らすために在りかを教えただけです」


    　ひどいことこの上ない。


    「わかってたけど、あんた、俺のこと嫌いだな!?」


    「当たり前です。ワタクシはあなたがさっさと死ねばいいと思っています」


    「はっきり言いやがった！」


    　俺一人で魔王の願望を叶えるのはなかなか難しい。


    　アシュリアと一緒に九く門もん寺じに帰るしかなかった。


    



    



    『──お姉ちゃんと、お風ふ呂ろに入りたい』


    「……なんですと？」


    　ディクトと名乗った魔王の思念に願望は何かと聞くと、あっさりと教えてくれたのだが、俺は思わず聞き返してしまった。とんでもないことを言われた気がしたのだ。


    『お姉ちゃんとお風呂に入りたい、と言った』


    　ディクトの顔はわからない。しかし、声は若々しく、凜り々りしい。二枚目俳優になれるかは不明だが、人気声優にはなれそうなカッコイイ声である。


    　そんな声が、真剣そのものの調子で言い切ったのだ。


    　姉と入浴したい、と。


    　頭が痛くなりそうだ。


    　実際、額ひたいを押さえつつディクトに聞く。


    「あんた……何を言ってるんだよ。それがあんたの願望なのか？　あんた、魔王だったんだろ？　女と一緒に風ふ呂ろに入るくらい簡単じゃないのか」


    「「え、お風呂？」」


    　俺おれの言葉を聞いて、えらく遠くで封印を解いたにもかかわらずきっちりドＭになっているエミリーと、彼女と一緒に江え本もと家けにやってきた美み佳かはしっかりと動揺してくれた。


    　エプロンドレス姿のアシュリアも近くにいるが、どうでもいいようで、俺に運ばせたレジ袋の中身をテーブルに並べて一つ一つ吟ぎん味みしている。


    『女とではない。お姉ちゃんとだ。幼い頃ころは、一緒に入ってくれた。だけど、大人になったらお姉ちゃんはなぜか一緒に入ってくれなくなったのだ』


    　そりゃそうだろう。大人になっても姉弟でお風呂に入っていたら問題である。ディクトの姉がどんな人か知らないが、断るのは当然だ。


    「……あんた、シスコンの変態なんだな」


    『何を失礼なことを。僕はお姉ちゃんとお風呂に入りたかっただけだ。断じて変態ではない』


    　それを冗談抜きで言える時点で、変態確定である。


    『お姉ちゃんと洗いっこしたり、お姉ちゃんに寄りかかって大きな胸を枕まくら代がわりにして湯船につかったりしたいだけだ』


    「もういい。黙ってくれ」


    　まったく、どうして魔王の願望はおかしなものが多いのだろうか。変態しか魔王になれないんじゃないかと疑いたくなってくる。


    「あと、その願望はどうやっても叶かなえられないぞ。俺は一人っ子で姉はいないんだ」


    『なんと。むぅ、それは困った』


    　叶えられる願望はできるだけ叶えようとは思うのだが、できないものはできない。


    「だから、別の願望で我慢してくれ」


    『うむ、それは、そうか……』


    　ディクトの思念が思案する。


    　その間に、エミリーとアシュリアにディクトのことを聞いてみた。


    「なあ、ディクトって魔王は知っているか？」


    「ディクト魔王、ですか。知っています」


    　ドＭモードのエミリーがコクンと頷うなずくと、アシュリアが野菜の品定めの手を休めて、世界史教師みたいな口調で説明してくれた。


    「とても有名な魔王です。全盛期のガルムト魔王もそうでしたが、魔界を支配した魔王というのは大抵独裁体制を敷き、圧倒的な力で自分の政権を維持しようとします。しかし、ディクト魔王は周囲の魔族の意見に耳を貸し、権力を分割して政権を維持させようとしました。その座に就いた方法は違いますが、人間界の大統領や首相に近いところがあると言えば、あなたにもわかりやすいでしょうか」


    「すごい魔王だったんだ」


    「とも言えません」


    　答えながら、ジャガイモのメークインと男爵の見比べを再開する。


    「魔界に馴な染じみのない支配の仕方だったので、色々問題が発生したのも事実です。残念ながら長期政権にはなりませんでした」


    　だから声が若いのか。


    「また、非常に美男子であったにもかかわらず、生涯独身だったのも有名な話ですね。魔王の職務に忠実すぎたからでは、と言われています」


    「それは……」


    　アシュリアが言った理由で独身だったのではない気がする。


    『──よし、願望を変更しよう』


    　アシュリアの説明そっちのけに考えをまとめたらしいディクトの声が、俺おれの頭に響く。


    『君にお姉ちゃんがいないのなら仕方がない。ならば、『年上の女性と一緒にお風ふ呂ろに入りたい』に変更しよう』


    「結局、風呂に入りたいのかよ」


    『悪いか。僕はきれい好きだったから、入浴が好きだった。その入浴を、大好きな人と一緒にしたいと願って何が悪い』


    「…………」


    　ディクトからすれば大幅に譲歩したのだと思う。姉と年上の女性では全然違う。


    　だが、俺からすれば、女性と一緒に風呂に入らなくてはならないのだから大差ない。


    「俺一人で風呂に入るってのは……」


    『却下だ。何の意味もない』


    「だよな」


    　多分、これ以上ディクトに妥協してもらうのは無理だろう。


    　となると、誰だれか年上の女性と風呂に入るなんてこっぱずかしいことをしなくてはならない。


    「…………」


    　目の前にいる三人の女性の顔を順番に見る。


    　仕方ない、か。


    　それぞれがどういう反応をするのか容易たやすく想像できてしまう。


    　やれやれ、と嘆息して、俺はエミリーたちにディクトの願望を説明すると、三人の少女は三者三様の反応を示した。


    「なんですかそのマニアックでいかがわしい願望は……。本当にディクト魔王の願望なのですか？　まさか大ウソついて、あなたの願望を叶かなえるつもりではないでしょうね」


    　アシュリアはドン引きしつつ、疑わしそうな目でこちらを見てくる。


    「お、お風ふ呂ろ、ですか。自分の恥ずかしい姿をさらしながら、体を洗って差し上げたりご奉仕したりするわけですね。そ、そういうの、一回してみたかったんです……」


    　ドＭなエミリーはモジモジと恥じらいつつ、まんざらでもなさそうな表情をする。


    「はいはいはい！　私！　それって私が適任よね。だって弘こう毅きとは小さい頃ころはよくお風呂に入ったし、お姉ちゃんだし！」


    　そして、美み佳かは目をキラキラと輝かせながら勢いよく挙手してその役に立候補した。


    「絶対に私！　私以外に考えられないわよね！」


    　エミリーとアシュリアを押しのけながらアピールしてくる。


    　正直なところ、俺おれも美佳が一番適当かなと思っていた。あくまで消去法だが、今までそんなことをしたことがないアシュリアやエミリーよりは、小さい頃に散々一緒にお風呂に入っていた美佳のほうがいくらか心のダメージは少ない。


    「じゃあ、美佳、悪いけど──」


    『その子はダメだ』


    　頼むよ、と言いかけたところで、頭の中からディクトが却下してきた。


    「ダメ？　なんでだよ。美佳が天使だからか？」


    『そんなことはどうでもいい。彼女の胸は枕まくら代がわりにしたら実に気持ちよさそうだが、彼女は君より年下だ。僕にはわかる。彼女はお姉ちゃんぶっているが、お姉ちゃんではない』


    「そこかよ……」


    　確かに、普ふ段だんは姉ぶっているが、美佳の誕生日は俺より遅い。どうしてわかるのか不明だが、ディクトの言っていることは正しい。


    「美佳はダメだってさ」


    「え？」


    　ウキウキしながらさっそく着替えを準備しようとしていた美佳が、俺の言葉で固まる。


    「俺より年下だからダメだってさ」


    「そ、そんなぁ！　私、魂は弘毅よりもずっと年上よ？」


    『それでもダメだ。肉体の年齢が上でないと僕は嫌だ』


    　美佳が悲痛な声を上げるが、ディクトは納得しようとはしなかった。


    「そ、そんなの……。久々に弘毅と一緒にお風呂に入れるってワクワクしたのに……」


    　美佳ががっくりと落胆する。


    　気の毒だが、こればっかりはどうしようもない。


    「エミリー、ものすごく悪いんだけど、頼めるか」


    　想像以上に気落ちしている美佳に申し訳なさそうな顔を作りつつ、エミリーを指名する。


    「わ、わたし、ですか？」


    　彼女は自分を指差しながら目を丸くした。そして、さっと顔が赤く染まる。


    「そ、そんな、弘こう毅きさんとお風ふ呂ろなんて……！　が、頑張って色々尽くしてあげないといけませんよね。あ、でも、グズグズしてお互い裸で『何をやってるんだ！』って怒られるのもいいかもしれません。もしかしたら叩たたかれるかもしれませんね。裸で叩かれたら手の跡とかがくっきり残ってしまいますよね。ああ、そっちのほうが素す敵てきかも……」


    　変態なことをうっとりと嬉うれしそうにつぶやくエミリーを見て、失敗だったかと思ってしまう。


    　だが、エミリーかアシュリアだったら、エミリーだろう。


    　アシュリアは年上だが、年上には見えない。消去法だが、エミリーしかいないのだ。


    『うん、まあ、その子ならいいかな。態度がちょっとお姉ちゃんぽくないけど、優しいお姉ちゃんってことにすれば納得できる』


    　ディクトのお墨付きももらえた。


    「じゃ、じゃあエミリー、悪いんだけど、一緒に風呂に入ってくれるか？」


    　冷静に考えると、とんでもなく恥ずかしい台詞せりふを吐いているのだが、この際気づかないふりをする。自覚したら恥ずかしさのあまりのた打ち回りたくなりそうだ。


    「ふ、ふつつか者ですが、よろしくお願いいたします」


    「姫様、お待ちください」


    　三つ指を立てて深々と頭を下げようとするエミリーを、アシュリアが制した。


    「高貴なあなたさまがこのような下げ賤せんの者と入浴するなど、あってはなりません。そのようなことが魔界に知れ渡れば、永遠に笑い者にされてしまいます」


    　えらい言いようだ。もっとも、こんなこと知られたらスキャンダルになるのは確実だろうが。


    「で、でも、アシュリアさん、これはピースのために必要なことで……。それに、わたしは別に嫌じゃ……」


    「いいえ、姫様がやる必要はありません。ここは、ワタクシが犠牲になります」


    「え……？」


    　エミリーが小首を傾かしげた瞬間、だった。


    　俺おれの視界が九十度、傾いていた。


    　天てん井じようが右に、床が左に見える。


    「さあ、さっさと片付けましょう」


    　平衡感覚が狂ったのかと思ったが、すぐにアシュリアに荷物のように担がれていると気づく。


    「お、おい、何をする気だ!?」


    「決まっているでしょう。入浴です」


    　答えながら、アシュリアは俺を脱衣所にまで素す晴ばらしい速さで運ぶ。


    「姫様や天使に邪魔をされるといけません。結界を張っておきましょう」


    　脱衣所のドアを閉めると同時に、空中に何か字のようなものを書きこんだ。


    「え、あの、アシュリアと俺おれが風ふ呂ろに入るのか？」


    　どうやらそれが入室禁止の結界らしいと理解しつつ、密室に二人きりになった俺は確認するように尋ねた。


    「他に選択肢がないのだから仕方がないでしょう。いいから脱ぎなさい」


    「心の準備が……」


    　昨日知り合った女性の前でホイホイ全裸になれるほど露出狂ではない。


    　が、アシュリアに、そんな言い訳はまったく通用しなかった。


    「いいからさっさと服を脱ぎなさい」


    「ちょっと!?」


    　制服をしっかり着込んでいるというのに、何か手品を使われたみたいに俺はあっという間に脱がされ、パンツまで引きずりおろされてしまった。


    　さらにアシュリアは自分の衣服に手をかけ、テキパキと脱いでいく。エプロンドレスがストンと脱衣所の床に落ち、白いパンツも躊ちゆう躇ちよなく脱ぎ捨てる。


    　ブラジャーはなかった。どうして、と一瞬思ったが、ほぼ真っ平らな胸を見たら納得してしまった。あれでは必要ない。


    「さあ、入りましょう」


    　恥じらいの表情を見せることなく、アシュリアがガラリと風呂場のドアを開ける。エミリーがやってくれたのか美み佳かがやってくれたのかわからないが、浴槽にはお湯が張られていてモワモワと暖かそうな湯気が立ち上っている。


    「ま、待った。心の準備ができてないんだけど」


    　大事なところを両手で隠しつつ、訴える。


    　いきなり裸に剝むかれて、さあ一緒に風呂に入りましょうと言われて平然と入浴できるほど俺の神経は太くない。


    「あなたの気持ちなど関係ありません」


    　ひどいことをさらっと言いつつ、裸のアシュリアが近づいてくる。


    　見事なまでに真っ平らだ。美佳やエミリーといった凹おう凸とつがしっかりした女性の体を見慣れている俺の目にはちょっと新鮮に映った。こういうのも悪くないかもしれない。


    『──って、俺は貧乳好きのロリコンじゃねぇ！』


    　とんでもない感想を思い浮かべかけた頭をブンブンと振る。


    「何をぼーっとしているんですか。さっさと入りますよ」


    「いや、だから」


    「そうしないと、姫様と入りかねないでしょうが、あなたは」


    　それだけ言うと、アシュリアは俺の腕を摑つかみ、湯船の中に乱暴に放り込んだ。


    「あっつ！」


    　今日のお湯は少し熱かった。


    「や、やけどしたらどうするんだよ！」


    「この程度でやけどするはずがないでしょう。いきなりだったから体が驚いているだけです」


    　言いながら、アシュリアもちゃぷりと湯船に入ってきた。


    「いきなり放り込んだあんたが言うな！」


    　髪の毛の先から滴しずくを滴したたらせながら怒ど鳴なるが、彼女は平然としたものだった。


    「さて、これで年上の女性と入浴したわけですが、ディクト魔王は満足されたのでしょうか」


    　俺おれの抗議を無視して、そんなことを聞いてくる。


    『えー、あー、うん。まあ、確かに叶かなったと言えば叶ったんだけど……』


    　ディクトの言葉がなんともあやふやに濁る。


    　それはそうだろう。アシュリアは実年齢はばあちゃんと同じくらいで、圧倒的に俺より年上らしいが、外見はどう見ても俺より年下だ。真っ平らだしつるんとしている。年上だと聞かされている今でも、どうにも信じられない。


    　そんな女性と風ふ呂ろに入って、彼の欲求が満たされたかというとかなり怪しい。


    　俺は首を横に振ってディクト魔王の意思を伝えた。


    「なるほど。まだ不満足ですか。ええと、洗いっこに胸を枕まくらですか。それをすれば満たされるかもしれませんね。とっととやってしまいましょう」


    「ちょっと待て！　それ、浴槽を洗うたわし！」


    「洗えるのならなんだっていいでしょう。浴槽もあなたの体も大差ありません」


    　無む茶ちゃ苦く茶ちゃなことを言いながら、アシュリアが茶色いたわしにボディーソープをたっぷり含ませる。


    「さあ、洗ってあげましょう。光栄に思いなさい。ワタクシが体を洗うなんて、姫様以外では初めてなのですよ」


    　狭い浴室に、逃げ場なんてあるはずがない。


    「ぎゃああああああああ！」


    　とっつかまった俺の背中の上を、固いタイルを磨くはずのたわしが勢いよく滑る。激痛が走り、たちまち俺の体は因いな幡ばの白しろウサギみたいにヒリヒリと真まっ赤かになった。


    「次は胸を枕ですか。これも光栄に思いなさい。姫様にだってしたことがないのですよ」


    　アシュリアは非常に小柄である。そんな彼女の胸の位置にまで頭を下げたら、顔は水面よりも下になってしまう。


    「死ぬ！　おぼれ死ぬ！」


    「いいからきちんと枕にしなさい。さもないとピースは沈静化しないのでしょう」


    「固くて枕にならねぇよ！」


    「失礼なことを。多少は膨ふくらんでいます」


    　俺おれの頭をがっしと摑つかんで無理やりお湯の中に押し込もうとする。ガボガボと泡を立てつつ風ふ呂ろおけからなんとか逃げ出そうとするが、彼女の力は恐ろしく強かった。


    　固いたわしで体を洗われ、お湯の中に頭までつっこまれる。


    　控えめに言っても、拷ごう問もんだった。


    　後で聞いた話だが、美み佳かとエミリーは廊下から脱衣所のドアをぶち破ろうと必死だったらしい。それくらい、俺の悲鳴はひどかったそうだ。


    『……なんだか、君がかわいそうになってきたよ。全然願望は満たされていないけど、これで終わりにしてあげようか』


    　浴槽のふちに体を引っかけ、息も絶え絶えになっていると、心底気の毒そうな声が頭に響いた。


    「そう……言ってくれると……助かるんだけど……」


    『でも、もう少し何かしたいなぁ』


    　ディクトの気持ちもわからないでもないが、勘弁してほしい。


    　もう許してくださいと本気で懇願しようとした矢先、聞こえないはずの声が頭に響いた。


    『──ディクト、いい加減にしなさいよ』


    　ベナティ魔王の声だ。
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    『お姉ちゃん!?』


    　俺おれが驚くよりも先に、ディクトが驚きよう愕がくの声を上げる。


    『お姉ちゃん？　ホントにお姉ちゃんなの？』


    『はいはい、そうよー。あんたのお姉ちゃんよー』


    　まるで子供のようにはしゃぐディクトと、それに面めん倒どうくさそうに応じるベナティ。


    　……え？　もしかしなくても、姉弟なのか？


    　びっくりな事実である。


    『えーと、弘こう毅きだっけか』


    　口をパクパクさせて驚いていると、ベナティが話しかけてきた。


    『ごめんねぇ、弟が迷惑かけて。私が死んで少しは治ったかなと思ってたんだけど、全然変わっていなかったわ』


    『治ったはないだろうお姉ちゃん！　それじゃまるで僕が病気みたいじゃないか。僕は小さい頃ころからお姉ちゃんが好きなだけで──』


    『いい年こいて姉離れできてないってのは病気でしょ。いいから、あんたは黙ってなさい。この人間に迷惑かけるからさっさと寝るわよ。つまんない願望なんてどうでもいいでしょ？』


    『うん！　お姉ちゃんがいるなら、他の年上の女の人なんてどうでもいいよ！』


    　相変わらず、さわやかな声で変態的なことを言い放つ。


    　呆あきれていると、姉魔王が謝罪してきた。


    『うちの弟が迷惑をかけたわね。弟は黙らせるから安心していいわよ』


    「あんたたち、マジで姉弟なのかよ」


    『私が十二代で、弟が十三代。……まあ、私はこいつを魔王にさせたくなかったから自分が魔王になったんだけどね』


    　ベナティの吐息にわずかに後悔が含まれる。


    『この子の力は、他者に利用されやすい力でね。魔王になんかなったら色んな奴やつらにいいように使われて抜け殻がらみたいになるんじゃないかと心配したんだけど……そうなってしまったみたいね』


    『お姉ちゃんが罪悪感を持つことはないよ。僕は自分の意思でお姉ちゃんの跡を継いだんだ』


    『誰だれがそれを頼んだって言うの』


    『それを言うなら、お姉ちゃんの力だって──』


    　ディクトはまだ何か言いかけたが、ベナティがぴしゃりと遮った。


    『あー、うるさい。あんたってば本当にうるさい弟ね。私が自分の力をどう使おうと勝手でしょ。いいからさっさと寝なさい』


    　力がどうの、魔王がどうの、と話題のスケールはなんとも大きそうだが、言い合っている調子は完全に姉弟喧げん嘩かのそれである。


    　なんだか俺おれと美み佳かの喧けん嘩かに似ているなと思いつつ、口を挟む。


    「あのさ、すごく助かったけど、暴走が沈静化して眠りに就いたんじゃなかったのかよ」


    　昨日は彼女の意思を鎮めるために散々恥ずかしい目に遭わされたのだ。


    『ふふん』


    　ベナティは少しいたずらっぽく笑い、


    『昨日言ったわよ、とりあえず、って。ま、仮眠てところね』


    　とんでもないことを暴露してきた。


    　ということは、今後もまたちょいちょい顔を出してくる可能性があるのだ。ベナティも、そして多分ディクトも。


    「おおう……」


    　助かったと言えば助かったのだが、面めん倒どうくさい爆弾を抱えたことになるかもしれない。


    　もう二度と起きませんように、と本気で祈る。


    『じゃあね、おやすみ』


    『お姉ちゃん、一緒に寝ようよ』


    『あんたね、私たちはピースなのよ？　どうやって一緒に寝るっていうのよ』


    　ベナティとディクトの姉弟は最後までうるさく騒ぎながら、眠りに就いていった。


    　とりあえずは静かになった。本当に、とりあえず、だ。


    　俺は風ふ呂ろおけの中で両手を合わさずにはいられなかった。


    「いきなりブツブツ言い出したり合がつ掌しようしたりで気味が悪いですね」


    　そんな俺にアシュリアが手おけでお湯をぶっかけてくる。


    「説明しなさい説明を」


    「ああ、いや、もう大丈夫。ディクト魔王の意思は静かになった」


    　説明するのが面倒なので、ベナティのことは言わなかった。もう、丁てい寧ねいに説明する気力なんかありはしない。


    「そうですか。それはよかった。さて、ついでですし、このまま入浴を済ませてしまいますか。あなたはどうします？」


    「ど、どうする？」


    「このまま一緒にお風呂に入ってしまいますかと聞いているんです」


    　アシュリアはスポンジにボディーソープを含ませて、ゴシゴシと体を洗い始める。本当にこのまま入浴するつもりらしい。


    「あのさ、一つ聞きたいんだけど、アシュリアは恥ずかしくないのか？　お互い裸なんだぞ」


    　自分の体は隠しつつ、彼女の体を改めて見る。モコモコにした泡があちこち体についているが、大事なところは全然隠していない。真っ平らな胸の先端も、つるんとしたお尻しりも。けれどもアシュリアは別に恥ずかしがることもせず、体を隠そうともしない。俺がジロジロと無遠慮に見ても、平然としたままである。


    「恥ずかしい？」


    　体を洗う手を止めたアシュリアは、意味ありげに視線を下に下ろし、くすりと哀れっぽく笑った。


    「子供に裸を見られたくらい、なんでもありませんよ」


    「……なるほど」


    　納得はできたが、なんとなく傷ついてしまった。


    「もしワタクシの体が気に入ったのなら、仕方ありませんから愛めでてもいいのですよ？　なんでしたら、触らせてあげましょうか。業ごう腹はらですが、それであなたが姫様から手を引くというのなら、ワタクシはこの体を捧ささげましょう」


    「無む茶ちゃ苦く茶ちゃ言うな！　というか、エミリーに手を出すわけないだろ」


    「あなた、姫様に魅力がないと言うつもりですか！」


    「そういう意味じゃないって！」


    　結局、そのままギャアギャアと騒ぎつつ俺おれも風ふ呂ろを済ませてしまった。あんまり長く風呂に入っていたものだから、出た後でエミリーにものすごく疑惑の目を向けられてしまったのはつらかった。


    　俺の傷心と引き換えにピースを一つ手に入れられたのだからよしとしよう。


    　そう、思った。いや、そう思わないと、やっていられなかった。


    　タワシでこすられた背中は、しばらくの間ヒリヒリと痛かった。


    



    



    　入浴とは一日の疲れを取るもののはずだが、俺は風呂上がりにぐったりと疲れてしまった。まあ、あんな拷ごう問もんめいた一時を入浴と言いたくはない。「お主はロリコンじゃないじゃろうな」というエミリーのおかしな追及から逃れる意味もあって、俺は早々自分の部へ屋やに戻り布ふ団とんの中に潜り込んだ。そして、明日になったら今日の拷問は忘れようと誓った。


    　なのに、俺は目を覚ましてしまった。


    　甘いにおいが鼻をくすぐっている。


    　俺の部屋に芳香剤なんてしゃれたものは置いていない。窓から近所の庭の花のにおいでも流れ込んでいるのだろうかと思いつつ、ゆっくりと目を開く。


    「…………！」


    　そして、ぎょっとしてしまった。


    「こんばんは♪」


    　自分の家に帰ったはずの美み佳かが、布団で寝ている俺の上に馬乗りになってまたがっていた。


    「み、美佳……？」


    　予定外の時間に起きたので頭がうまく動いてくれない。もっと驚くべきはずなのに、ぼんやりと幼なじみの名前を口にした。


    「どうしてお前がここに……？」


    「どうして、は私の台詞せりふよ」


    　馬乗りのまま、不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。


    「エミリーのスカートの中を見たり、アシュリアとお風ふ呂ろに入ったりするのに、どうして私とはエッチなことをしてくれないの？」


    「は……？」


    　乗っかられているせいで起き上がることもできないまま、ぽかんと間抜けな顔をさらす。寝起きの頭では、美み佳かの遠回しな非難を消化できない。


    「他の女の子とはエッチなことをできるのに、どうして私とはしてくれないのよ」


    　なじるような口調と俺おれの胸をなでまわす手付きで、ようやく彼女の言いたいことを理解した。


    　寝ぼけていた頭が正常に動き始める。


    「あれは、どっちも俺が希望したわけじゃないんだけど」


    　エミリーの時は最終的にものすごくドキドキしたのだから、なんとも言い訳くさいと自覚しつつ、口を動かす。


    　すると、美佳は不服そうな声を漏らしながら、ゆっくりと服を脱ぎ始めた。


    「きっかけはどうでもいいのよ。問題は、弘こう毅きが私以外の女の子とエッチなことをしたってことよ」


    「ちょ、美佳……!?」


    　美佳の裸はもう何度も見ている。


    　だけど、見る度に俺の心臓はバクンと跳ね上がってしまう。


    「美佳、いつも言っているけど、こういうのは……！」


    「嫌いじゃないくせに」


    　言いながら、ゆっくりと覆いかぶさってくる。


    　美佳は俺の腹の上のあたりに乗っかっていたので、彼女の胸がちょうど俺の顔のあたりの高さになった。


    「むぐ……！」


    　俺を起こした甘いにおいが一層強くなる。


    「ああ……やっぱり、このポジションが一番しっくりくるなぁ」


    　美佳が俺の頭を包み込むように抱きながらしみじみとつぶやく。


    「最近の弘毅は大きくなっちゃったから、こういう位置関係になりにくいのよ」


    　昔は美佳のほうが身長は高かったのだ。


    「……やっぱり、美佳にとっては、俺って弟なんだな」


    　大きく柔らかい胸の間から嘆息を漏らす。


    「そうよぉ。ちっちゃい頃ころからずっと可愛かわいい弟。そして大好きな男の子」


    　頭をなでなでしてきた。


    「……子供扱いしやがって」


    　小さな声で、言い返す。本当のことを言えば、美み佳かにこういう風に頭をなでられたりするのが嫌いなわけではない。ただ、恥ずかしいのと、いつまで経たっても子供扱いされ続けるのが面おも白しろくないのだ。


    「じゃあ、大人扱いしてあげようか？」


    　頭をなで続けながら言ってくる。


    「え？」


    「私の胸を舐なめて、気持ちよくさせて」


    「む、胸……!?　え、あの、それって、おっぱ……」


    　深夜の明かりのない部へ屋やのことだ。美佳の表情もなんとなくでしか見えない。しかし、俺おれは今彼女の胸の間に顔を埋うめるようにしている。


    　胸を探すのは容易たやすいし、その先端がどうなっているのかもわかっていた。


    　これを……。


    　以前、手で触れたことはあるが、口でくわえたり舐めたりしたことはない。


    「これ、子供扱いどころか赤ちゃん扱いじゃないかよ」


    「赤ちゃんか大人かは、弘こう毅きのテクニック次第よ。私が気持ちよくなれたら大人。そうじゃなかったら子供」


    　わかっている。これは美佳の口車だ、と。けれども、こうまで言われて引き下がるのは悔しいし、そもそも目の前にある魅惑的なものを好きにしていいと言われて我慢できるほど強きよう靭じんな精神力を俺は持っていない。


    　というか、男子高校生がおっぱいを目の前にして我慢できるわけがない。


    　誘ゆう蛾が灯とうに誘われる哀れな羽虫のように、俺の唇くちびるは美佳の胸に吸い寄せられていった。


    　ゆっくりと、恐る恐る、くわえる。哺ほ乳にゆう瓶びんのゴムみたいな感触がするのかと思ったが、もっと柔らかいような気もするし、固いような気もする。


    「ちょっと、それだけじゃ赤ちゃんだってできるわよ？」


    　頭の上からちょっとからかうような声が聞こえてきた。


    　ムッとしつつ、とりあえず舌で先端を転がすことにした。


    「ん……！」


    　美佳の苦しそうな声が漏れる。


    　だが、それが苦しいから出た声ではないのは、俺にもわかった。


    　もっと──。


    　何をもっとなのか自分でもわからないが、そういう気持ちがどんどん湧わき上がってくる。


    　無意識に、いや、本能に従い、美み佳かの体に手を[image: ]はわせ、少しずつ下に向かわせていく。


    「下を脱がせたいの？　いいわよ、弘こう毅きが脱がせて……」


    　ショーツを脱がしやすいように美佳が少し腰を浮かせてくれる。


    　頭ではいけないことだ、とわかっている。幼なじみの美佳とこういうことをするなんてよくない。ましてや、俺おれは将来僧そう侶りよになろうと志している人間だ。清廉潔白でなければならない。色欲に溺おぼれるなんてもってのほかだ。


    　頭ではわかっている。


    　だけど、手が伸びてしまう。


    　ダメだと理性が言ってくるのだが、そんなものを無視して手が動いてしまう。


    　美佳のショーツをスルスルと脱がす。


    　これで美佳は一糸まとわぬ全裸となった。


    　もう何度も見ている。だが、見飽きたとは思わない。見る度にすごく綺き麗れいだと思う。


    　その体を、なでまわす。美佳の体すべてに触れ、自分の触れていない場所を作らないようにしたいと思った。理由なんてない。そうしたかったからだ。あるいは、獣が自分の縄張りを主張するためにマーキングするのと同じかもしれない。


    　つまり、この体は俺のものだと、俺は言いたいのだ。

  


  [image: ]


  
    　なんたる傲ごう慢まん不ふ[image: ]そん。畜生道に落とされてもやむなしの欲望。


    　だが、もう自分では止めようがない。


    　美み佳かの胸をくわえつつ、彼女の全身に触れる。胸、背中、お腹なか、足、腕、頭、髪。


    「ん……んぅ……」


    　美佳は声を押し殺しつつ、俺おれの愛あい撫ぶを受け入れた。


    　そして、残すところは女性がもっとも他人に触れさせない箇所のみとなる。


    　さすがに、一瞬手が止まった。


    「……いいよ、触って？」


    　それを、美佳の優しい声が後押ししてくれた。


    　美佳の、一番大事なところに触れるのだと思うと心臓が一層高鳴る。


    　ドクンドクンという自分の心臓の音を聞きながら、そこに手を伸ばそうとする──。


    　その、直前、だった。


    　バタン！　と派は手でな音を立てて、ドアが開いた。


    　思わずビクッと子猫みたいに驚きながらそちらを見ると、四角く切り取られた光の中に、小柄な人影が見える。妙にフリフリでピンク色のネグリジェを着て、頭には星柄のナイトキャップをかぶっている。ネグリジェにしてもナイトキャップにしても、なんともおばさんくさい。


    「あなたがた……」


    　大きな枕まくらを小こ脇わきに抱えて、不機嫌そうなうなり声を漏らす。


    「な、なによいきなり！」


    　まずは美佳がかみつく。


    「そ、そうだ！　ノックくらいしろよ！」


    　エミリーじゃなくてよかった、と内心こっそりと思いつつ、俺もとりあえず怒る。


    　まるっきり情事を目撃された不倫カップルみたいな情けない姿をさらしてしまうが、今の俺たちにはこれ以上の反応ができなかった。


    　すると、アシュリアはどぶの中の生ごみを見るようなさげすんだ目をこちらに向けた。


    「発情期ですから、そういうことをしたくなるのは理解してやらなくもないですが、姫様の教育に悪いですから、よそでしていただけますか」


    　言うだけ言うと、ぴしゃりとドアを閉めてしまった。


    「ちょっと！　発情期って言い方はひどくない!?」


    　さっさと閉まったドアに向かって美佳がプリプリと怒り出す。


    「愛の営みとか、もうちょっと素す敵てきな言い方あるじゃない！　いやまあ、確かに発情しているけれども！」


    　アシュリアの乱入で、動物じみた熱気が体から急速に失われていく。


    「何を言ってるんだか……」


    　美み佳かの抗議の言葉に呆あきれつつ、俺おれはある疑問を浮かべていた。


    　今晩のことも含め、美佳は度々俺にきわどいアプローチをかけてくる。そして、いつも誰だれかの邪魔が入って失敗に終わっている。


    　助かった、としか思っていなかったが、どうしていつも失敗するのだろう？


    　いつも近くにエミリーたちがいる場所で迫ってきている。勘づかれて未遂に終わる可能性が高いのはちょっと考えればわかりそうなものだ。はっきり言って、もう少しうまいやり方があると思う。幼なじみの立場をもっと上じよう手ずに利用すれば、誰にも邪魔されない場所に俺を連れ出すことだってできるはずだ。情けないことを白状するが、アシュリアの介入がなければ俺は欲望に流されるままに最後までいっていただろう。


    　今までは、単純に美佳のアプローチが下へ手ただから失敗続きなのだと思っていた。


    　けれど、もしかして、わざと失敗しているのではないだろうか？


    　だとしたら、なぜ失敗しているのだろうか。もしくは、なぜ下手なアプローチを続けているのだろうか。


    「…………」


    「ん？　どうかした？」


    　俺の視線に気づいた美佳が暗がりの中、俺の顔をのぞき込んできた。


    　その瞳ひとみは、小さい頃ころと変わらずキラキラしている。


    「……なんでもない」


    　幼なじみを疑うなんて、よくないことだ。


    　疑念を心の奥に無理やり押し込め、わざとぞんざいで投げやりな感じで彼女が脱いだ服を投げつけてやる。


    「それより、服を着ろよ。深夜だし、家まで送るから」


    「えー、続きしないの？」


    「しない。帰ってください。俺は寝ます」


    　もう続きをしようとは思えない。


    「えー」


    　ものすごく不満そうにぶぅぶぅ文句を言う彼女だったが、その表情は、がっかりしているようにも、ホッと安あん堵どしているようにも見えた。

  


  
    　五章　藍色の憂い


    



    「──弘こう毅きぃ」


    　翌日、四時間目の授業が終わり、さあ昼食だと席を立とうとした矢先、プリントを握り締めたエミリーが、半分泣きそうな声を上げながら俺おれの席にやってきた。


    「これを見てほしいのじゃが」


    　手にしていたプリントを俺に押しつけてくる。


    「なんだよこれ」


    「周りに見られぬように気をつけい」


    　小さくささやくように注意され、周囲の目を気にしつつ開くと、それは小テストだった。


    「さっき返された小テストじゃないか。物理、九点」


    「声に出すでない！」


    　みんな昼ご飯と友達との雑談に意識がいっているから、少々の声では聞かれたりしないと思うが、エミリーは顔を真まっ赤かにして俺の口をふさぎにかかってきた。


    「の、のう、一つ聞きたいのじゃが、この点数は、悪いじゃろうか……？」


    　一ひと桁けたは相当悪い。俺も物理は得意ではないが、それでも一桁なんて見たことがなかった。


    「や、やはりそうじゃったか」


    　俺が無言で首肯すると、エミリーはショックを受けてがっくりと力なくうなだれた。


    「隣の席の者にちらりと見られた時に、うわ、という表情をされたので、そうではないかと思っておったのじゃが……」


    「物理、苦手なんだな」


    　解放された口をペタペタとなでながら聞くと、彼女はこくりと頷うなずき、小テストを不満そうにぺしぺし叩たたく。


    「他にも苦手な教科はあるのじゃが、これは特にの。物が落ちる時の落下速度とか、重力を振り切って空を飛ぶために必要なエネルギーとか、考えたこともない」


    　そりゃあ、空を自由に飛び回ったり何もないところから服を生み出したり、魔術で好き勝手できる魔族が物理法則を考えるはずがない。俺が魔術の法則がさっぱりなのと同じことだろう。


    「のう、間もなく中間テストというものがやってくるのじゃろう？　それで、このように悪い点数を取ってしまったら、どうなるのじゃろうか」


    「追試、補習、留年だな」


    　中学だったら、零れい点を取っても怒られて終わりだろうが、高校はそうはいかない。先輩から色々つらい目に遭った話を聞いている。


    「追試、補習、留年……！」


    　魔界のお姫様はぼんやりと人間界の言葉を反はん芻すうする。


    「追試というのは、なんじゃ？」


    「またテストを受けさせられることだよ」


    　説明してやると、エミリーの顔が青ざめた。


    「で、では、補習とはなんじゃ？」


    「人より余分に授業を受けさせられることだよ。場合によっては休みが潰つぶれる。夏休みとか」


    　さらに説明すると、エミリーは自力で立っていられなくなって、机にしがみついた。


    「な、ならば、留年とはなんじゃ？」


    「俺おれやみんなは二年生に進級するのに、エミリーだけまた一年生になるんだ」


    　追い打ちをかけられたエミリーは、とうとう床にへなへなとくずおれてしまった。


    「そ、それは嫌すぎる……。弘こう毅きに後輩扱いされるとか屈辱的すぎる……！」


    「嫌がる理由それかよ」


    　しょうもない理由にあきれ返りたくなるが、エミリーは自分に喝かつを入れ力強く立ち上がった。


    「これはマズイ。勉強せねば。──美み佳か！」


    　そして、昼食時になったにもかかわらず自分の席に着いたままの美佳の許もとに駆けて行く。


    　俺は、今日美佳と会話らしい会話をしていない。いや、厳密に言えば、美佳のほうが俺に声をかけてこないのだ。原因は、昨晩のことなのだろう。だが、ああいう無む茶ちゃ苦く茶ちゃなアプローチはここ最近ではいつものことだ。あれを気にして距離を取るというのは実に彼女らしくない。


    「美佳、妾わらわに勉強を教えてくれぬか！」


    「え……？　私？」


    　いきなり予想外なことを言われた美佳は顔を上げ、目をしばたたかせる。


    「私じゃなくて、弘毅に教えてもらえばいいじゃない」


    　俺のほうに目を向けることなく言う。


    「弘毅は人にものを教えるのは不向きじゃ」


    　バッサリとひどいことを言うが、間違ってはいない。そもそも、俺だって決して成績がいいわけではないから、他人にかまけている余裕なんかない。


    「いいじゃないか、教えてやれば」


    「で、でも……」


    　俺がエミリーの援護射撃をすると、美佳の顔がいつも以上に曇る。


    「頼む美佳。妾は追試も補習も留年も嫌なのじゃ」


    「だ、だけど……」


    　エミリーがすがるように頼み込むが、それでも美佳は首を縦に振らない。


    「む、ここではなんじゃ。別の場所で話をしようぞ。弘毅もついてまいれ」


    　これは手こずりそうだと判断したエミリーが、美佳の腕を摑つかんで教室の外に出た。


    「ちょ、ちょっと……」


    　美み佳かは困ったような声を出しつつ、半ば引きずられるようにエミリーについて行った。


    



    



    　エミリーが俺おれたちを連れていったのは、屋上だった。


    　白いコンクリートに覆われた屋上は、真昼の太陽の照り返しのせいでまぶしく暑い。なぜか俺はここ最近ちょくちょく来ているが、他の生徒たちが来るはずもなく、がらんとしていた。


    「うむ、やはりここは人がおらぬの」


    　人ひと気けのない屋上をぐるりと見回して、エミリーは満足そうに頷うなずいた。そして、パチリと指を鳴らす。


    「姫様、お呼びですか」


    　途と端たん、アシュリアが彼女の背後に現れる。


    「うむ、準備してくれるか」


    「かしこまりました」


    　うやうやしく一礼すると、エミリーに倣ならってか、同じようにパチリと指を鳴らした。


    　すると、魔法のように赤い敷物がポンと床に現れる。


    　さらに、もう一度指を鳴らす。


    　敷物の上に、ポン、と四段重ねの重箱が現れた。


    「本来なら椅い子すとテーブルですが、こちらの世界ではこのように地べたに座るのが風習らしいですね。郷に入れば郷に従えです」


    　と、また一礼する。


    「ほほう、どれどれ」


    　遠足のお弁当を楽しみにしている子供みたいにワクワクした様よう子すで、エミリーが蓋ふたを開ける。


    　中身は唐揚げ、卵焼き、煮物、おにぎりといった定番のお弁当の具材がきっちりと詰め込まれていた。


    「おお、美お味いしそうじゃな」


    　エミリーの声が弾むのも無理はない。


    「姫様、お取り分けいたしますから、お座りください」


    　取り皿と[image: ]はしを準備するアシュリアに、目を丸くしながら尋ねた。


    「これ、アシュリアが作ったのか？」


    　昨夜料理の勉強をしていたのは知っていたが、まさか一晩でここまでしっかりとした弁当が作れるとは思ってもみなかった。目を丸くしたが、アシュリアはそんな反応が不愉快だったらしい。ジロッと睨にらまれてしまう。


    「当然でしょう。何か問題があるのですか？」


    「いや、よく作れたなって」


    「一晩も時間があれば、この程度容易たやすいものです。姫様直属の侍女たるワタクシをなめないでいただきたいものですね」


    　……すごい。


    　この一言に尽きる。


    　本を見れば作り方を知ることはできるだろうが、だからといってたった一晩で数々の料理ができるようになるのだったら、家庭科も料理学校もいらない。俺おれだって料理ができるようになっているはずだ。


    　やはりこのアシュリアという侍女、かなりハイスペックである。


    「さあさあ、早く食べようぞ」


    　お腹なかが空すいているのか、アシュリアの手料理に食欲を刺激されたのか、エミリーが敷物の上にぴょんと飛び乗った。


    「えっと、俺もいいのだろうか……？」


    　空腹な俺も後に続こうとしたが、その前に一応アシュリアに確認する。


    　すると、アシュリアはギロリと睨にらみつつも、ノーとは言わなかった。


    「姫様に、あなたの分も作れと命令されています」


    　ホッとしつつ赤いなわばりの中にお邪魔する。


    「ほれ、美み佳かも」


    　くいくいとエミリーが美佳を手招きした。


    「え、私も……？　今日はパンにするつもりだったんだけど……」


    　いつもの美佳なら大喜びで相伴にあずかりそうなのに、断ろうとする。


    「そのようなもの、いつでも食べられるであろう」


    「一段一人分です。つまり、最初からあなたの分もあります」


    　エミリーがまた腕を引き、アシュリアが重箱の一段を押しつけてくるので、ようやく美佳は渋々といった感じではあったが、敷物の上に腰を下ろした。


    「…………」


    　行儀悪く[image: ]はしをくわえながら思う。なんだか今日の美佳は様よう子すがおかしい、と。


    「いただきまーす」


    　美佳の異変につゆほども気づいていないエミリーはアシュリアにおかずを取り分けてもらい、さっそく食べ始める。


    「うむ、うまい。さすがアシュリアじゃ」


    「それはよろしゅうございました」


    　主の一言に、侍女がホッと胸をなで下ろした。


    　エミリーが食べ始めたので、俺と美佳も弁当に[image: ]を伸ばす。


    「えーと……」


    　どれにしようかと行儀悪く迷まよい[image: ]ばしをしたが、まずは鶏の唐揚げに手をつけた。


    　一口サイズの唐揚げを口の中に放り込む。


    「……う、うまい……！」


    　深夜に作った、と言っていたから、それから随分時間が経たっていることになる。にもかかわらず、アシュリアの唐揚げは水分を含んでベチャベチャにもなっていなければ、ベタベタの油まみれにもなっていない。味もしっかりついており、実にお弁当向けの唐揚げと言えた。


    　他のおかずにも手を伸ばしてみる。


    　卵焼きも、煮物も、付け合わせのおひたしも、申し分ない味だった。


    　本を見ただけで、初めて知った料理をここまで作れるというのは本当にすごい。


    「美み佳か、頼むから妾わらわに勉強を教えてくれぬか。このままでは追試、補習、留年の危機じゃ」


    　俺おれが感心しながら弁当を食べている間に、エミリーが先ほどの頼みを再度美佳にしている。


    「私が……」


    　美佳の[image: ]が止まり、顔が曇る。


    　何を迷っているのだろうか。面めん倒どうくさいから？　いや、美佳ならそんな理由でもはっきり言うだろう。口ごもるというのは、非常にらしくない。


    「姫様、別に勉強などしなくても、魔術でテストを細工すればよろしいではありませんか」


    　美佳がどう返答しようかと思い悩んでいる隙すきに、横からアシュリアがとんでもないアドバイスをささやいた。


    「む……。確かに、この高校に転校する時は魔術を利用したが、あれは緊急時じゃったからそうしたまでじゃ。できれば、あのような卑ひ怯きような手段は使いとうない」


    「姫様、人間ごときの学校にそこまで真ま面じ目めに取り組む必要があるとは思えませんが。午前中、姫様を見守りながら授業も少し見ましたが、決して高度な内容とは思えませんでした」


    「アシュリア」


    　なおも裏技を勧めようとするアシュリアに、エミリーがピリッと鋭い声を発する。


    「ガルムト魔王の娘ともあろう者が、そのような手を使って人間界の学校のテストを切り抜けようとするのは、情けないことだとは思わぬのか？」


    「申し訳ありません。ですぎたことを言ってしまいました」


    　それだけで、アシュリアは平伏し、黙り込んでしまった。


    「のう美佳」


    　侍女を静かにさせたエミリーが美佳に向き直る。


    「このようなことを頼めるのはお主だけなのじゃ。弘こう毅きはこのようなことには不向きじゃろうし、クラスの者には頼めぬ。下へ手たに頼んで、妾がまっとうではない手段でこの高校にやってきたのが露見してしまうのは非常に具合が悪い」


    　彼女の言うことはもっともだ。たとえば、高校生なら知っていて当然の公式を知らないことがばれてしまったとする。誰だれだって、どうして筝そう月げつ高校に転入できたのだろうと疑問に思うだろう。エミリーは海外からの転校生ということになっているが、それでもある一定以上の学力がないとおかしい。


    　だが、その一方で、何がなんでも美み佳かに頼らなくてはいけないという状況でもない。いくら俺おれが人に教えるのに不向きとはいえ、まったくできないというわけではない。ポイントとなる箇所を指摘するくらいのことはできるつもりだ。それに、今のエミリーの側そばにはハイスペック侍女のアシュリアがいる。彼女なら人間界の勉強を全然知らなくても、一日あれば人に教えるくらいの知識を獲得できそうだ。


    　同じ家に住んでおらず、本来敵対関係にある天使の美佳じゃないとどうしてもだめ、というわけではない。


    　にもかかわらず、エミリーは「こんなことを頼めるのは美佳だけ」と言っている。


    　妙といえば妙だ。


    「…………」


    　黙々とお弁当を食べながら成り行きを見守る俺は思った。


    　多分、エミリーは美佳に頼りたいのだ。


    　その理由は、エミリーが生きつ粋すいの妹で、美佳が姉あね気質かたぎだからだと思う。


    　エミリーは幼い頃ころから姉のアクマリナや侍女のアシュリアにべったりだったという。ノーマルモードとかドＭモードとか、そういう性質を語る以前に、もっとも基本的な部分に『妹』という要素があるのは疑いようがない。


    　美佳は美佳で、小さい時から俺より遅く生まれたくせに姉ぶってきた。


    　姉と妹。


    　天使と魔族ということをのぞけば、二人はものすごく相性がいいのではないだろうか。ひょっとしたら、弟っぽさがない──と自分では思っている──俺よりもエミリーのほうが美佳と相性がいいかもしれない。


    　結構なことだが、それはそれで、ちょっと寂しい気もする。


    「……わかったわ」


    　俺がモヤモヤと下らないことを考えている間に、美佳は仕方なくといった感じではあるが、エミリーの頼みを了承することにした。


    「教えてあげる。ただし、一つ条件があるわ」


    「じょ、条件？」


    　どんな条件をつきつけられるのだろうと、エミリーの背筋がピンと伸びる。


    　が、美佳が提示した条件は思いがけないものだった。


    「料理や他の家事も覚えなさい。昨日、料理を教える約束をしたけど、アシュリアが来たせいでうやむやになっちゃってるでしょ」


    「料理……？　あ、うむ、確かにそうじゃった。アシュリアが来てくれて、しっかり忘れてしまっておった」


    　傍かたわらで背筋正しく正座している侍女を見る。


    「じゃが、アシュリアがおる以上、妾わらわが料理をする必要はないと思うのじゃが」


    「それでもよ」


    　美み佳かが、アシュリアが作った卵焼きを口に運ぶ。


    「いつも側そばにいるわけじゃないでしょう？　実際、この一週間はいなかったわけだし」


    「むう……」


    　美佳の指摘にエミリーはちょっとうなったが、すぐに、そうかもしれないとこくんと頷うなずいた。


    「わかった。では、勉強と料理を教えてくれ」


    　ぺこりと頭を下げる。


    「いいわ、それじゃ教えてあげる。今日は金曜だし、泊まり込みで特訓するわよ」


    「うむ！」


    　美佳の言葉に、エミリーは元気よく頷いた。


    　そんな彼女が、姉といられることが嬉うれしい妹のように見えるのは、錯覚だろうか。


    



    



    「──私もそうだったけど、エミリーにとっては物理ってまるっきり興味のないことでしょう。私たちは、こっちで言うところの力学なんか無視できる力を持っているんだから」


    「うむ、物体の運動とエネルギーの関係と言われてもさっぱりじゃ」


    　放課後、いつもはエミリーがゴロゴロしている江え本もと家けの畳の部へ屋やに折り畳み式のテーブルを運び込んで、エミリーが美佳に物理を教わっていた。


    　美佳は一から教えるつもりのようで、教科書を開いて、ポイントを指差しつつ、丁てい寧ねいに講義している。


    　俺おれもテーブルの隅で問題集を開いていたが、さっぱりやる気になれず、美佳の声ばかりが耳に入ってきてしまう。


    「でしょうね。でも、ものすごく根元のところでは私たちの力と物理力学って同じなのよ。エネルギーを与えると、その結果、物質に変化が起きるってこと。違いは、私たちの力は大ざっぱで感情とか素質とかに左右されるけど、こっちの世界の力はきっちり数値で計測できて、感情とか素質とかそういうものに左右されないってこと」


    「ふむ」


    　それから美佳は、実体験を交まじえて人間界の力の法則を教えていった。


    　エミリーは、ふんふんと頷きながら素直に受講している。


    　あの調子で真ま面じ目めに勉強すれば、少なくとも赤点ということはないだろう。


    　それだけだったら、よかったよかった、ということになるのだが、


    「……姫様が天使とあのように仲良く勉強をなされるなんて……」


    　一人嬉うれしくなさそうなのがいる。アシュリアだ。


    「幼い頃ころより姫様の教育係はワタクシと決まっているのに、どうして天使なんかにその座を奪われなくてはならないのですか……」


    　耳をすませば、歯ぎしりが聞こえてくる。


    　いっそのことどこかに行って掃除でもしてくれると助かるのだが、侍女馬ば鹿かなアシュリアはエミリーの勉強をこっそりと見守り続けるつもりのようだ。


    「数日時間をいただければワタクシがお教えするものを……」


    　慣れない正座をしながらぐちぐちと文句を垂れ流すその様よう子すは、どう見ても陰気くさく、見ているこちらも湿っぽい気持ちになってくる。


    「そもそも、どうして人間界の知識を姫様が学習しなければならないのですか……」


    「そりゃ、今は人間界にいるんだから当然だろ」


    　思わず、アシュリアの独り言に反応してしまった。


    　すると、ジロッと睨にらまれた。


    「姫様は今は人間界に潜んでいらっしゃいますが、いずれ王として魔界を統治する方です。人間界の知識なんて不必要です」


    「うん、まあ、そうかもしれないけど、今は人間界にいるんだし、人間界の高校生なんだし、勉強はしといたほうがいいんじゃないのかなって思うんだけど」


    「そうだとしても、ワタクシに頼ってくださればいいものを……」


    「えーと、アシュリアはこっちの世界の勉強知らないんだから仕方がないじゃないか」


    「だから、ワタクシに数日時間をいただければ……」


    　いかん、話が微妙にループしつつある。同じことを何度も繰り返すおばあちゃんの愚痴みたいだ。寺の息子むすこなので年寄りと話す機会は多いが、あれは結構な苦行である。慌てて話の方向を変えることにした。


    「まあまあ、適材適所ってものがあるし、アシュリアには他にやるべきことがあるって」


    「たとえば？」


    「たとえば……掃除とか」


    　昨日、アシュリアが掃除してくれた場所はピカピカだった。


    　それを褒ほめたのだが、彼女の顔は暗いまま変化しない。


    「ワタクシは、掃除なんかよりも、姫様のお世話のほうが好きなのです」


    　アシュリアの考えは一貫している。


    　ご立派、侍女の鑑かがみだ。


    　だが、その一方で面めん倒どうくさい性格とも言えた。


    「だ、だったら、美み佳かがエミリーを見てくれている間に、アシュリアは休憩するなり好きなことをするなりしたらどうだ？　人間界に来たの初めてだろ？　だったら、観光するとか」


    「興味ありません」


    「……そうですか」


    　これはもう放っておくしかないと俺おれが白旗を準備し始めた時だった。


    「──アシュリア」


    　エミリーが顔を上げ、侍女の名前を口にした。


    「はい、姫様！」


    　途と端たんにアシュリアは主人に呼ばれた忠犬みたいにはしゃいでパッと立ち上がる。


    「うるさい。静かにしておれ」


    「……はい」


    　飼い主に捨てられた飼い犬のようにしょんぼりとしながら、また座り込む。


    「…………！」


    　無言で俺を睨にらんできた。


    　エミリーに怒られたばかりだから一言も発しない。だが、何を言いたいかは手に取るようにわかる。お前のせいで怒られたではないですか！　といったところだろう。


    　完全に逆恨みだと思うんだけどな……。


    　そうは思ったが、口にはしない。言えば、火に油を注ぎ込むのは明らかだ。


    　エミリーが真ま面じ目めに勉強するようになったのは実にいいことだ。なのに、アシュリアのご機嫌が斜めになってしまっている。


    　なんというか、世の中ままならないものだ。


    　俺はテーブルに頰ほお杖づえを突きながら深々と嘆息した。


    



    



    　二時間ほど勉強した後、夕食の準備を兼ねて、美佳による料理教室が始まった。


    　今度こそは自分が教えようと、アシュリアは意気込んで袖そでまくりをしたが、


    「アシュリアじゃと妾わらわを甘やかしそうじゃ。それでは身につかぬ。美佳のほうがいい」


    　とエミリーに断られてしまった。


    　そう言われた時のアシュリアの落ち込みようったらなく、勇気を出して告白したのに振られた女子中学生のようにがっくりして、台所の隅で膝ひざを抱えてしまった。実年齢はともかく、見た目も中学生くらいなので、その様はある意味似合っていたが、しっくりきすぎていて、いたたまれなくもあった。


    「落ち込むなって。ええと……美佳が教えるのは基本だから、基本をマスターしたら、アシュリアに教えてって頼んでくるよ」


    「うるさい。あなたなんかに慰なぐさめられたくありません。放っておきなさい」


    　ポンと肩を叩たたこうとしたが、手をはたかれてしまった。


    　放っておけと言われてもな……。


    　放置したら放置したで恨まれそうな気がする。


    　こういう時、どうすればいいのかわからなくて、体育座りをしているアシュリアの目の前をウロウロするしかできなかった。


    「……にしても、美み佳かの奴やつ、本当に面めん倒どう見みがいいよな。勉強だけでなく料理まで教えるなんて」


    　わざとらしくそう言ったのは、アシュリアに美佳のいいところを知ってもらって、恨みを少しでも和らげようと思ったからだ。


    「は？　何を寝ぼけたことを言っているのですかあなたは」


    　なのに、アシュリアにとんでもないものを見るような目で見られてしまった。


    「え？」


    　きょとんとすると、アシュリアは信じられないと嘆息しつつ言ってくる。


    「どう考えても、あなたのためでしょう。姫様が料理を作れるようになれば、あなたの外食の頻ひん度どは下がります。外食ばかりの食生活は健康によくありませんからね」


    「俺おれ……？」


    　思いがけないことを言われ、知らず自分の顔を指差してしまう。


    「そういえば、そういうことを言っていたような気もするけど、でも、それが一番の目的ってことはないだろ」


    「バカですね、あなたは。それが一番の目的ですよ」


    　アシュリアが現れる前に美佳がエミリーに料理を教えるという話をしていた時、美佳は「弘こう毅きの食生活も改善されるから」とは確かに言っていた。でも、おまけ的要素だと思っていた。


    「あの天使は、あなたに好意を抱いているのでしょう？　あの天使から見て、姫様は自分が好きな男の家に同居する、最大の脅威です。そんな姫様に女の武器たる料理を教えるなんて、敵に塩を送ると同義です」


    「…………」


    　昨日までなら、エミリーとはそんなんじゃない、と否定できていたが、セルフスカートめくりにドキドキしてしまったことを思い返すと、今は首を横に振れそうにない。


    「もちろん姫様は、あなたなんかなんとも思っておりませんし、あなたがおかしなことをしようとしたらワタクシが即刻処刑しますが！」


    　一言強い口調で差し挟んでから、アシュリアは続ける。


    「しかし、あの天使から見て姫様がライバルなのは確かです。ライバルに有利になるようなことをしたいはずがありません」


    「……なんだか、えらく説得力あるな」


    「ワタクシも女ですから」


    　見た目と違い、年季を感じさせる言葉だ。


    「とにかく、普通はあの天使が姫様に料理を教えるはずがありません。にもかかわらず、教えている。これは、あなたのためですよ。姫様が料理を作れるようになれば、あなたの食生活が改善される。それを期待して、あの天使は教える気になったんです。……ワタクシは、あなたのために作る気になんてなりませんからね」


    　最後にアシュリアは薄く笑った。


    　昔、美み佳かに「これから私がご飯を作ってあげようか？」と言われたことがある。


    　じいちゃんとばあちゃんに続き、父さんと母さんも亡くした時のことだ。中学校に上がったばかりだった俺おれにまともな生活力があるはずがなく、美佳はそれを心配して、少しは助けになろうと思ってそんなことを言ってくれたのだろう。


    　だが俺は、それを断った。


    　自分一人でもなんとかできるという自信もあったし、女の子に毎日ご飯を作ってもらうなんてなんだか恥ずかしかったからだ。毎日女の子が自宅に来るなんて、通い妻みたいではないか。友達にからかわれるのが目に見えていた。だから断ったのだ。


    　その時美佳は、「そっか。じゃあしっかりね」と言って、それっきり同じことは言わなくなった。だから、もう気にしていないのだと思っていた。


    「のう美佳、この包丁という道具よりも爪つめのほうが切りやすいのじゃが……」


    「人間界の料理方法に『爪で切る』なんてないわよ。それから、爪のマニキュア取りなさい。不衛生よ」


    「むぅ……」


    　エミリーの危なっかしい包丁使いを見守る美佳の横顔を、そっと窺うかがう。


    　アシュリアの言っていることが正しいとしたら、美佳はずっと俺の健康を心配していたのではないだろうか……？


    「ん？　どうかした？」


    　俺の視線に気づいた美佳が振り返る。


    「もうちょっと待ってね。できたら、試食を兼ねてご飯にしちゃいましょ」


    「あ……うん」


    　もし、そうだとしたら、ものすごく悪いことをしたのではないだろうか。


    　チクリと罪悪感が胸を刺した。


    



    



    　美佳の言うとおり、程なくしてエミリーの料理は完成した。


    「できたー！　妾わらわにもできた！　妾にもできた！」


    　積み木の家ができた子供みたいにぴょんぴょん跳ねてはしゃぐ。


    　エミリーが作った料理は、ブリの照り焼き、酢の物、きんぴら、わかめと豆腐のみそ汁、ご飯とオーソドックスな和食だった。


    「渋いの作ったな」


    　勉強に使っていたテーブルに並ぶ料理のラインナップを見て、そんな感想を漏らした。エミリーも俺おれと同じ食生活なので外食ばかりである。こういう料理を食べたことはないはずだ。


    　美み佳かに目を向けると、


    「まずは定番を覚えさせないとね」


    　と肩をすくめた。


    　確かに定番だが、先ほどアシュリアにあんなことを言われたので、健康に気を遣つかって和食を教えたのではないだろうかと勘かん繰ぐってしまう。


    「──じゃあ、いただきます」


    　四人でテーブルを囲んで合がつ掌しようし、試食兼夕食が始まった。


    「あ、味はどうじゃ？」


    　味の評価が心配らしい。エミリーが、怖こわ々ごわ聞いてくる。


    「……うん、まあ、中の下かな」


    　それが正直な感想だった。


    　味付けは美佳がチェックしてくれたからか、きちんとしている。みそ汁はしっかり出だ汁しが効いているし、酢の物が酸っぱいし、照り焼きもちゃんと醬しよう油ゆと砂糖が効いた味となっている。


    　だが、野菜の切り方はガタガタで、みそ汁に浮いている豆腐も半分以上崩れてしまっている。ご飯も水加減がおかしいのか固くて芯しんがあった。


    　食べられないほどまずい料理ではないが、食感がマイナスとなっておいしいとは言えない。


    「むう、その程度の評価か」


    　エミリーが悔しそうに唇くちびるをへの字に曲げる。


    「弘こう毅き！　なんということを言うんですか！　姫様の手料理を食べられるなんて、普通はあり得ないことなのですよ。その幸運をかみしめながら食すのが礼儀というものでしょう」


    　案の定、アシュリアが怒り始めた。


    「けど、微妙なもんは微妙だし。正直に感想を言わないと上達しないだろ。大体、生まれて初めて作った料理なんだから、完璧でなくて当然だ。こんなものだろ」


    　噓うそを言ったほうがいい時もあるが、今はその時ではない。正直に言ったほうがエミリーのためだ。


    　エミリーもそれはわかっているのだろう、なおも怒ろうとするアシュリアを止めた。


    「アシュリア、よい。そのあたりにしておくのじゃ」


    「で、ですが姫様、このような不敬者に好き勝手言わせるなど……」


    「じゃが、言うておることは間違ってはおらぬ」


    　自分で作った太さが均一でないきんぴらを口に運ぶ。


    「……うむ、火の通り具合がバラバラで食べにくい。まだまだじゃな。アシュリアのほうが何十倍もうまい」


    　少し悔しそうにうめく。


    「姫様、そのようなことは……」


    「いや、事実は事実じゃ。じゃが、いつまでもこのような味のままでいるつもりもない。見ておれ、次の料理はもっとうまいものにしてやるからの」


    　[image: ]はしと一緒に拳こぶしを握り、決意を新たにする。


    「人間界では、小学校から家庭科って授業があるんだから。エミリーは今まで誰だれからも教わっていないんでしょ？　なのに、これだけできたら大したもんよ」


    　みそ汁を飲みながら美み佳かがエミリーを褒ほめた。


    「そ、そうかのう？」


    「少なくとも、小学校の時の私よりははるかに上じよう手ずよ。まあ、少しずつ上達していきましょ」


    「うむ！　これからも教えてくれの、美佳」


    　エミリーが美佳に頭を下げるのを見て、なんとも悔しそうにやけ食いをするアシュリア以外はつつがなく試食兼夕食は終わった。


    「あ、食器洗いは俺おれがやるから」


    　ただ食べるだけでは申し訳ない。食べ終えた食器を台所に運ぶ。


    「では、妾わらわは勉強を再開するかの」


    　食休みもしていないのに、エミリーが勉学心を燃やしている。テーブルの空いたスペースにさっそく教科書とノートを広げ始めた。


    　一体どうしたんだろうかと心配したくなるほどだ。そんなに赤点が恐ろしいのか。


    　ああいう姿を見させられると、俺も勉強しなくちゃいけない気がしてくるから困ってしまう。


    「──あれ、これは？」


    　あとで教科書でも読もうか、などと考えながら食器を運び続けていると、台所のテーブルにラップがかけられた一食分の料理が置かれているのに気づいた。


    　作りすぎたのだろうかと首を捻ひねっていると、


    「ああ、それは私が作った分よ」


    　同じく食べ終えた食器を運んでいた美佳が何気なく答える。


    「エミリー、口で言うだけじゃなかなか理解してくれなかったから、実際に作ってみせたのよ」


    　なるほど、そういう理由でもう一食あるのか。


    「これ、どうするんだ？」


    「そうね、明日の朝に私が食べるわ」


    　俺おれがやると言ったのに、美み佳かが制服の袖そでをまくって食器洗い用のスポンジに洗剤を含ませる。


    「……これ、俺が食べていいか？」


    「え……？　別にいいけど……。たった今ご飯食べたばかりじゃない」


    「いいんだ」


    　胃袋を心配する美佳に軽く手を振り、ラップをはがす。


    「いただきます」


    　美佳に聞こえるようにしっかりと合がつ掌しようしてから[image: ]はしを手に取った。


    「……おいしい」


    　半分ほど食べてから、自然にそんな感想が口からこぼれる。


    「ありがと。でも、先生が教え子より下へ手ただったら問題よね」


    　食器をガチャガチャと洗いながら美佳が笑顔で応じる。


    　……そういう意味で、言ったんじゃないんだけどな。


    　もちろん、料理初挑戦のエミリーよりおいしい。だが、それだけではなく、お腹なかいっぱいの状態で食べてもおいしいと感じたのだ。


    　今日は、三人の女の子の料理を食べた。


    　アシュリア、エミリー、美佳。


    　その中で、一番おいしい。


    　料理超初心者のエミリーをのぞけば、アシュリアか美佳のどちらかだ。


    　たぶんアシュリアの料理が一番おいしいという人の方が多いだろう。だが、俺には美佳の料理のほうがおいしいと感じられた。


    　アシュリアの料理は料理本やテレビを参考にしたせいか非常に平均的な味付けだった。万人受けしやすいという意味では素す晴ばらしいが、その一方で特徴らしい特徴はなかった。


    　対して、美佳の料理は、照り焼きの甘みが少し強かったり、酢の物の酢が弱かったりしていて、味にばらつきがある。


    　だが、俺は甘いほうが好きだし、酸っぱいのは苦手だ。


    　要するに、美佳の味付けが俺の好みと合致しているのだ。


    　美佳が俺に合わせてくれたのか、美佳の味の好みも俺と同じだったのか、それはわからない。


    　だが、美佳の料理が俺の好みと合っているのは事実だった。


    「……ごちそうさま」


    　ちょっと味見するだけのつもりだったのだが、結局全部食べてしまった。


    「弘こう毅き、お腹空すいてたの？」


    　料理を全部空にしたのを見て、食器を洗う美佳が目を丸くした。


    「うん、まあ……」


    　曖あい昧まいに相づちを打ちながら、パンパンになったお腹をなでる。


    　……四年前、変な見栄を張らなかったら、これをたくさん食べられたのか。


    　それを考えると、もったいないことをしたなと、思わないでもない。


    



    



    　胃が重い。まあ、エミリーと美み佳かが作った料理二人分を食べたのだから当然といえば当然だ。あとでこっそり胃薬を飲んでおこう。


    「ピース探し、どうするかな……」


    　つぶやきながら、真ま面じ目めに勉強しているエミリーを眺める。


    　いつもなら外食した後、そのまま散歩ついでにピースを探すというのが流れなのだが、今日はエミリーが勉強モードになっているので、ピースを探しに行くぞと水を差すのは気が引けた。


    　俺おれ一人では魔力を感知できないから、ピースがどこにあるかわからない。ごくごく近くまで行けば右手が光ってくれるが、そうそううまいこと発見できるとは思えない。


    　やはり誰だれか魔力を感知できる人物が必要だ。


    　第二候補は、エミリーと同じく魔族のアシュリアだが……。


    「……無理だな」


    　勉強をし始めたエミリーの傍かたわらに正座し、問題に取り組んでいる様をジッと眺めている。とても動きそうにない。


    　毎日のように襲撃してくる魔族を考えると焦りもあるが、今日ばかりは諦あきらめたほうがよさそうだ。


    「弘こう毅き、どうかした？」


    　結局、食器洗いまでしてくれた美佳が、手を拭ふき拭きやってきた。


    「え？　ああ、今夜のピース探しは中止したほうがいいなと思ってたんだ」


    「そうね、エミリーは随分勉強やる気みたいだし」


    　廊下からそっと部へ屋やの中をのぞき込む。


    「あいつ、追試や補習や留年がかなり怖いらしい」


    「生まれて初めてのテストに身構える気持ちはわかるわ。私も緊張したもの」


    　その時のことを思い出したのか、苦笑気味の笑いを漏らした。


    「俺はそこまで真剣にテストについて考えたことないけどなぁ。でも、あれだけ頑張っているのを邪魔するのはよくないし、今晩はピース探しはやめよう」


    「そう……あの、もしよかったら、私が手伝ってあげようか？」


    　少し考えた後、美佳がそんな提案をしてきた。


    「美佳が？」


    「私は魔族じゃないからエミリーたちほど敏感じゃないけれど。どうかしら？」


    「どうかしらって、それは……」


    　ありがたくないわけじゃない。俺おれは魔王の力を早くて手に入れたい。だが、今日は美み佳かにいろいろさせている。


    「別に今日一日くらい休んでも──」


    「ダメよ」


    　──いいだろ、と言いかけたが、美佳の言葉に遮られてしまった。


    「いつまでも私やエミリーが弘こう毅きを守れるとは限らないんだから、ピースは回収できる時にしとかないと」


    「あ……うん」


    　正論ではあるが、こんなに強く言われるとは思わなかった。目をぱちくりさせてしまう。


    「アシュリア、私たち、少し外出してくるわね」


    　勉強をしているエミリーではなく、侍女のほうに美佳が声をかける。


    「そうですか。ワタクシは姫様のお側そばにいるのでご自由に」


    　アシュリアはそう言っただけで微動だにしない。『王の箱ジリオン・デイマイズ』よりもエミリー、なのだろう。


    「じゃあ、いってきます」


    　勉強に集中しているエミリーに気を遣つかって静かに家を出る。


    「ええと、どこに行けばいいのかしら」


    「いや、特に当てなんかないけど」


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースをバラバラに隠したのはばあちゃんだが、『ここにピースが埋まっています』なんて地図を遺のこしてくれたりはしていない。なので、いつも適当に歩いて、発見できたら封印解除、という流れとなっている。


    「そっか。だったら、私が感知できるかどうかにかかっているわけね」


    　美佳が緊張でごくりと唾つばを飲む。


    「いや別にそこまで固くならなくてもいいだろ」


    「ダメよ。さっきも言ったでしょ、できるだけ急がないと。いつまでも、私やエミリーが弘毅のことを守れるとは限らないんだから」


    「それはそうだけど……」


    　その可能性はあるが、美佳は小さい頃ころからずっと一緒だ。彼女がいなくなるなんて想像できない。


    「…………」


    「ピース、ピース……」


    　俺が美佳のいない日常を想像することに失敗している傍かたわらで、彼女は首をあちこちに向けながらピースを探そうと懸命になっていた。魔王の力を求めている俺よりも必死に見える。


    　やっぱり、美佳は何かおかしい。


    　数日前に迫ってきた時には、ピースの封印は解くな、と言ってきた。なのに、今は積極的に探している。


    　何かあったのかと聞きたくなったが、あまりに懸命にピースを探している美み佳かの邪魔をするのが躊躇ためらわれてしまった。


    　そして、俺おれたちはピースを探している間中、一言も言葉を交わさなかった。ピースを発見することもできなかった。


    「ごめんなさい。私の感知能力が低いから……」


    　ピース探しが失敗に終わってから、美佳が深々と頭を下げてきた。


    「謝るなよ。見つからないことはいつものことなんだから」


    　無む駄だ足あしになったピース探しは今晩だけではない。


    「ごめんなさい。ごめんなさい……」


    　だというのに、美佳は何度も何度も、しつこいくらい謝ってきた。


    　こんなに謝る美佳を、俺は生まれて初めて見た。

  


  
    　六章　白の傲慢


    



    「なんか今日は疲れた……」


    　空振りに終わったピース探しから帰って、俺は一人でぼやいた。


    　大したことをしたつもりはないのだが、妙に体が重い。夕飯を食べすぎたからだろうか。


    　ピース探しから帰った俺は、さっさと風ふ呂ろに入って、整腸剤を飲んで寝ることにした。


    　自室に戻る前に、おやすみの挨あい拶さつだけはしておこうと居間に向かう。


    「エミリー、俺はもう寝るからな。あんまり無理するなよ」


    　居間のテーブルではエミリーがいまだにカリカリとシャーペンを走らせていた。俺と美佳がピース探しをしている間もずっと勉強を続けていたのだろう。


    「うむ、おやすみ弘こう毅き」


    　エミリーは顔を上げずに挨拶をしてきた。


    「寝るのならばさっさと消えてください。姫様の勉学の邪魔をしないでいただきたい」


    　エミリーの後ろでじっと見守っているアシュリアも、こちらを見ようともせずに声だけで追い払おうとする。言われなくても、早々に退散するつもりだ。


    「……あれ？　美佳はどこだ？」


    　居間を出ようとして、幼なじみの姿がないのに気づいた。てっきり、ここにいると思っていたのだが。


    「天使ならば、姫様にやるべき問題集のページを指定した後、一度家に帰ると言って出ていきました。適当な部へ屋やで寝るから、あなたはさっさと寝なさいと言づてを受けています」


    「そっか。ならいいんだけど」


    　女の子だから、色々と必要なものもあるのだろう。俺おれは深くは考えず、伝言を受け取り、自分の部屋に戻った。


    　三つに折っている布ふ団とんを部屋の隅から中央にまでズルズルと動かし、広げる。それの上に寝転がると、ようやく人ひと心ごこ地ちついた気分になった。大きく息を吐き出し、目を瞑つむる。


    　疲れているから、夢も見ないでぐっすり眠れると思った。


    　実際、俺は十分も経たたないうちにトロトロと眠気に誘われ、眠りに就いた。


    　──どのくらい時間が経った頃ころだろうか。


    　寝る気満々だった俺の体内時計は機能停止していて、よくわからない。多分、それほどの時間ではないとは思うのだが、俺は不意に目を開けた。体は眠らせろと訴えてくるが、何か気け配はいを感じたのだ。


    「み、美み佳か……!?」


    　パチリと目を開けると、暗がりの中にパジャマ姿の美佳が枕まくらを抱えて立っていた。


    　ほとんど反射的に、掛布団を摑つかんだまま、彼女から離れようとしてしまう。


    「ダメだ。来るな。別の部屋で寝てくれ」


    　ここ最近の彼女の言動を鑑かんがみるに、夜よ[image: ]ばいに来たのだと思ったのだ。そして、最近の俺を鑑みるに、その誘惑に負ける可能性が非常に高い。


    「あ、あの……なんだか寝られないの。一緒に、寝てくれない、かな」


    　恥ずかしそうに、赤らめた顔を枕で隠しながら言ってくる。だが、俺は首を縦に振る気にはなれなかった。嫌でも頭の中で昨夜の出来事が再生されるのだ。


    「ダ、ダメだ。今日はあんな風に流されないぞ」


    　毎度毎度流されているからなんとも説得力に欠けるが、少なくとも今は美佳とエロいことをしようとは微み塵じんも思わない。身構えつつ、ブンブンと首を横に振って拒絶する。


    「違うわよ。その……一緒に寝たいだけなの。昨日みたいなことはしないから」


    「……本当か？」


    　ここ最近の彼女の所業を思い返すと、つい、疑り深くなってしまう。


    「信用ないなぁ、私。本当よ。約束する。もし変なことをしたら追い出してくれていいから」


    　寂しそうに笑いながらそこまで言われては、拒めない。


    　握り締めていた掛かけ布ぶ団とんをめくり、美佳が布団の中に入れるようにする。


    　お邪魔します、と言いながら、彼女は入ってきた。風ふ呂ろに入ってすぐにここに来たらしい。彼女の体温はいつもよりも高かった。布ふ団とんの中の温度が少し上がる。


    「……狭いね」


    　美み佳かがポツリと言った。


    「そりゃ、一つの布団に二人はきついだろ」


    　美佳の顔ではなく、暗い天てん井じようを見上げながら俺おれは答えた。まだ警戒心を解いたわけではないので俺の返事はぶっきらぼうなものになった。


    「昔は平気だったじゃない」


    「いつの話をしているんだよ」


    　確かに幼稚園児や小学校低学年あたりの頃ころは一つの布団で寝ても余裕があった。だが、俺も美佳も成長している。


    「そうね」


    　素っ気ない俺の言葉に、美佳はゆるゆると息を吐き出した。


    「大きくなったよね、私たち」


    「そうだな」


    　片足が布団の外に出そうになり、思わず内側に寄せると、美佳の足と触れてしまった。


    　風ふ呂ろ上がりの、しっとりとして温かい足が、俺の足にぴたりと吸い付くように触れる。


    「あ、悪い」


    　たったそれだけでドキリとし、慌てて足を戻そうとする。


    「足を冷やしたら風か邪ぜ引いちゃうでしょ」


    　ところが美佳が足を絡ませて、ぐいと中に引っ張り込んだ。


    「ちょ、ちょっと……！」


    　顔を赤らめて抵抗しようとするが、美佳の足の力は案外強く、俺たちの足は見事なまでに絡み合い、ちょっとやそっとでは解ほどけそうにないくらいになった。


    「五月なんだから、風邪なんか引くかよ」


    「ダメよ、弘こう毅きってば寝相悪いんだから」


    「だから、いつの話をしているんだよ」


    　美佳の足の感触に意識を奪われつつ、表面上だけでも苦い顔を作る。


    　すると、美佳はフフッと笑い出した。


    「そうね、確かに最近の弘毅の寝相はわからないわね。私たち、幼なじみでいつも一緒って言っても、最近は少しずつ離れていっているものね」


    「そりゃあ……それが当たり前だろ」


    　たとえ双子だとしても、ずっと一緒なんてあり得ない。


    「そうね、当たり前。でも、私にはそれが寂しいのよ」


    「……美佳？」


    　笑っていた美み佳かの顔が急激に曇っていくのが、暗い部へ屋やの中でもわかってしまった。


    「どうしたんだよ。何かあったのか？」


    　どうにも美佳らしくない。


    　思わず上半身を浮かせて彼女の顔を見ようとしたが、そうする前に美佳が口を開いた。


    「天使ってね、基本的に不老不死なの」


    「え……？」


    　突然何を言い出すんだろうと戸惑う。


    「驚くかもしれないけど、当たり前のことなの。だって、天使には肉体がないから。天使は天界では魂だけの存在で、人間界に来る時だけ、かりそめの肉体を作るの。天界では、魂だけでフワフワしているだけ。死なないから、のんべんだらりと時間の感覚なんかなく、希薄に生きているの。一日も、一年も、百年も、天使にとってはあまり大差ないの」


    　天てん井じようを見上げたまま、美佳は続ける。


    「ただただ生きているだけ……。でも、人間は違う。一日一日を大切に生きて、刻一刻と成長していく。弘こう毅きの側そばで人間として生きる私は、その成長を弘毅と一緒に実感できた……。それは、天使のままだったら絶対に得られない幸せだった」


    　人間として生きる幸せ、か。それは天使である美佳ならではの実感だろう。


    「お父さんとお母さんも、すごく優しくていい人。……私、あの二人の下もとに生まれてきてよかった。……弘毅もそう思うでしょ？」


    「ああ、すごくいい人たちだよ」


    　美佳の両親は、本当によくできた人たちだ。天涯孤独になった俺おれのことを気にかけてくれて、おばさんはよく差し入れをくれるし、おじさんも休日に俺の顔を見に来てくれる。いくら娘の幼なじみだといっても、ああいうことをこまめにできる人はそうはいない。本当に俺を気き遣づかってくれているのだと実感できる。


    「私、弘毅も好きだけど、お父さんとお母さんも好きなの」


    「そりゃ……当たり前の話だろ」


    　子供が親を好きなのは当然のことだ。それをなかなか口に出す奴やつはいないかもしれないが、大抵の子供はみんなそう思っている。わざわざ言うことでもない。


    「…………？　おじさんとおばさんと何かあったのか？」


    　今さらこんなことを俺に言うなんて、おかしい。そう感じた。


    　今度こそ上半身を浮かして美佳の顔をのぞき込む。


    　だが、美佳はちらとも俺のほうを見なかった。そこに何かがあるかのように天井の一点を見つめ続ける。


    「……ううん、何もないわよ」


    「本当か？」


    「うん」


    　美み佳かは俺おれのほうを見ないまま頷うなずく。


    「ならいいんだけど……。何かあったら言えよ。できるだけのことはするからな」


    「……そうね。確かにそうだわ」


    　美佳はそう言ってくれた。


    　けれども、ちっとも俺のほうを見てくれない。触れようともしない。


    　一緒に寝ようと言ってきたのに、美佳の存在が感じられない。


    　足の感触がなければ、本当に美佳が隣にいるのかと疑いそうになる。


    　本当に、美佳は一体どうしたのだろう……？


    　そう思わずにはいられない。


    「なあ美佳──」


    　思い切って、聞いてみようとした。


    「ねえ弘こう毅き、覚えている？　小学二年の夏休み、おじさんたちがお寺の仕事があって旅行に行けないからって、弘毅がうちの家族旅行についてきたことがあったじゃない」


    　だが、美佳はそれを遮さえぎり、昔話を始めた。俺が何を言い出すのかわかっていて、それを聞きたくないかのように、少し早口で。


    　一緒に寝たいと言い出してやってきた。なのに、独り言のように昔話を続ける。


    　やはり、おかしい。


    「美佳……？」


    　尋ねる機会さえ与えられない俺は、隣で寝ながら、彼女の話を聞くしかなかった。


    



    



    　美佳の話を聞きながら、俺はいつの間にか眠りに就いていた。


    　今度こそ朝まで熟睡だ、と思ったのだが、俺はまた目を覚ましてしまった。


    「美佳……？」


    　隣で寝ていた美佳の姿がない。


    　トイレにでも行ったのだろうかと思ったが、しばらく待っても戻ってこなかった。


    　なんとなく、嫌な予感を覚えた。勘なのだが、百パーセント勘だけというわけでもない。今日の美佳は、どこかおかしい。捜しに行ったほうがいいような気がする。


    　むくりと起き出し、美佳を捜しに部へ屋やを出た。


    　さすがにエミリーも勉強を終えて、就寝しているようだった。居間の明かりは消えていて、しんとしている。


    　足音を殺して家中を回ってみたが、美佳はどこにもいなかった。


    　小腹が空すいてコンビニにでも行ったのだろうか？


    　もうそれぐらいしか思いつかない。


    　ジワジワと不安が大きくなってくるが、もう少し待ってみようか。


    「……ん？」


    　とりあえず自分の部へ屋やに戻ろうとした時、頭の後ろの髪を一本だけ引っ張られるようなわずかな引っ掛かりを覚えた。振り返るが誰だれもいないし、何もない。代わりに、今度は前髪を一本だけ引っ張られるような感覚を覚える。


    「壁の向こうに何かある……？」


    　後から考えると、それは天使の気け配はいを察知したからなのだとわかったが、この時の俺おれは自分がそういうことができるほど魔王として成長しているとは気づいていなかった。


    　サンダルをつっかけて、外に出る。


    　九く門もん寺じは観光名所になっている寺と違って非常灯や外灯を設置していない。幸い晴れていて月明かりがあるので、なんとかなりそうだが、少し怖い。


    　そろりそろりとサンダルを履いた足を動かす。


    　俺でさえこんななのに、部外者の美み佳かがこんな夜更けに外出するだろうか。


    　転ばないように慎重に歩いて、家をぐるっと回り込むようにして境内に向かうと、中央あたりでぼんやり光っているものがあった。


    「──だから、少し待ってと言ってるじゃない」


    　あれはなんだろうと前に踏み出そうとした足が、美佳の固い声で止められる。


    「待つ必要など一切ない。君に命令が下された。君は迅速にその命令を実行する義務がある。それだけだ」


    　そして、もう一人の声が聞こえる。若い男のようだが、まるで聞き覚えがない。


    　名前はわからないし見覚えもない相手だったが、少し近づくと、その男の正体がわかった。


    　白い衣を身にまとい、背中からは白い羽が生えている。おまけに、光っている。


    　天使だ。


    　美佳の知り合いか……？


    　それにしては、美佳の表情が硬い。


    「とにかく、もうちょっと待って。私はあの命令に納得したわけじゃないのよ」


    「納得する必要などないだろう」


    　天使の男の声はひどく硬質だ。親しみなど微み塵じんも感じられない。金属めいた調子で、無表情に美佳に向かって言葉を続ける。


    「ここ一週間で魔族が人間界に大量にやってくるようになった要因は明らかに江え本もと弘こう毅きだ。単なる『鍵かぎ』の保有者ならば監視するだけでいい。しかし、魔族を引き寄せるなら排除すべきだ」


    　排除……!?　俺をか……!?


    　排除なんてもったいぶった言葉を使っているが、恐らく殺すということだろう。しかも、それを美み佳かにさせようとしている。


    　驚きよう愕がくして立ち尽くすことしかできなかった。


    「考え直してよ。弘こう毅き自身が悪いわけじゃないじゃない。それに、魔族の全部が全部悪いわけじゃないわ」


    「これは驚いた。高位の天使、ミカルナの言葉とは思えぬ発言。魔族は存在そのものが邪悪。それは厳然たる事実。排除すべきなのは当然ではないか。これは正義だ」


    「そういう言い方……」


    　パジャマ姿の美佳がぐっと唇くちびるをかみしめる。


    　そんな美佳を見て、天使はやれやれとかぶりを振った。


    「早くしなければ、天あま[image: ]つじの両親を処分しなければならなくなる」


    「父さんと母さんは関係ないじゃない！」


    　美佳の声は、限りなく悲鳴に近かった。


    「やめて！　二人は私を育ててくれた親よ!?　それを処分するなんて横暴よ！」


    「育て方が誤っていたから、君は天界からの命令に従わないのだろう。天使をこうも堕落させた罪は贖あがなわなくてはならない。これも正義だ」


    　無む茶ちゃ苦く茶ちゃだ。


    　この天使の言っていることは完全に言いがかりだ。チンピラか当たり屋レベルである。
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    　魔族は悪い奴やつだ。だから殺さなければならない。美み佳かが命令に従わなくなったのは預けた天あま[image: ]つじ夫妻の育て方がおかしかったからだ。だから殺さなければならない。


    　自分勝手で一方的な正義と考え方によって、それにそぐわないものを断罪しようとするその姿勢は、俺おれが想像していた天使とあまりにかけ離れている。気に入らない奴は死刑にする暴君と大差ない。


    　こいつのほうこそ頭がいかれてるんじゃないのか？


    　本気でそう疑いたくなってしまう。


    　大まじめな顔で独りよがりな正義を口にする天使の男に腹が立つ。


    　と同時に、安あん堵どした。美佳の様よう子すがおかしかった理由がわかったからだ。


    　そうか、こいつから無茶苦茶な命令を受けていたから、おじさんとおばさんを人質みたいにされていたから、悩んでいたのか。


    　理由がわかれば、どうということはない。俺は薄く笑みさえ浮かべて、二人に近づいた。


    　先に気づいたのは、男の天使のほうだった。


    「──ほう、ターゲットのほうから来てくれたぞ。ちょうどいい。今から処分するといい」


    　それから、美佳も気づく。


    「弘こう毅き……!?　どうして……？」


    「トイレに起きたんだ」


    　適当な噓うそをつきつつ、ゆっくりと天使のほうに顔を向ける。


    「俺が江え本もと弘毅だ。俺に用があるなら、直接俺のところに来いよ」


    「……似え非せ魔王相手でも自己紹介をするのが礼儀というものか。はじめまして、深しん紅くの魔王のひ孫よ。自分はサマハラという。そうだな、君の隣にいるミカルナの同僚といえばわかりやすいだろうか」


    　やたら偉そうな自己紹介をしてきた。


    「どうやら我々の会話を聞いていたようだな。用件は君だ。君は実に愚かかつ危険なことをしでかした。だから君は排除しなくてはならない」


    「危険なこと？　『王の箱ジリオン・デイマイズ』を集めていることか？」


    　俺の問いに、サマハラの目が細く鋭くなる。


    「それもだが、魔王を名乗ったことだ。あれのせいで、君の命を狙ねらう魔族どもがうようよと人間界にやってくる状況になった。世間知らずなお姫様一匹程度ならば許容範囲内だが、際限なくわくようになっては実に迷惑だ」


    「別に、あんたら天使に迷惑をかけているとは思えないんだけどな」


    「我々が管理している人間界が乱されている」


    「人間界は天使のものじゃないだろ」


    「いいや、我々のものだ。我々がそう決めた」


    　無む茶ちゃ苦く茶ちゃなことを当然のように言う。彼の声には、自分の発言が正しいと信じて疑わない強さがある。傲ごう慢まんこの上ない態度。これが天使だというのか。天使を信じている信者にこのサマハラという天使を見せたら、百年の恋も一発で冷めてしまいそうだ。


    「頭おかしいんじゃないかお前」


    　俺おれの感想は、その一言だった。


    「君よりは正常なつもりだ」


    「自覚症状なしかよ。重症だな。病院行っとけよ」


    「口の悪さだけは魔王級だな、と言っておこう」


    「お前なんかに言われるまでもなく、自分の口の悪さは知っている」


    　言いながら顔を美み佳かのほうに向けると、彼女はつらそうにうつむいてしまった。


    「最近様よう子すが変だったの、こいつのせいだったんだな。どうして言わなかったんだ？」


    　いら立ちと怒りが、どうしても声に含まれてしまう。


    「言ってくれればよかったんだ。姉ぶっているからなんでもため込むのは美佳の悪い癖くせだ」


    「言えるわけないじゃない！」


    　美佳の悲痛な声が夜の静寂をたたき割る。


    「私、弘こう毅きと両親と、どっちを助ければいいのか迷ったのよ!?　悩んで、天てん[image: ]びんにかけて、どっちにすればいいのかってずっと考えちゃってたのよ!?　そんなこと、当の弘毅に言えるわけがないじゃない！」


    　叫びながら、美佳は泣いていた。彼女は、サマハラから命令を受けてからずっと悩んでいたのだろう。


    　だが、そもそもそんな悩みを抱えることが間違いだ。


    「おじさんとおばさんも守ればいいだけの話だろ」


    　さらりと解決方法を教えてやる。


    　だが、美佳は泣きやまない。


    「そんなこと、できるわけないじゃない！　今だって、弘毅一人を守るので精一杯なのに！」


    「だったら、俺はもっと強くなる。そうすれば、俺は守ってもらわなくてよくなる。エミリーやアシュリアにも協力してもらう。そうすれば、できる」


    　簡単なことではない。だが、できないとは思わない。


    　みんなで協力すれば、きっとできる。


    「天使と、魔族のお姫様とその侍女と、魔王の組み合わせだぞ？　これでできないことなんてないだろ」


    　つまらない演劇を見物しているようなサマハラに挑戦的な目を向けてやる。少しは怒るかと思ったが、彼は一切反応しない。


    「ウソよ、そんなの……。絶対無理よ……。気休めにもならないこと言わないでよ……」


    　駄だ々だっ子このように泣きながら首をブンブンと横に振る。


    「できるっつってんだろ！」


    　あまりにも弱々しく、消え入りそうな声に、とうとう我慢できなくなって思い切り怒ど鳴なってしまった。


    「そんなに俺おれの言葉が信じられないか!?　そんなに俺が頼りないか!?　そんなに俺の言うことが適当に聞こえるか!?　お前、十六年間俺の何を見てきたんだよ!!」


    「弘こう毅き……！」


    「俺は無む茶ちやは言っても無理は言わない！」


    　俺は一人で生活できると思ったから、両親が亡くなった後も一人で生きてきた。寂れた九く門もん寺じを復興できると確信しているから僧そう侶りよになろうと誓った。エミリーを助けられると思ったから魔界に乗り込んだ。エミリーを守る一助になると思ったから魔王になると宣言した。


    　無謀や無茶はいくらでもやってきた。失敗したことも山ほどある。見通しが甘かったこともある。だが、やり始める前から可能性がゼロパーセントのことをしたことは一度もない。


    「そんな俺ができるって言ってるんだ。信じろよ！　そうでなくて、何が幼なじみだ！　何が『好き』だ！　美み佳かのほうこそ適当なことを言うんじゃねぇよ！」


    　美佳の額ひたいを拳こぶしでゴンと強めに小突く。


    「あいつのつまんない脅しと、俺の言葉、どっちを信じる？」


    　サマハラと自分を、交互に指差してやる。


    「弘、毅……」


    　美佳の瞳ひとみには、俺の顔が映っている。そこに揺らぎは見られない。


    「私は、弘毅を信じたい……。ううん、信じる。だって、私が好きな幼なじみなんだから」


    　そろりそろりと手を伸ばし、俺の拳を包み込む。


    　優しく、柔らかい。だけど、しっかりと包み込んでくる。


    「よし」


    　俺も美佳の手にもう片方の手を重ねた。互いのぬくもりを共有する。


    「……美佳が泣いたの、あんたのせいだからな。それ相応の責任は取ってもらうぞ」


    　幼なじみの手を握ったまま、わずかに宙に浮いて傍観しているサマハラを睨にらみつけた。


    　ばあちゃんに言われたことだ。女の子を泣かしてはいけない、と。


    「ぶん殴って、土下座させてやる」


    　不良漫画の真ま似ねをして、拳から突き出した親指を地面に向けた。地獄に落ちろ、と。


    「……なるほど。君もミカルナに悪影響を与えていたのだな。魔族を引き寄せる要因ではなかったとしても、排除すべきだ」


    「人の話を聞きやしないな、あんた」


    　勝手に淡々と言葉を発するサマハラに唾つばを吐いてやりたくなった。


    　もうこの天使と会話をしようという気は起きない。言葉は通じるが、意思の疎通はできない。だったら話すだけ無む駄だだ。


    　向こうももう会話する気はないらしい。サマハラはふっと息を吐き、次の瞬間メタリックブルーの鎧よろいを身にまとい、細長い槍やりを手にした。


    「君を排除する。君は害悪だ」


    　俺おれに向けて、冷ややかに言う。


    「させないわよ」


    　すると、美み佳かが俺の拳こぶしを解放し、枯れ枝を拾った。そして、俺の前に立ちはだかる。


    「弘こう毅きが私を守ってくれるなら、私も弘毅を守る」


    　枯れ枝を幅広のもろ刃剣に変換し、パジャマをサマハラと同色の鎧に変換した。


    「天使なのに、天界の意向に背そむくというのか、ミカルナ」


    　サマハラが、ピク、と片方の眉まゆを持ち上げる。


    「そうね。そういうことになるわね。天使失格だわ私」


    　自じ嘲ちよう気味に美佳が薄く笑った。


    「でも、人間としては、こっちのほうが正しいと思うわ」


    　彼女の笑いが、自嘲から、誇らしげなものに変化していく。


    「……できそこないの魔王に加担しようとするのならば、人間としてもどうかと思うがね」


    「魔王が悪って考え方は正しくないわ」


    「いいや、正しい。正しい判断をできていないのは君だ。薄っぺらで根拠のないその者の言葉に無ぶ様ざまに心を揺さぶられ、冷静ではなくなっている」


    　と、そこでサマハラは一度言葉を切った。そして、指をすい、と真横に動かす。


    「その証拠に、君はその肉体を失うのだ」


    　ひどく、断定的な物の言い方だった。


    　そして、その言葉の数瞬後、俺の隣からズブリという嫌な音が聞こえた。


    「え……？」


    　なんの音だろう、と思って俺が首を横に向けるのと、美佳がグラリと俺に寄りかかってくるのは、ほぼ同時のことだった。


    「こう、き……」


    　ついさっき力強い言葉を発した美佳の口から弱々しい声が漏れる。彼女の手から剣がカランと落ち、石畳と衝突する。硬質な音が俺の耳じ朶だを打ち叩たたいた。


    「やら、れたわね……。まさか、私を狙ねらうなんて……」


    「一番の狙いは『鍵かぎ』だ。だが、天界の命令に従わない君も処分しなくてはならない。少し考えればわかることだろう」


    「そう、ね。天使失格ですものね……」


    　二人の天使は淡々と言葉を交わす。きちんと会話は成立しているらしい。だが、俺は二人の会話の意味するところがさっぱりわからず置いてけぼりを食らっていた。


    「美み佳か……!?」


    　意味がわかったのは、美佳の胸に銀色の剣が突き刺さっているのに気づいてからだった。鎧よろいのすき間を的確に狙ねらい、心臓を貫いている。


    「い、いつの間に……!?」


    　驚きよう愕がくする俺おれの前に、白い光がこぼれる穴が出現した。そこから新たな天使が出現する。


    「サマハラ様、成功しました」


    「ご苦労」


    　鷹揚なサマハラに深々と頭を下げる天使を見て、こいつが天界から現れると同時に美佳に不意打ちを食らわせたのだとようやく理解した。


    　怒りで我を忘れそうになるが、こいつらよりも美佳だ。


    　美佳の左胸からずるりと銀の剣が抜け落ち、空いた傷口から血がこんこんと湧わき出す。彼女の白い衣装を汚すだけでは飽き足らず、石畳にも真っ黒な水たまりを作っていく。


    「おい美佳！　しっかりしろよ！　天使の力でなんとかしろよ！」


    　俺は叫びながら、噴き出す血をなんとか押しとどめようと手で押さえる。だが、赤い液体は手のひらなんかお構いなしにドクドクと流れ出し、足元の黒い池をどんどん大きくしていく。
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    　なんだよこれ……！　冗談じゃ、ないぞ。


    　美み佳かの顔が急速に青白くなっていく。血の気と共に生気も失われていくのがわかる。


    　これは、死んでいく人間の顔だ。


    「おい、やめてくれよ。どうして美佳が死ななくちゃいけないんだよ！」


    「ゴメンね……」


    　俺おれが怒ったような声を出すと、美佳は弱々しく謝ってくる。


    「本当に、ゴメンね……」


    「謝るなよ！　謝る前に、怪け我がを治せよ！」


    　美佳は準魔王級の力を持つエミリーと互角だ。すごい力を持っているはずだ。


    　自分の怪我を治すくらい、できないのかよ……？


    「う……！」


    　血に汚れた美佳の手が、自分の剣に伸びていく。


    「違うだろ。自分の怪我を治すことが先だろ……？」


    　俺が止めようとしても、美佳は剣に手を伸ばすことをやめない。


    　懸命に残っている力を振り絞り、手を伸ばす。


    「く……」


    　柄つかに、ちょんと指を触れた。


    　それが、限界だった。


    　くたりと萎しおれた切り花のように、美佳の腕は血だまりの上に落ちる。


    　もう、動かない。


    　ぴくりとも、動かない。


    　それが何を意味するかわかった。だが受け入れられない。だから、美佳の名前を呼ぶ。


    「……美佳？」


    　呼びかけながら、彼女の体を揺する。


    「美佳、返事してくれよ」


    　口は動いてくれない。


    「美佳」


    　手も動いてくれない。


    「美佳ってば！」


    　見開かれた双そう眸ぼうは月の光を反射し続けるばかりで、まばたき一つしてくれない。


    　動かない。全然動いてくれない。


    　小さい頃ころから俺が駄だ々だをこねたら大体のお願いは聞いてくれた。なのに、いくら呼びかけても返事をしてくれない。こんなこと、今までなかった。


    「彼女の命は消えた」


    　腹立たしいことに、サマハラのその言葉が、契機となってしまった。


    「美み佳か……！」


    　涙が、勝手にあふれ出てくる。


    　美佳が、死んでしまった。


    　両親の葬式以来流したことはなかった悲しみの涙がとめどなく湧わき上がってくる。


    　やめてくれ。涙なんか出るな。これじゃ、美佳の死を認めたことになるじゃないか。


    　血に汚れた手で頰ほおをぬぐう。


    　美佳の血で顔が赤くなる。それを涙が洗い流す。赤くなる。洗い流す。それを繰り返す。


    「美佳、美佳、美佳……！」


    　子供のように泣きじゃくりながら美佳の名前を繰り返す。


    　それでも美佳は返事してくれない。


    　美佳は、死んでしまった。


    「天界にいた時のミカルナなら、私が一人だけで人間界に来るなどあり得ないと、すぐにわかったはずなのだがな。やはり、人間界に来て、堕おちたのだな」


    　嘆かわしい、と独白しつつサマハラがかぶりを振る。


    「なんだよそれ……!?」


    　ぴくとも動かなくなった美佳の体を抱きしめたまま、天使を睨にらみつける。


    「同僚を殺しておいて、よくもそんなことが言えるな!?」


    「無知なことを言う。殺してはいない。ミカルナの人間としての体を破壊しただけだ」


    　冷ややかに言いながらサマハラが手をついと動かすと、白い光の穴から、さらなる天使が現れた。ズラズラと、まるでアリの行列のようにどんどん出てくる。


    　やがて、境内の空は百を超える白い翼で埋め尽くされた。


    　その光景を目にした俺おれの中で、怒りがグツグツと煮えたぎる。目に映るすべてのものを破壊してやりたい衝動が溶岩のように湧き上がってきた。


    「同じことだろうが！　美佳の、人間としての命を消しやがって！」


    「勘違いしないでほしい。君が美佳と呼ぶ姿は仮の姿だ。彼女は、ミカルナという天使だ。人間などではない」


    　怒り狂う俺と、無表情のまま淡々と言葉を紡つむぐサマハラ。


    　対照的な二人を、天使の軍団がぐるりと囲む。多勢に無勢で俺を袋ふくろ叩だたきにしようという魂胆なのだろう。


    　闇やみ討うちに、リンチか。


    　散々見下している魔族と大差ないことをしようというのかこの連中は。


    「クズだな、お前ら」


    　美佳の亡なき骸がらを石畳の上に横たえ、すっくと立ち上がった。


    　怒りを視線でたたきつけるが、サマハラはぬかにくぎといった様よう子すで身じろぎもしない。


    「邪悪で力なき者に何を言われようと、心に響かない。報告で聞いて知っている。君は『王の箱ジリオン・デイマイズ』のかけらをいくつか持っているが、ろくに使えないことも」


    「それを知っていて、これだけの人数をかき集めて俺おれを殺そうとするんだな。男らしくサシで来いよ」


    「私が欲するのは『君の死』だ。男らしい勝負など求めていない。それに、相手は君だけとは限らないのでな。慎重になりもする」


    　と、そこで江え本もと家けのほうに目を向けた。


    「弘こう毅き！　美み佳か！」


    　黒いドレスを着たエミリーと、スーツを着たアシュリアが蝙こう蝠もりめいた羽を広げてやってくる。


    「お主らどくのじゃ！」


    　鋭く伸ばした爪つめを振り回し、俺を囲む天使の壁の一角を崩し、輪の中に入ってきた。


    「弘毅、美佳、一体何事じゃ。なぜこのように天使が大勢──」


    　やって来ているのか、とでも続けようとしたのだろう。しかし、俺の腕の中で血まみれになっている美佳の骸むくろを見て、その言葉は消失してしまった。


    「エミリー、美佳が……」


    　その時、俺はどんな表情を彼女に見せていたのだろうか。


    　俺と目が合ったエミリーの表情が凍りつく。


    　が、それはほんの一瞬のことだった。


    「弘毅、邪魔じゃ！」


    　俺の腕から美佳を奪い取り、彼女を境内の石畳に横たえ、手をかざし始めた。赤い光が手のひらから放たれ、美佳の体を覆う。


    「姫様、おやめください！　その術はお体に負担がかかります！」


    　俺にはなんの術なのかわからなかったが、アシュリアにはすぐにわかったらしく、エミリーを制止しようとする。


    「黙れアシュリア。この術は侍女のお主には使えぬであろう。王族の妾わらわが使うしかあるまい」


    「で、ですが、その術は……」


    「わかっておる。単なる時間稼ぎじゃ」


    　時間稼ぎ……？


    「エミリー、美佳を治してくれているんじゃないのか？」


    「違う。そうではない」


    　勝手にエミリーが美佳を助けてくれると思い込み、緩みそうになった俺の心を、エミリーの硬い声が叩たたく。


    「以前言ったじゃろう、妾は治ち癒ゆ術が得意ではない、と。そもそも、美佳はもう死んでおる。生半可な治ち癒ゆ術など無意味じゃ」


    　美み佳かは死んでいる。


    　わかっていたはずだったのに、エミリーに改めて言われて、俺おれの心が凍りつく。


    「じゃ、じゃあ、何をしているんだよ」


    「美佳の魂を体に封じ込めているんです。姫様が今行っておられるのは、王族のみが使える封印術の一種です」


    　エミリーの代わりに、アシュリアが口を開いた。


    「封印……？」


    　アシュリアの言葉を反すうするが、魔術の知識ゼロの俺にそれだけでわかるはずがない。


    「美佳は肉体は人間ですが、魂は天使でしょう。そのため、肉体が滅んだら、魂は普通の人間のように転生したり成仏したりせず、まっすぐ天界に帰っていくのです」


    　そういえば、先程サマハラもそのようなことを言っていた。


    「本当の意味での死を迎えないという意味では利点ですが、一度天界に戻ってしまえば、人間界に戻る術すべはありません。仮に肉体を蘇よみがえらせても、美佳は生き返りません。単なる抜け殻がらとなってしまいます。それを防ぐために、姫様は魂を肉体の外に出さないように封印術をかけ続けているのです」


    　アシュリアの説明は、知識のない俺には少しわかりにくかった。だが、これだけはわかった。


    「えと、つまり、美佳を生き返らせる方法があるのか……？」


    　そうでなければ、魂を滅びた肉体に留とどめておく必要はないはずだ。


    「…………」


    　だが、アシュリアは押し黙るだけで、首を縦に振ってくれなかった。


    「あるはずがない、そんな夢のような力」


    　サマハラが冷ややかな声を投げつけてくる。


    「それとも、お姫様は『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力に期待しているのかな？　魔族は『王の箱ジリオン・デイマイズ』を過大評価しすぎだ。万能な力など、あるはずがない」


    「いいや、きっとある」


    　侮ぶ蔑べつの言葉に、エミリーは力強く反論した。


    「百代にも及ぶ魔王の力の結晶を甘く見るでない。『王の箱ジリオン・デイマイズ』にできぬことはない」


    「完全体ならそうかもしれない、とだけ言っておいてあげようか」


    　エミリーの言葉など微み塵じんも信じていない様よう子すで、サマハラが薄く笑う。


    「しかし、そうだとしても、これまでに回収している『王の箱ジリオン・デイマイズ』のかけらにそんな力はないだろう？」


    「…………」


    　今度は反論できなかった。


    「エミリー、死にかけた俺おれを助けてくれたピースがあるだろ。あれなら──」


    　一つ思いついて、美み佳かの冷たくなりつつ体に触れ、体内に宿るピースの一つに呼びかける。


    　エミリーを生き返らせてくれ、と。


    　だが、何も起きなかった。


    「弘こう毅き、第八十九代魔王のピースはダメじゃ。彼は自身にしか力を使わなかった。ましてや怪け我がではなく、蘇そ生せいとなると……」


    　エミリーが言いにくそうに口を開いた。


    「となると、新しいピースを探すしかないってわけだ」


    　可能性は低い。あるかどうかもわからない。どこにあるかもわからない。宿っている魔王の願望が簡単に叶かなえられるかどうかもわからない。わからないずくしで、見通しは真っ暗だ。でも、可能性はゼロじゃない。


    　だったら、探すしかないだろ！　無む茶ちやは承知の上だ。だけど、無理じゃないなら俺は動ける。


    「お前らどけっ！」


    　取り囲む天使たちに向かって怒ど鳴なる。


    　わずかばかり、天使たちがひるんだ。


    　だが、サマハラは微動だにせず、落ち着いた声音で天使たちに命令を下した。


    「落ち延びた魔王の娘とその従者は今回ターゲットではない。あちらから襲い掛かってこなければ相手にしなくてもよい。『鍵かぎ』のみ狙ねらえ」


    　俺を、手にした槍やりで指し示す。


    「アシュリア、弘毅のサポートをしてやってくれ」


    「お断りします」


    　エミリーが術を施しつつアシュリアに頼んだが、侍女は間髪入れずに主の頼みを断った。


    「天使の言うことは信じられません。姫様がそこから動かれないならば、ワタクシには姫様の警護に専念する義務があります」


    「アシュリア、そのようなこと──」


    「最優先は姫様の身の安全です。いかに姫様のご命令でも、拒否させていただきます」


    　黒い羽を広げ、両手を刃やいばに変える。しかし、エミリーの側そばから動かない。


    「アシュリア、お主は──」


    「いや、それでいい」


    　エミリーはさらに説得を重ねようとしたが、俺がサマハラを見据えたまま遮った。


    「美佳も心配だけど、エミリーも心配だ。だから、アシュリアはエミリーを守ってくれ」


    　相手は平然と不意打ちをするような連中だ。狙いは俺だけという言葉を鵜う呑のみにするのは危険である。


    「……あなたに言われるまでもないです」


    　アシュリアがふんと鼻を鳴らすのを聞いてから、改めて周囲の天使たちを見回す。


    　また多勢に無勢か。


    　先週も一対複数で戦う羽目になった。


    　魔王というのは、大軍を率いて戦うものと思っていたのに、俺おれは一人で戦ってばかりだ。


    　俺は魔王に向いていないのかもな。


    　うっすら笑みを浮かべてしまう。


    　そして、俺は体内に眠る『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースに向かって語りかけた。


    　美み佳かを助けるために、俺に力を貸してくれ、と。


    　美佳の血で赤く染まった俺の体が、赤く燃えた。


    



    



    　勢いよく天使に向かっていったはいいが、善戦したのは最初のうちだけだった。


    　それも、相手が俺の勢いに圧おされたからに過ぎない。冷静になってしまえば大したことなかったと、百の天使たちにあしらわれ続けている。


    　俺は非常に焦っていた。


    　──力が出ない。


    　先週、囚とらわれたエミリーを救い出すために魔界で発揮した魔王の力が出てこない。いくら願っても出てこないのだ。


    　どうしてだよ、ひいじいちゃん！


    　ひいじいちゃんの、ガルムト魔王の力をフルに引き出せば、いくら天使の大軍といえ、敵にすらならない。圧倒的な力で蹂じゆう躙りんし、駆逐できる。魔王の力はそれほどまでに強大なものだ。


    　なのに、その力を引き出せない。


    　いや、まったく引き出せていないわけではない。ゼロであれば俺は非力な人間で、戦うことさえできない。ほんのわずか、恐らく二、三割程度の力は引き出せている。


    　だが、残りの力がどうやっても引き出せない。


    　天使が大きな剣を振り下ろし、俺に斬きりかかってくる。


    　とっさに交差させた両腕に力を込めると、魔力を帯びて硬度を増した体は剣の攻撃をなんとか受け止めてくれた。だが、力そのものは吸収しきれず、後方に大きく吹き飛ばされてしまう。


    「くそっ！」


    　両腕がジンジン痛む。


    　ひいじいちゃんの力をフルに引き出し、体を強化すれば、そもそも受け止める必要もないはずだ。だが、今の俺は確実にダメージを食らってしまう。


    　もどかしかった。


    　勝てるはずなのに、勝てない。苦戦してしまう。負けないように必死に食らいつくのが精一杯だ。


    　視界の端に、地面に横たわる美み佳かと、彼女に向かって必死に術を施ほどこしているエミリーの姿が見えた。


    　早くしないと美佳が危ない。術をかけ続けているエミリーもつらそうだ。


    　いら立ちと焦りが募る。


    　ひいじいちゃん、どうして俺おれに力を貸してくれない！


    　体内にあるひいじいちゃんのピースに向かって呼びかける。


    　俺には魔力がない。そのため、まっとうな方法で『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を引き出すことはできない。


    　方法は一つ、ピースに宿った思念と共感することだ。


    　気が合う、と言い換えてもいい。魔王がピースに遺のこした思念と俺の気持ちが合えば、ピースは力を貸してくれる。一週間前、俺はひいじいちゃんが遺してくれたピースと同じ願いを抱き、力を借りた。


    　ひいじいちゃんのピースに宿っているのは、『エメラルディアを守りたい』だ。


    　その力は圧倒的だった。何百人という魔族をたった一撃で片付けてしまった。


    　あの力が使えれば、天使の奴やつらも恐れることはない。一分もかからず片付けられる。だというのに、その力を引き出せない。


    　当たり前だが、美佳はエミリーではない。よって、『エメラルディアを守りたい』というひいじいちゃんの願望を満たしつつ、力を引き出し、美佳を助けるために戦うということは不可能だ。だが、『大事な人を守りたい』という点で考えれば似通っている。だから、ある程度は力を引き出せると考えたのだ。


    　俺の読みは、ある意味当たっていた。


    　ガルムト魔王の力が俺の中を巡り、人間離れした力がみなぎっている。


    　だが、ある意味では外れていた。


    　俺が期待していた半分も力を分け与えてくれていない。


    　どうしてこれしか分け与えてくれない？


    　俺にとって、美佳もエミリーも同じくらい大切な存在なつもりだ。二人がピンチの時は躊ちゆう躇ちよなく火の中でも水の中でも飛び込める。


    　そう、思っていた。


    　だが現実として、『王の箱ジリオン・デイマイズ』は微々たる力しか与えてくれない。


    　美佳とエミリーの決定的な違いは、家族かそうじゃないか、血がつながっているかどうか。それだけだ。たったそれだけ。


    　血縁。


    　エミリーとはそれがあり、美佳にはそれがない。


    　美佳とは、家が近所だったから、あるいは、『王の箱ジリオン・デイマイズ』の『鍵かぎ』とその監視者だったから、という理由で知り合った。血縁という確固たる絆きずなと比べればあまりに脆ぜい弱じやくなつながりだ。


    　確かに幼なじみなんてありふれた関係だ。互いがそう思わなければ、単なる友達でしかない。


    　でも、俺おれにとっては家族と同じくらい大事な存在だ。


    　守りたい。


    　助けたい。


    　失いたくない。


    　でも、力が足りない。


    　これは、家族というものにこだわりすぎている俺に対する罰なのか。


    　美み佳かも、俺にとっては大切な人なのに！


    　美佳に偉そうなことを言ったのに、美佳のために力を出せない自分が腹立たしい。


    「くっそおおおおおっ！」


    　自分に対する憤いきどおりを咆ほう哮こうに変え、天使と戦い続ける。天使の顔を殴り、白い翼を引きちぎり、銀の剣を砕く。だが、天使たちは怯ひるまない。圧倒的多数で次から次へと襲い掛かってくる。天使たちの攻撃の波は衰えない。対する俺は、次第に疲労を蓄積していく。


    「やはり、この程度か。まあ、人間なのだから当然と言えば当然か」


    　配下の天使にばかり戦わせて、高みの見物をしているサマハラがつまらなさそうに言う。


    「くっ……！」


    　言い返してやりたいが、言い返せなかった。実際に情けない戦いしかできていないという事実もあったし、焦りと怒りのせいで無む駄だな疲労がどんどん蓄積されていっているのだ。


    　余計なことを言っている余裕なんかない。


    　でも、諦あきらめない。


    　配下の一撃に吹き飛ばされて、背中を石畳でしたたかに打ってしまった。


    　よろめきながら、なんとか立ち上がる。まだ立ち上がれる。まだ諦めるような段階ではない。だったら戦ってやる。こいつら全員たたきのめして、ピースを探しに行くのだ。


    「……必死ですね」


    　そんな俺に、アシュリアが声をかけてきた。


    　エミリーから少し離れてしまっている。いいのだろうかと思いつつ、応こたえる。


    「必死で悪いか！　幼なじみの命がかかっているんだぞ!?」


    「いえ、悪いとは言っていません。まあ、見苦しいとは思っていますが」


    　こんな時でも俺への悪口を忘れない。


    「……諦めるつもりはないのですね？」


    「諦める？　美佳の命をか？　絶対にあり得ない！」


    　天使の剣を砕き、鎧よろいをたたき割りながら叫ぶ。


    「俺が死ぬまで絶対に諦めない！　諦めてたまるか！」


    「彼女のために命を懸けると言うのですか。家族でも、恋人でもない彼女のために」


    「美み佳かは世界でたった一人の幼なじみだ！　それで理由は十分だろうが!!」


    　天使の腹を赤い拳こぶしでぶん殴る。


    　そんな俺おれの耳に、アシュリアの笑い声が聞こえてきた。


    「フッ、フフフ。バカですね、あなたは。ですが、嫌いなバカではありませんね。……いいでしょう、少しだけ手伝ってあげます」


    　思いがけない言葉だった。驚き、天使を殴る手が止まってしまう。


    「い、いいのか……？」


    　俺の視線が注がれると、アシュリアの頰ほおがうっすら赤く染まった。


    「勘違いしないでください。別にあなたを認めたわけではありません。一つは、姫様の負担を軽減するために早くピースを探さないといけないから」


    　アシュリアの両手が凶悪な刃やいばの形に変化していく。


    「一つは、うろちょろする天使が目障りになったから」


    　アシュリアの衣装が、古めかしい軍服に変わる。


    「……一つは、女のために体を張る男はカッコイイと思ってしまったからです」


    　最後の言葉は、小さくて聞き取れなかった。


    　小さな軍人と化したアシュリアは黒い羽を広げ、飛ひ翔しようした。


    　そして、空中に浮いている天使を三人、一ひと薙なぎで地面にたたき落とす。


    「グアッ！」「ギャアッ！」「ガァッ！」


    　石畳にたたきつけられ、車にひかれたカラスみたいにみっともない悲鳴を上げた天使たちの体が、安物の瀬戸物みたいにパリンと割れる。


    「天使は天界では魂だけの存在。人間界では仮の肉体が必要なのですが……もろいですね」


    　体が砕け、そのまま大気に溶けていくように消滅する天使たちを眺めてアシュリアが小さくつぶやいた。


    「弘こう毅き、ワタクシは雑ぞう兵ひようを片付けます。あなたは、そのいけすかない奴やつを。あなたが倒したいのでしょう？」


    　その問いに、俺はニヤッと笑った。


    　銀髪侍女の参戦により隊列が崩れた天使の兵隊たちの間をすり抜け、サマハラの許もとへ向かう。


    「所しよ詮せんは魔族、か。自分で言ったことさえすぐに反ほ故ごにするなど」


    　サマハラはやれやれと言わんばかりに嘆息した。


    「まあいいでしょう。私としては、君を葬ほうむれば問題ない。そういう意味では、彼女が兵たちを相手にしても別に問題ない。……君は愚かだな。君が兵を相手にして、彼女が私とやり合うほうがまだ勝てる可能性は高いと思うのだが」


    「そうだな、俺もそう思う」


    　アシュリアは強い。できそこないの魔王の俺おれなんかよりもずっと。


    「でも、俺はあんたと戦うほうが、強くなれそうだ」


    「……なるほど。そのほうが『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を引き出しやすいと判断したのか。確かに魔王にとって私は強大な敵だ。力を貸そうという気になる思念が出てくるかもしれない」


    　魔力を持たない俺は『王の箱ジリオン・デイマイズ』に宿る思念と気持ちを合わせることによって力を引き出すということを、知っているようだ。なるほど、そういう考えもあるかもしれない。


    「違う。雑ざ魚こよりもあんたをぶん殴ってやりたいって気持ちが強くなるからだ」


    「……モチベーションによって力を出せたり出せなかったりするのは、二流だと言っておこう」


    　俺の理由があまりにくだらないと感じたのか、サマハラはそれだけ言って槍やりを両手で構えた。矛ほこ先さきを俺にピタリと向けてくる。そして、その矛先に全身を覆っていた光を集中させていく。


    「脳、心臓、喉のど、肺……人間の肉体には急所が数多くある。そのどれかを突けば私の勝ちだ」


    　俺は、魔族ではないし、バトル漫画の主人公でもない。だから、見ただけでサマハラの力量がわかる、なんて芸当はできない。


    　だが、なんとなく肌で感じ取ることはできる。これは多分、人間が動物として持つ本能の一種だろう。その本能が告げてくる。勝てない、逃げろ、と。槍の先を見ているだけでゾッとしてくる。蛇へびを見た瞬間、ウワッと怖くなる感覚を何千倍も濃くしたような感覚が槍から伝わってくる。すさまじい力があの槍にはある。


    　ガルムト魔王の力を二割しか引き出せていない俺があの力を上回ることは難しい。もっと力がなくては勝てない。ピースからもっと力を得られないだろうか。……いや、待て。


    　石畳の上に、一振りの剣が落ちている。俺はそれを拾い上げた。


    「ミカルナの剣か。なるほど素手でやり合うよりはマシだと判断した点はよしとしよう。だが、その剣に宿っているのは天使の力だ。魔王の力を使っている君とは相性が悪い。君にその剣は使えない。使えたとしても、ミカルナの力と私の力では私のほうが上回っている。君の負けだ」


    「勝手に決めるなよ、バーカ」


    　生まれて初めて剣なんて代物を使う。どう握ったらいいのかさえわからない。


    　敵を前にしつつ、とりあえず両手でぎゅっと握って構える。


    　と、剣がわずかに震え出した。


    　驚く俺の手の中で柄つかがわずかに太くなり、刃やいばは少し細身になる。ピタリと手のひらに吸い付くように握りやすくなり、軽くて振りやすくなった。


    「美み佳か……!?」


    　思わず美佳のほうを見てしまう。


    　エミリーに術を施ほどこされている彼女は横たわったまま微動だにしない。


    　……あいつ、死ぬ直前に剣に細工したんだな。


    　死ぬ間際、剣に向かって懸命に手を伸ばしたのはまだ戦おうとしたのではなかったのだ。


    「らしいっちゃ、らしいな」


    　死ぬ時まで俺おれの世話を焼こうとするなんて、世界中探しても美み佳かだけだ。


    「『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力とミカルナの力を合わせれば、私に勝てると計算したのか？　その計算は間違っている」


    　美佳の剣を手にして、わずかに微笑ほほえんだのが気に入らなかったらしい。サマハラの硬質な声が飛んできた。


    「やってみなくちゃわからないだろ」


    「ならば、すぐにわからせてあげよう」


    　サマハラが、俺の視線を嫌うかのように動き出した。


    　半瞬遅れて、俺も──いや、美佳の剣が動き出す。美佳の剣は意思が宿っているかのようになめらかに空を裂き、サマハラに斬きりかかっていく。


    　サマハラも、切っ先が少しもぶれない槍やりを俺めがけて一直線に伸ばしてくる。


    　美佳の剣と、サマハラの槍が、互いに道を譲らず、軌跡が交錯した。


    　鋼と鋼が衝突し、昼の太陽が目の前に出現したような強烈な光が俺とサマハラの間に生まれる。強烈すぎる光に視界を遮られてしまう。だが俺はお構いなしに剣を振り下ろした。美佳の力が宿った剣は勝手に敵を捕捉し追尾してくれる。


    　ガツッ、と固い手ごたえが剣の先から伝わってきた。サマハラの体にヒットしたのだ。


    「くっ……！」


    　サマハラが苦しそうな声をわずかにもらす。


    　その声に、俺の気持ちははやり、さらに剣を振るう。美佳の力の宿った剣は的確にサマハラを捉えてくれた。振るうたびに斬った手ごたえが返ってくる。


    　視界が復活した頃ころには、サマハラはあちこちに切り傷を負っていた。


    　勝てるかもしれない。そう思った。俺一人では勝ち目はないが、美佳が助けてくれれば、このムカつく天使に勝てる。


    「死してなお、天界に背そむくつもりですか……！」


    　俺ではなく、美佳の剣を忌々しそうに睨にらんでくる。


    「ですが、所しよ詮せんは武器。持てなければ意味はありません」


    　ス、とサマハラが槍を両手で握り、引き戻した。


    　そして、突きを放つ。


    　一度ではない、百、千、万、いや、億の突き。


    　俺めがけて必要過多な突きを放ちまくる。下へ手たな鉄砲も数撃てば当たるというが、まさにそれを地で行く攻撃だ。流星群のように俺に槍の攻撃が降り注ぐ。


    「…………ッ！」


    　とても人間の俺おれには反応しきれない。


    　美み佳かの剣はそんな持ち主を守ろうと懸命に動いてくれた。己の身を挺ていして、無数の突きを受け止め、弾はじき、逸そらす。サマハラが言った人間の急所への攻撃をことごとく防いでくれた。だが、それが限界だった。


    「これぐらいやれば、十分でしょう」


    　突きを止めたサマハラが、俺を見て満足そうに頷うなずく。


    　サマハラの攻撃は俺の急所に一つも届いていなかった。だが、腕や足はそうではなかった。急所を守ることに懸命になったせいで、手足の防御にまで力が及ばなかった。腕の骨は砕け、足の肉はえぐれている。[image: ]うがたれた穴からボタボタと血が滴したたり、痛みを伝える信号が頭をパンクさせるほど大量に送られてくる。手足の感覚は消え失せ、立っているのでも奇跡だ。


    「ぐ……！」


    　美佳の剣を握り直そうとする。が、肉を失った腕が重みのある剣を支えられるはずもなく、ガランと落としてしまった。


    　ニヤリと笑うサマハラを見て、これが目的だったのだと気づく。


    「さて、あとは急所を突くだけだ。急いだほうがいいか。君は自己再生できる『王の箱ジリオン・デイマイズ』を持っているんだったな」


    　サマハラは確認するようにつぶやきながら、改めて槍やりを構える。狙ねらいは、俺の心臓だ。


    　確かに俺は自己再生できるピースを持っている。だが、今の俺は『死にたくない』とはこれっぽっちも考えていない。だから、ピースの力は発動しない。


    「……俺が考えているのは、お前をぶちのめすことだけだ」


    「詭き弁べんを言うもんじゃない」


    　痛みをこらえながら言うと、サマハラはせせら笑った。


    「武器は落とした。それを拾う腕もない。その状態で、どうやって私を倒すというのだ」


    　いいや、一つ手はある。だが、これがものすごく痛い。ああ、どうして俺はこういうのしか思いつけないのだろう。もう少しスマートに勝ちたいのだが。


    　嘆きたくなるが、ズタボロですでに半死状態の俺にできるのはこれしかない。覚悟を決める。


    「お前なんか、両手両足使わなくたって勝てるんだよ。卑ひ怯きよう者ものが」


    「……考えるのは自由だ」


    　俺の悪態にも、サマハラは少しも表情を変えなかった。


    「では、これより人間界の害悪、江え本もと弘こう毅きを排除する」


    　ひどく事務的つぶやき、無防備になった俺の心臓に向かって、槍の一撃を放つ。


    「グ……！」


    　その冷たい銀の突きが、俺の左胸に沈み込む。


    　命の象徴たるポンプが砕かれる。吸血鬼の気持ちがよくわかる。ものすごく痛い。痛みが電流となって全身を駆け巡る。


    　心臓を貫いた感触に満足したサマハラが、勝利の笑みを浮かべそうになった。


    「笑うんじゃねぇよ……！　お前の笑い方は、スゲームカつくんだよ」


    「…………!?」


    　死なないことに驚きよう愕がくし、サマハラの顔がこわばる。


    「なぜ、死なない……!?」


    「心臓を貫かれても、しばらく生きていた実績があるからな、俺おれは」


    　即死しなかったことに感謝しつつ、ニヤリと笑う。俺の心臓は強い。その一点に賭けたのだ。


    　銀の槍やりに砕かれたポンプは、それでもまだ動いてくれる。これなら、俺も動ける。


    　穴だらけの足にむち打って、前に進む。その様は、お世辞にもかっこいいものではなかった。多分、ゾンビみたいだろう。


    　だが、俺はまだ死んでいない。俺は死ぬまで諦あきらめないと誓った。だから、死ぬな俺の体。


    「く、来るな……！」


    　俺との距離が縮まるほどに、勝利を確信していたサマハラの顔が青ざめていく。足がすくんで、逃げることさえ思いつかないらしい。鼻先が触れ合いそうなほど近づいた。


    　俺はまだ、生きている。


    「バカみたいな数の攻撃に対して、一発だけってのは不公平な感じがするけどな」


    　わずかに上体を逸そらし、それから体の中に残った力全部をかき集めて、前に向かって頭を振り下ろす。両手足が使い物にならない俺にはこれしかできない。


    　億に対してたった一。


    　倍返しならぬ億分の一返し。あまりにも割が合わない計算だ。だから、計算が合うように、サマハラの億倍の力を込めて、頭突きを放った。


    「うおおおおおおおおおっ!!」


    「グアアアアアアアアア!?」


    　ありったけの力を、獣じみた悲鳴を上げるサマハラの顔面にたたきこむ。


    　バキッ、という人の顔面に頭突きしたにしては派手な音が境内に響く。


    「ぐ……う……！」


    　うめき、よろよろと後ずさりながらサマハラが自分の顔面を押さえる。その指のすき間から、ボロボロと白い破片がこぼれ落ちていく。


    「こんな、こんな……!?」


    　現実を受け入れられず、かぶりを振る度に地面に落下する破片の数は増えていく。


    「ざまあ、みろ……！」


    　頭突きの勢いで倒れるしかなかったが、サマハラの潰つぶれた顔面を見れたので気分がよかった。


    「貴様……！　思った以上に危険な存在のようだな……！」


    　睨にらむサマハラの体には、無数のひびが入っていた。本当に、安物の磁器みたいだ。


    「人間だからと侮あなどっていたが、今の一撃で確信した。人間だからこそ危険なのだ……！」


    「自分勝手な裁量で人を判断するなよ……。俺おれは、平和主義者だ……。喧けん嘩かもほとんどしたことがない……」


    　サマハラをぶちのめすという目標が達成したので、『死にたくない』という願望が俺の中で湧わき上がる。それに反応して、ピースが俺の体を治し始めてくれた。ボコボコに空いた穴がふさがっていくのを実感する。


    「そういうことを言っているのではない。人間の意思と『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力、この組み合わせが危険だと言っているのだ」


    　対するサマハラのひび割れは治るどころか悪化していく一方で、無理やりつなぎ合わせた土器以下の様相となっていた。


    「待っていろ、また排除に来てやる……！」


    「うるさい、二度と来るな」


    　もうサマハラの声は聞きたくなかった。手近に転がっていた小石を拾い、投げつけてやる。


    　すると、カシャンと安物のガラス製品みたいな音を立てて、サマハラの体は崩れていった。あとにはとても今まで人の形を成していたとは思えないガラスのクズ山となる。


    「……仇かたきを討った、って言うのはおかしいか。これから美み佳かは蘇よみがえるんだし」

  


  [image: ]


  
    　風に流され、たちまち小さくなっていく山を見ても、それ以上の感慨は湧わかなかった。


    　気が付けば、周囲も静かになっていた。天使の姿はない。残りの天使はアシュリアが全員片付けたらしい。


    「……なんて、無む茶ちゃ苦く茶ちゃな戦い方ですか」


    　ずっと観戦していたらしい彼女がポツリとつぶやく。


    「普通だったら死んでいますよ」


    「死ななかったからいいじゃんか」


    「そういう問題ではありません」


    　アシュリアが非難がましい目で睨にらんでくる。


    「多分しばらくは死なないだろうと心臓をおとりに使うなんて狂気の沙さ汰ただと言っているんです。あなたは死ぬのが怖くないのですか」


    「怖いに決まっているだろ」


    　散々身内が死ぬのを見てきた俺おれは命の大切さはよく知っているつもりだ。もちろん自分の命だって大切だ。


    「けど、今は俺の命より美佳の命のほうが大切だった。それだけだ」


    　だいぶ体が癒いえてきた。よっこいしょと言いながら立ち上がる。まだかなりズキズキ痛いが、動けないほどではない。


    「……先ほどの天使とは別の意味合いですが、あなたは危険ですね」


    　アシュリアは呆あきれたように嘆息した。


    「大きなお世話だ。それから、助けてくれてありがとう」


    　頭を下げると、彼女はふんと軽く鼻を鳴らしてそっぽを向いてしまった。


    　俺はわずかに微笑ほほえんだ後、すぐに気持ちを切り替えて、真剣な表情を作った。


    「エミリー、もう少しだけ頑張ってくれ。アシュリアはエミリーの手伝いと護衛を。もしかしたらまた天使の連中が来るかもしれない」


    　魔族の少女たちにテキパキと指示を出し、痛む足を引きずりながら寺を出ようとする。


    『──弘こう毅き、って言ったっけ』


    　その時、もう聞こえないはずの声が俺の頭の中に響いた。


    「ベナティ……!?」


    　思いがけない声に思わず足が止まる。


    「また出てきたのかよ。今忙しいんだ。後で相手してやるから、しばらく黙ってろ」


    『忙しいのはわかっているわよ。いいから、一分だけ私の話を聞きなさい。あんたにとっても悪い話じゃないはずよ。──私が、あの天使を蘇よみがえらせてあげようか』


    「何……!?」


    　駆け出そうとした足がまた止まってしまう。


    「あんたの得意技は美容じゃないのかよ。その力で女性を味方にしたって……」


    『ン、美容も得意よ。その力で女性を味方にしたのも事実。でも、それだけで魔界の戦争を勝ち抜けると思う？』


    「それは……」


    　魔界の戦争がどんなものなのか俺おれは知らない。だから答えようがない。しかし『綺き麗れいになれる』なんてキャッチコピーで志願してきた兵士だけで魔界統一ができるかと言われると疑問だ。


    『私の力の本質は『命の活性化』。美容にも使えるけど、本当の使い方は、不死。刺されようが斬きられようが焼かれようが、たちまち再生できる。この力を使えば死なない。絶対に負けない。負けなければ、いつか勝てるでしょう？　私の本当の異名は『不死の魔王』。たった今あんたがしたような戦い方を続けていたのよ。有効な戦い方なのはよくわかるでしょう？』


    「そういうことか……」


    　一昨日おととい、アシュリアに説明を聞かされた時にも納得がいっていなかったが、ようやく合点がいった。ベナティ魔王の本当の力はねじ曲げられて伝えられていたのだ。


    『私の『命の活性化』の力を使えば、あの天使を生き返らせることだってできるわ』


    　一番いらない力だと思っていた魔王が、一番欲しい力を持っていた。


    　俺はこの幸運に全身がブルリと震えるくらい喜んだ。


    　そしてすぐさま勢い込んでベナティに頼む。


    「あんたにそんな力があるなら、俺にその力を貸してくれ！」


    『話は最後まで聞きなさい』


    　魔王の意思は、冷静に続けた。


    『確かに、私の力を使えば、その天使を蘇よみがえらせられるわ。でも、その代償として、あんたの寿命が減ることになるの』


    「寿命……？」


    　境内の石畳に横たわった美み佳かを見つめながら、ベナティの言葉を反すうする。


    『私の伝承が正確じゃないのは、ここに理由があるの。私は『不死の魔王』として戦争を勝ち抜き、魔王の座に就いたわ。でも、その在任期間はものすごく短かったの。不死の力は、使っている時は確かに不死身だったわ。でも、その反動は尋常ではなく、私の命はガリガリ削られていった。結果として、私は魔族の平均寿命の十分の一も生きられないまま老衰で死んでしまったの。わかるかしら。私の力を使えば確実に魔王になれる。だけど、魔王としていられる期間がものすごく短くなってしまう。在任期間の短い王ほど使いようのないものはないわ』


    　なるほど、いくら魔王が誕生しても、すぐに死んでしまうのでは意味がない。


    　人間界の王国のように法律や制度で後継者が決定されるのならいざ知らず、魔界は完全な実力社会だ。魔王が死ねば混乱する世界になってしまう。いたずらに歴史書に魔王の名前が増えるだけで、いいことなど何もない。


    　アシュリアが知っていた歴史は、意図的に修正された歴史だったのだ。


    『で、ここからが本題。天使を生き返らせる場合、私は力を分け与えられるけど、術そのものを行使するのはあんた。人間のあんたが私の術を使ったら、一体どのくらいの寿命が削られるのか、私にも皆目見当がつかない。ひょっとしたら、死んでしまうかも──』


    「いいから、早く力を貸せよ」


    　長々と喋しやべり続ける魔王にいら立ち、彼女の言葉を遮さえぎった。


    「とにかく、あんたの力を使えば美み佳かは生き返るんだろ？　だったら俺おれの寿命くらいいくらでもくれてやるよ」


    『いくらでも……？　あんた、寿命が削られるということの重みを理解していないわね』


    「違う。そうじゃない。命がどれだけ大事か俺はよくわかっている」


    　さっき、アシュリアにも言ったことだ。


    「単純な話だよ。俺の寿命と、美佳の命、どっちが大事かって話だ。俺の寿命が削られるのと、美佳の命がゼロになるのと、どっちが嫌かってことなんだよ」


    『……彼女は天使なのよ？　人間の死とは違う。魂が天界に戻るだけよ。消滅ではないのよ』


    　確認するように、聞いてくる。それは多分、重要な選択だからしっかり考えるようにという気き遣づかいだったのだろうが、俺にとってはそんな確認は不必要だった。


    「うるさいな！　甦よみがえらせられるならさっさとやってくれ！」


    『…………』


    　ベナティが俺の剣けん幕まくに圧おされて黙り込む。


    　それだけでなく、エミリーとアシュリアも目を丸くしている。


    「考えるまでもないんだよ。美佳が死んで後悔し続ける百年より、美佳が生きていてくれてよかったって思う数年のほうが絶対にいい」


    　俺にとっては、わかりきったことだった。


    　家族を多く失っている俺は、大事な人を失うつらさを嫌というほど知っている。


    『あの子、あんたの家族でも恋人でもないんじゃないの？　そういう相手に、自分の命を捧ささげられるの？』


    　そう、美佳は俺の家族でも恋人でもない。幼なじみだ。


    　世界でたった一人しかいない、幼なじみなんだ。


    「あいつにもっとそばにいてほしいんだよ、俺は。はっきり言ってやる。これは俺のエゴなんだ。わがままなんだ。美佳にはまだまだ俺の近くにいてほしい。それだけなんだ」


    　それは自分勝手な願いだ。


    　でも、俺おれはもう少し美み佳かと幼なじみという関係でいたかった。


    　一緒に遊んだり、家に押しかけられてお節せつ介かいを受けたり、買い物に無理やり付き合わされて荷物持ちをさせられたりしたい。


    　そういう関係を、もう少し続けていたい。


    　色々考えた結果が、これだった。


    　他人に聞かれれば怒られるかもしれない。笑われるかもしれない。


    　でも、本心だ。


    　生ぬるい中途半端な関係と怒られるかもしれないが、俺おれは美み佳かと幼なじみであり続けたい。


    『オーケー。わかった。……あんたがバカなボーヤだってことが』


    　ベナティは、かすかに笑ったようだった。


    『──ディクト、起きてるわね？』


    『もちろんだよ、お姉ちゃん』


    　ベナティが呼びかけると、弟のディクト魔王の声まで聞こえてきた。


    『僕の力も君に貸してあげよう。僕の力は『力の増幅』。僕が力を貸せばお姉ちゃんの力を君でもフルに使えるだろう。もっとも、それでも人間の君には多大な負担がかかるけどね』


    「あんたたち、なんで助けてくれるんだ……？」


    　力を貸してくれるのはありがたい。美佳を助けてくれるなら俺はいくらでもこの体を貸そう。だが、突然力を貸すと言い出したのが腑ふに落ちない。ひいじいちゃんのピースを始め、今まで魔王の思念のほうからこんなことを言い出したなんて初めてだ。


    『……まあ、シンプルな話よ』


    『そうだね、姉弟と幼なじみという違いはあるけども、僕たちと君たちはよく似ている。それだけのことだよ。──さあ、いくよ』


    　ディクトの掛け声と共に、体の中心から力が湧わき上がってくる。ベナティが生み出し、ディクトが増幅してくれた力。それは命の奔流となって俺の中を駆け巡り、さらに強くなっていく。


    　太陽のように熱い、命の炎。


    『その力をどう渡せばいいか、わかるでしょ？』


    　べナティに言われるまでもなく、この命の炎をどうやって美佳に渡せばいいかわかっていた。眠っているお姫様を目覚めさせる方法は、古今東西決まっている。


    「美佳、さっさと起きろよ」


    　青白く冷たい彼女の頰ほおを撫でつつ、自分の唇くちびるを彼女の唇に触れさせた。


    　熱い力が俺の唇から美佳の中に注ぎ込まれ、消えた命を再点火させる。


    「弘こう毅き……」


    　美佳の目が、ゆっくりと開かれた。


    　パチリと大きく見開き、暗がりの中でも、俺を見つめているのがわかった。


    「……嬉うれしい」


    　ぽろりと、涙を流す。


    「弘毅と、キスができた……」


    「……生き返ったことを喜んでくれよ」


    　美み佳からしいと言えば美佳らしい言葉に苦笑を漏らしつつ、ゆっくりと起き上がらせた。


    「ありがとう、弘こう毅き」


    「いいよ、別に」


    　美佳が動いている。


    　俺おれを見てくれる。


    　話しかけてくれる。


    　それだけで嬉うれしい。


    　それだけで十分だ。


    「エミリーもありがとう。大変な術を使わせてしまったわね」


    「勘違いするでない。お主にはテスト勉強に付き合ってもらわねばならぬからしたまでじゃ」


    　美佳がぺこりと頭を下げると、魂をとどまらせるための術を使い続けていたエミリーは頰ほおを赤く染めながら、ぷいとそっぽを向いた。


    「アシュリアも、弘毅を手助けしてくれてありがとう」


    「誤解しないでいただきたい。ワタクシは姫様をお守りしただけです」


    　アシュリアも同じように照れ隠しに視線を逸そらす。


    　この二人、こういうところが似ているんだな。

  


  [image: ]


  
    　ちょっとおかしかった。


    『──さて、これで私たちはお役ごめんね』


    　揃そろって同じ表情を見せる魔族の少女たちを見て微笑ほほえんでいると、頭の中にベナティ魔王の声が響いた。


    『もう出てこないから安心しなさい。ピースの中でぐっすり眠れそうだわ』


    　それはつまり、満足したということだ。


    「なあ、あんたたちの本当の願望はなんだったんだ？　いや、あんたたちが残した後悔ってなんだったんだ？」


    　この魔王が昨日言っていたことの大半はデタラメだった。ベナティ魔王の真実が知りたい。


    　息を吹き返した美み佳かを眺めながら尋ねると、ベナティはわずかに躊躇ためらった後、重そうに口を開いた。


    『……さっきも言ったでしょ。私たちとあんたたちは似ているって。私は他者の力を増幅できてしまう弟が魔王になれば、力を使い果たして死んでしまうと思った。だから私が魔王になったの。でも、守れなかった』


    『僕も、お姉ちゃんを守りたかったけれど、守れなかった』


    　それが、ベナティとディクトの後悔。


    　二人とも、同じ後悔をして、同じ願望を抱きつつ死んでいった。


    　すなわち『大切な人と一緒にいたい』。


    「あんたら、随分と歪ゆがんだ願望を要求しやがったな」


    　大切な弟といられなかったから、くだらない男を殺したい。


    　大切なお姉ちゃんといられなかったから、年上の女の人と一緒にお風ふ呂ろに入りたい。


    　相当ねじ曲がった願望である。


    　昨日一昨日おとといの苦労を思い出してぶぜんとすると、ベナティがくすくすと笑った。


    『そうかもね。でもまあ、叶かなえられない願望にしなかった優しさと受け取りなさいな』


    　それはへ理屈ではないだろうか。


    『じゃあね、男としても魔王としても未熟なボーヤ』


    『さらばだ、少年』


    　今度こそ、ベナティ魔王とディクト魔王の思念は沈黙し、『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースはただの力の結晶となった。

  


  
    　エピローグ


    



    　翌朝俺おれは、昨晩天使と大立ち回りを演じて疲れているはずなのに、早くに目が覚めた。


    　目が覚めたはいいが、特にすることはない。


    　今日は土曜日で、学校は休みだ。部へ屋や着ぎ代わりにしている作さ務む衣えに着替えて、さてどうしようと考える。漫画は読み飽きたのしかないし、テレビはこんな時間では同じニュースを繰り返す番組しかやっていない。


    「…………」


    　何かやるべきことを思いついたわけではないが、そっとドアを開け、廊下に出た。


    　────。


    　家の中は静かだった。


    　みんな静かに寝入っている。昨夜、あれだけのことがあったのだから、当然といえば当然だ。こんなに早くに目を覚ます俺がどうかしている。


    　ふと思いついて体のあちこちを触ってみるが、どこにも異常はない。筋肉痛もないし、怪け我がもない。心臓もドクドクと正常に動いてくれている。


    「……異常が出るのは、ずっと先、かな」


    　ベナティ魔王の言葉を思い返し、つぶやく。


    　まあ、そうなったとしても、別に後悔はない。


    　ふと思いついて、美み佳かが寝ている客間に足を運ぶ。


    　悪いことだと知りつつ、そうっと戸を開け、中の様よう子すを窺うかがった。


    　滅多めつたに使わない客間の真ん中に敷かれた布ふ団とんの中で、美佳がスヤスヤと眠っている。彼女の体の上にかけられた布団が、呼吸のリズムに合わせて上下しているのがはっきりとわかった。


    　当たり前のことなのだが、それを見て、ホッと安あん堵どしてしまう。


    　ついで、と言ったら彼女たちに申し訳ないが、エミリーたちの部屋も覗のぞいてみた。


    　布団を二つ並べて寝ている。その様子は、仲のいい姉妹にしか見えなかった。……どう見てもアシュリアのほうが妹に見えてしまうが。


    　ひとしきり少女たちの寝顔を見た後、外の空気を吸おうと境内に出ることにした。


    　スニーカーをつっかけ代わりにして、境内の真ん中あたりに立つ。


    　九く門もん寺じの朝の空気は静せい謐ひつだ。穢けがれがなく、キンと引き締まるような思いがする。


    　とてもほんの数時間前に天使たちとの戦いや美佳の死があったとは思えない。天使はやられればかりそめの肉体は消滅したし、美佳の血もベナティ魔王が癒いやしてくれた時に消えていた。


    　あれは嫌な夢だったんじゃないかと、思いたくなる。


    　よかった。美佳が死ななくて本当によかった。


    　祖父母両親を亡くした時に散々思い知って、気づいていたはずなのに、失ってからそれがいかに大事なものだったのかと気づいてしまった。


    　美み佳かは、俺おれにとってすごく大事な存在なんだ。


    　わかっていたはずなのに、思い知らされてしまった。


    「バカだよな、俺って」


    　掃き残しなのか、それとも昨夜の戦いで石畳が砕けたのか、足元に小石が転がっている。それをコンと蹴け飛とばした。


    　ここ数日の出来事で思い知らされたのは、自分を取り巻く人たちが、自分が思っていた以上に大切だということ。そして、それを守るためには力がいるということだ。


    　エミリーも大事だ。そして、美佳も大事だ。


    　二人を守りたい。俺の大切なものを守りたい。


    　そのためには、力がいる。


    　大事なものを全部ひっくるめて守れるだけの力を。


    　悲しい思いはしたくない。


    　大事なものを失う痛みを味わいたくない。


    　力を。


    　力を。


    　力を。


    　境内の真ん中でグッと拳こぶしを握る。


    　俺は見せかけだけの魔王だ。


    　だが、それではだめだ。真に魔王足り得る力を持たなくてはならない。


    　そのためには、『王の箱ジリオン・デイマイズ』を集めなければ。


    　そのためには、もっと戦えるようにならなければ。


    　魔族も天使も、俺や俺の周りの人間を狙ねらってこれからも現れるだろう。


    　他に選択肢はない。


    　黒い炎に似た決意が俺の中に宿る。


    「──弘こう毅きー？　どこにおるのじゃー？」


    「弘毅ぃ？」


    　家の方から、俺を捜すエミリーと美佳の声が聞てきた。彼女たちももう目が覚めたらしい。


    「美佳、まさかとは思うが、あとでゆっくりいやらしいことをしようと、お主が弘毅をどこぞに監禁しておるのではないじゃろうな？」


    「そんなことするわけないでしょ。失礼ねー。というか、朝っぱらからそういういやらしい発想ができちゃうの？　うわー、変態ねー」


    「バ、バカを言うでない！　妾わらわのどこが変態じゃ！　そもそも、お主は今まで似たようなことをしたことがあるじゃろうが！」


    「監禁なんて私の趣味じゃないわよ！」


    　朝からギャアギャアと騒ぎ出す少女たちの声に、思わず苦笑を漏らしてしまう。


    「朝から元気だな、あいつら」


    　騒々しいが、悪くない。


    「……そうだ、俺おれが朝飯を作ろうか」


    　彼女たちの声を聞いて、ふと、そんなことを思いついた。昨日はみんなの料理を食べさせてもらったのだ、お返しに俺が食事を用意したっていいだろう。


    　料理なんかできない俺だが、みそ汁と目玉焼きくらいは作れる。ご飯も炊ける。


    　数年ぶりに朝食作りをする気になった俺は、よし、と決意して、家に戻っていった。


    　二人の喧けん嘩かを仲裁して、朝食を作って、学校に行く。放課後は寺の掃除をしなくてはいけないし、ピースも探さなくてはいけないし、魔王としての力の使い方の練習もしないといけない。やらなければならないことが目白押しだ。


    　だけど、悪くない。充実していると言っていい。


    「これが、俺の魔王としての日常、だな」


    



    
      〈了〉　　　

    

  


  
    　あとがき


    



    　はじめましての方ははじめまして。久しぶりの方はお久しぶりです。どうも、水みず口ぐちです。


    



    　担当氏との打ち合わせのために、たまに東京に行くことがあります。が、田舎いなか者ものにとって東京はなかなか怖いところです。この間、本気で迷子になりました。いい年して迷子になるなんて、そんな馬ば鹿かなと自分でも思いましたが本当です。やたらゴチャゴチャと入り組んでいてどの道がどこに通じているのかさっぱりわからないんですよね。


    　交番で道を尋ねようにもどこに交番があるかわかりませんし、道行く人たちはセカセカ歩いていて、とても声をかけられるような雰囲気ではありません。途方に暮れた僕を救ってくれたのは、人ではなく、スマホでした。ありがとう、ＧＰＳ。


    



    　お忙しい中、今回も素す敵てきなイラストを描かいてくださった鍋なべ島しま先生、ありがとうございました。エミリー、美み佳かとはまるで逆方向のキャラであるアシュリアがどうなるか非常に楽しみにしていましたが、想像以上に可愛かわいらしい女の子で、ものすごく嬉うれしかったです。


    　前巻同様駆け足のあとがきとなりましたが、それではまた。今後とも何なに卒とぞよろしく。
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